
    
      
        
      
    

  
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春の陽ひ射ざしがやわらかな、高校生活初日の朝。

　佐さ久く間ま伊い織おりはいい天気だからと早起きをして、通学路の遊歩道をのんびり歩いていた。

（気持ちよすぎる）

　肌はだを撫なでる風は温かいし、木々のさざめきは思わず目を細めてしまうほど。

　この場所はイヤホンを着けないほうがいいな……などと考えていると、ふと。

（あれは……んん？　何をしてるんだ？）

　公園と遊歩道の境にある桜の木。

　それを挟はさんで、ひとりの女の子と猫ねこが相対していた。

「にゃー」

　片や人ひと懐なつこそうな茶トラ猫ねこ。愛くるしさの塊かたまりだ。

「だ、だめ……こっち来ないで……」

　そして片や……。

　毛先があごの辺りまで伸のびた、陽光を浴びた雪原のような銀ぎん髪ぱつ。

　対ついの宝石を思わせる碧へき眼がん。

　血の筋が透すけて見えるほど白く、どこか寒々しい大地を連想させる肌はだ。

（マジか……）

　まるで、さっきまで絵画の中にいましたとでも言うような女の子。美しい、という誉ほめ言こと葉ばが生まれて初めて頭に浮うかんだ。

「にゃー、にゃー」

　茶トラ猫ねこがとてとてと桜の木を回り、彼女の下へ向かおうとする。彼女はその分だけ歩いて遠ざかる。伊い織おりが見ている前でくるくる、くるくる。ひとりと一匹は互たがいの距きよ離りをそのままに桜の木を二周した。バターになりそう。

「うぅ……君はこっちに来ちゃだめ……」

　噓うそみたいに綺き麗れいな女の子は、くにゃりと眉まゆを曲げながらも猫ねこに優やさしく呼びかけている。

「にゃ？」

　茶トラ猫ねこが立ち上がってにょいんと身体を伸のばし、愛あい嬌きよう満点に桜の木をかりかりと引っかく。抱だきしめてわしゃわしゃと撫なでたいくらい愛くるしい。しかし女の子はその光景を見て、何やら目をぐるぐるさせている。

（あ、桜が……）

　淡あわい色合いの花びらがふわりふわりと舞まい落おちて、癒いやしを凝ぎよう縮しゆくしたような光景をやわらかく彩いろどる。彼女の白い肌はだと桜の花の対比に目を奪うばわれた。

（これは……助けたほうがいいのかな）

　事情はわからないが、彼女は猫ねこを避さけている。たった今通りかかったフリをして助けようか……などと考えていると。

「うぅ……ほ、ほんとだめなの……。こ、こっち来ちゃ、だめにゃー」

（え）

　やたらめったら可か愛わいらしい語ご尾びに動どう揺ようしてしまい、足元の葉っぱがかさりと音を立てた。女の子と茶トラ猫ねこが同時に伊い織おりのほうを向き、彼女が目を見開く。

　気まずい。

　心臓がきゅっと締しまる。

　生きてきた年数などたかが知れているけれど、今この瞬しゆん間かんが人生で一番気まずいと自信を持って言える。

（うーん、ほんとどうしよう）

　猫ねこは人ひと懐なつこそうな目でじーっと見つめてくるが、女の子は警けい戒かい心しんを限界レベルまで引き上げた顔で見ている。俺は巷ちまたで話題の変質者だったっけ？　と真面目に考えてしまうほどに。

「あ、いた！　もー！」

　三者（？）が動けぬまま固まっていると、膠こう着ちやく状態を打ち破る元気な声が聞こえた。

　お団子頭の女の子が銀ぎん髪ぱつの少女のもとに駆かけ寄よる。

「もー、どこをどう進んだらこっちまで来ちゃうの……って、どうしたの？」

　銀ぎん髪ぱつの少女は、唇くちびるを引き結んでお団子頭の女の子の服の袖そでをつまみ、今にも泣きそうなのをこらえるようにぷるぷるしている。

「みす……あっち……」

　銀ぎん髪ぱつの少女がぽしょりと消え入りそうな声でつぶやき、視線を伊い織おりのほうに向ける。お団子頭の少女はちらりと伊い織おりのほうを見て、なるほどねと困ったように笑った。

「ごめんなさい、この子ってちょっと、というかかなり……って、ちょ、どうしたの急に!?」

　銀ぎん髪ぱつの少女がとんでもなく機き敏びんな早歩きで去っていく。お団子頭の女の子が「待ってってばー！」と言いながら駆かけ出だし、伊い織おりに両手を合わせて苦笑いを浮うかべた。それから高速で離はなれていく銀ぎん髪ぱつの少女の背に向けて、

「ちょっと！　そっちじゃない！　学校は右だからー！」

「…………」

　曲がり角を曲がっていちど消えた銀ぎん髪ぱつ少女がふたたび現れ、逆方向に消える。お団子頭の女の子も慌あわててついていった。

「……なんだったんだ……」

　平へい凡ぼんな中学生活からは想像もつかない、あまりにも濃こい時間。高校ってすごい……と思ったが、今の体験は特とく殊しゆすぎるだろうし、そもそもまだ高校についてさえいない。

「にゃー？」

　いつの間にか足元にいた茶トラ猫ねこが、かまってーと言わんばかりに脚あしにすりついてくる。

「……ああもう、可か愛わいいなぁ」

　状じよう況きようを整理したいと思いつつも、猫ねこの可か愛わいさに惑まどわされているところでふと気付く。

「……そういえば、あの制服ってたしか……」

──ふたりの少女が着ていたのは、自分と同じ高校の制服では？




　　　　　　　×　　×　　×




　入学式は講堂で行なわれるとのことだった。ひとつひとつの椅い子すにしっかり背もたれのある、なんとも厳いかめしい空間。入学式や卒業式、加えて講演会などもここで行なわれるらしい。

（席は……適当でいいのか）

　クラスごとにざっくりとした位置は決められているが、あとは先に来た人から奥に詰つめて座ればいいとのことだった。席につくと、周りには同じ中学だった友人が何人かいる。初対面のクラスメイトに会え釈しやくをしつつ、同じ中学の友人と談だん笑しようしていると──不意に、講堂の入口でどよめきが起こった。

「ん？　どうしたん……だ……」

　伊い織おりのつぶやきが途と切ぎれる。

　どよめきの中心にいたのは、先ほど通学路で出くわした銀ぎん髪ぱつの少女とお団子頭の女の子だった。銀ぎん髪ぱつ少女が辺りをきょろきょろと見回し、お団子頭の女の子が少女の背をぽんぽんと叩たたいて席を指差す。何気ないやりとりにも関わらず、伊い織おりを含ふくめ周りの視線を余すことなく惹ひきつけている。

（同じクラスなのか……！）

　ふたりが座ったのは伊い織おりと同じクラスのエリアだった。内心激しく動どう揺ようするも、なんとか平静を装よそおう。

「すげぇ可か愛わいい子だな……佐さ久く間ま？　佐さ久く間ま？　どうした？」

「え、ああ、なんでもない。で、なんだっけ、自動運転の未来についてだっけ？」

「お前がぼーっとしてることだけはわかった」

　同じ中学の友人に冷静にツッコまれた。




　　　　　　　×　　×　　×




　入学式を終えて教室に入る。窓からは通学路である公園の遊歩道と、咲さき乱みだれる桜の木が見えた。ときおり、ひらりと舞まう桜の花びらが窓を横切る。

　黒板を見ると、すべての席に名前が書かれている。

『席はあらかじめくじで決めたので、先に座っといてください』

　どうやら担任の先生があらかじめ準備してくれたらしい。書き文字でくだけた口調を見るとちょっとコミカルだなーと思いながら、窓まど際ぎわ後方の席につく。

「あ、伊い織おり～。また同じクラスになったね」

「まさかだな」

　前の席に座っていた、小学校からの友人──小お野の寺でら湊みなとがくるりと振ふり返かえり、人好きのする笑えみを浮うかべた。伊い織おりとはまるで性格がちがうのだが、それが妙みように性しように合う。気が付けば一番よく話す友人になっていた。

「春しゆん眠みん暁あかつきを覚えず、っていうもんな」

「いつも眠ねむそうな顔を春先にあらためてイジるのって、もはや伊い織おりくらいしかいないんだよね」

「定期的に言わないと湊みなとのキャラが薄うすれるだろ？」

「僕のキャラって細目だけなの……？」

　他愛もない話をしながら周りを見回す。中学までの友人が四分の一……といったところだろうか。伊い織おりと湊みなとが卒業した中学はすぐ近くにあるので、無難といえるだろう。

「…………」

　まだ空いている席は数人分しかない。伊い織おりは徐じよ々じよにそわそわして、湊みなととの会話もそぞろになり、しきりに辺りに視線を向ける。

「伊い織おり、誰だれか探してるの？」

「え、あ、いや？　別にそんなことは」

「不ふ審しん者しやにしか見えないからやめたほうがいいよ～」

「うぐ……そ、そうだな……」

「暖かくなると変な人が増えるっていうからね～」

「お返しの切れ味が鋭するどすぎるんだけど……」

　湊みなとはほわほわとした空気感だが、伊い織おりへのダメ出しはなかなか容よう赦しやがない。けれど伊い織おりは湊みなとのそんな空気感が気に入っていた。

「どう見ても誰だれか探してるよね？　入学式で可か愛わいい子でも見つけたの？」

「ぅえぃあぅぉ？」

「酔よいそうな声出さないで～」

「すまん」

　動どう揺ようしすぎてしまった。二つ隣となりの席の女子がぷふっと噴ふき出だし、顔をそむけながら両手を合わせて「ごめん」と謝ってくる。急激に顔が熱くなった。

「いや、ほんと別に、誰だれも探してなんて……」

　教室の入口で、銀の髪かみがふわりと舞まった。

「この教室で合ってる……？」
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「合ってる合ってる。席は……っと。おー、すっごい近いじゃん！」

　通学路と講堂で見た仲の良さそうな少女ふたりが、黒板に書かれた席を見てはしゃいでいる（といってもはしゃいでいるのはお団子頭の女の子だけだが）。すでに座っているクラスメイトたちは教きよう壇だんでの会話を……というよりも、銀ぎん髪ぱつの少女にただただ見み惚とれている。

（あれ？　そういえば……あの人の名前って書いてあったか？）

　ふと疑問に思う。銀ぎん髪ぱつの少女の顔立ちには寒々とした大地の面おも影かげが見える。ターニャとかエレオノーラとかそんな感じの名前なのかと思ったが、黒板には漢字しか書かれていない。

　ふたりの少女はくるりと振ふり返かえり、伊い織おりのほうへ近づいてきたかと思うと──銀ぎん髪ぱつの少女が伊い織おりの隣となりに、そしてお団子頭の女の子がその前、湊みなとの隣となりに座った。

（マ、ジ、デ、ス、カ）

　心の声が片言になった。銀ぎん髪ぱつの少女はこちらに一いち瞥べつもくれず、まるで前を向くことしか許されていないかのように、お団子頭の女の子と話している。

「えっと……仲、いいんだな」

　試ためしに、しどろもどろになりながらもふたりに話しかける。湊みなとが口を縦長に開けて「おー、やるじゃん」と言わんばかりの顔をした。ちょっと腹が立つ。

　答えたのは案の定、お団子頭の女の子だった。

「うん。小学校のときはよく遊んでて、中学は別になってもちょこちょこ遊んでたの。ねー？」

「……うん」

　お団子頭の女の子が両手を伸のばす。銀ぎん髪ぱつの少女がそろりと手を伸のばしてつなぎ、きゃっきゃっとはしゃぐ。背景で花が咲さき乱みだれていそうな光景だ。

「俺、佐さ久く間ま伊い織おり。よろしく」

「わたしは鹿かの岡おか美み鈴すずだよー。よろしくね！」

　お団子頭の美み鈴すずが可か愛わいらしい敬礼をする。

「僕もまざっていい？　小お野の寺でら湊みなとで～す、よろしくね」

　場の空気がほぐれたところで、湊みなとがごく自然に加わった。

「あ、うん。よろし……く～」

　美み鈴すずが湊みなとと目を合わせると、言葉が一いつ瞬しゆん途と切ぎれた。すぐにいつもの調子に戻もどったが、それでも湊みなとと美み鈴すずはちらちらと互たがいを見ている。

「ええっと、あとは……」

　伊い織おりがそろりともうひとりの少女を見つめる。彼女は伊い織おりの視線をあっさり受け流すと、美み鈴すずに何やら耳打ちをした。

　美み鈴すずが苦く笑しようしながら口を開く。

「んーとね、今聞いたことをそのまま言うんだけど……」

　口元に握にぎり拳こぶしを当てて「こほん」と小さな咳せき払ばらいをすると、

『涼すず原はら楓かえでです。よろしく、覗のぞき魔ま』

「ちょっと待ってちょっと待って」

　今朝のことを言ってるんだろうけれども、人聞きが悪いなんてもんじゃない。

　湊みなとが両手で口を覆おおい、うさんくさいウソ泣きをしていた。

「友人が入学式の日に罪を犯おかすなんて……。インタビューを受けたら『日ひ頃ごろからそういうことをやらかしそうだなと思ってました』ってちゃんと真実を伝えるね」

「そういうときって『普ふ段だんは真面目で……そんなことをする人じゃなかったのに……』とか答えるのがテンプレじゃないっけ？」

　美み鈴すずがぷふっと噴ふき出だす。

「ふたりは息合ってるねー」

「そうか？　……いや、まあ、うん、そうか。えっと、涼すず原はらさんは……」

　楓かえでにも話してもらいたいと思って視線を向けるも、楓かえでの視線は美み鈴すずにしか向いていない。何かの法律で視線を制限されているんだろうか。

　楓かえでが美み鈴すずに何やら耳打ちをする。

「ええっと……『覗のぞき魔まと話すことなどない』だってさ」

「原告不在の裁判みたいになってるんだけど」

　湊みなとと美み鈴すずがぷふっと噴ふき出だす。これなら楓かえでも笑うか……と思いきや、なぜか上うわ唇くちびると下した唇くちびるを内側に巻き込んでちょっとぷるぷるしている。楓かえでが美み鈴すずに耳打ちをする。

「『これからは直接話しかけるのを禁止します』だってさ。わたしもめんどくさいんだけど……」

「それディストピアすぎない？」

　湊みなとと美み鈴すずが顔をそむけ、楓かえではふたたび上うわ唇くちびると下した唇くちびるを内側に巻き込んでぷるぷるしている。なんぞや。

　隣となりの席なのに、タケノコの皮かってくらい幾いく重えもの壁かべを感じる。

　めちゃくちゃ綺き麗れいだけど、なんだかめちゃくちゃめんどくさい子だな……。
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　入学してから二週間ほど経たった。

　初対面のクラスメイトとも打ち解けてくると、教室内での自分の立ち位置もなんとなくわかってくる。

「それじゃあ、この問題がわかる人はいるか？」

　英語のグラマーの時間、やたらと綺き麗れいな女性の先生が生徒を見回す。伊い織おりは黒板に書かれた虫食いの英文を見つめ、ふむと頷うなずいて手を挙げた。

「お、佐さ久く間ま」

　肉にく食しよく獣じゆうを思わせる笑えみを浮うかべた先生に当てられ、座ったまま答える。

「よし、正解だ。佐さ久く間まはいいな。手を挙げるときに腕うでを直角にして控ひかえめアピールをしているのがあざとくてポイントが高い」

「着眼点おかしくないですか？」

　教室に笑いが起きる。この先生は伊い織おりのことを気に入っており、授業でみんなが眠ねむくなってきた頃ころに伊い織おりをイジってくる。伊い織おりとしてはみんなが笑ってくれるし眠ねむ気けもとれるしで大だい歓かん迎げいなのだが……。

（……今回も笑わないな）

　すっかりクラスでのお笑い担当になっている伊い織おりと先生のやりとりに、隣となりの楓かえでだけが、それこそただひとりだけ笑っていない。居い眠ねむりしていて聞いていないのならまだしも、楓かえでは習い事でもしているのかと思うほどきちんと背を伸のばして前を向いている。

──この二週間を通して、涼すず原はら楓かえでがどんな人なのかということが少しずつわかってきた。

　学校では同学年どころか先せん輩ぱいからも注目されるほどの美び貌ぼうを持っていること。

　その笑え顔がおを誰だれも見たことがないこと。

　伊い織おりは初めて楓かえでを見たときの、とつぜんの「にゃー」に衝しよう撃げきを受けたものの、それ以上にまったく笑わない……というか何より、自分が彼女を笑わせようとしてもその表情筋が微び動どうだにしないことが気になってしかたがなかった。

　楓かえでは一日に発する文字に制限があるのかと思うほど喋しやべらないが、その美しさに引き寄せられるように、彼女の周りには自然に人が集まる。楓かえでと唯ゆい一いつ気き兼がねなく接している美み鈴すずが上う手まく立ち回って場を回していた。

　楓かえでを囲む輪に初めは男子もまざっていたが、楓かえでのあまりのそっけなさにたやすく心が折れ、「楓かえでと美み鈴すずの戯たわむれを遠巻きに眺ながめる『男子』という生き物たち」という絵画のようになっていた。

（しかしなぁ……笑わないのはなぁ……）

　伊い織おりは人の笑え顔がおを見ることが好きだ。もっといえば、自分が笑わせたときの顔を見るのが最高に好きだ。

　だからこそ、すぐ隣となりにいながら難なん攻こう不ふ落らくの銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんタケノコ少女（長いし失礼）を何としても笑わせたい……という思いが、伊い織おりの中で日に日に膨ふくらんでいた。




　　　　　　　×　　×　　×




　昼休み。伊い織おりは教室で湊みなとを含ふくめ何人かの男友達と弁当を食べていた。この学校は昼休みにどこで食べてもいい。天気のいい日はグラウンドのベンチで食べている人もいた。

「…………」

　ふと生じた会話の隙すき間まで、伊い織おりは空席になっている楓かえでの席をちらりと見た。

「伊い織おり、また涼すず原はらさんのこと気にしてる」

　他の男子が昨日見た動画の感想を言い合っているなか、湊みなとが楽しげに笑った。

「……別に、ぜんぜん気にしてないっての」

「よっぽど好きなんだねぇ」

「あのな……俺はただひとり笑わない涼すず原はらさんが気になってるだけなんですー」

「拗すねた感じの言い方、いい感じに気持ち悪いね～」

「おい、いいのか？　泣くぞ？　いいのか？」

　湊みなとがくすりと笑う。

「鹿かの岡おかさんもいないけど、どこでご飯食べてるんだろうね」

「さあな。女子グループもいないから、みんなで食べてんだろうけど」

　いまだに見たことはないが、楓かえでと美み鈴すずはきっとお昼もいっしょなのだろう。

「涼すず原はらさん……びっくりするくらい笑わないよな」

「だね～。男子と話すのも見たことないよ。美み鈴すずさん経由の会話も、入学式の日に一回見たきりだし」

「あれ、そうなのか？」

「期待の光が目に宿ったね～」

「人の心を見み透すかすのやめてくんない？」

　同じ輪にいる男子たちが最近人気の同世代の動画配信者について熱く語り合っている。「俺のほうが前から知ってるから」「いや俺のほうが古参だし」と地じ獄ごくのようなマウンティング合戦をしていた。

「涼すず原はらさんってさ、授業中に当てられたときくらいしか声を聞けないでしょ？　だから、他のクラスの人とか先せん輩ぱいとかは、廊ろう下かで涼すず原はらさんを見かけると声が聞けないものかとこそこそ近付いたりするんだって」

「え、それすげぇ怖こわいんだけど」

「大だい丈じよ夫うぶ、鹿かの岡おかさんとその他女子グループがきっちり排はい除じよしてるらしいから」

「え、それすげぇ怖こわいんだけど」

　二回目の言葉のほうが心がこもっていた。

「綺き麗れいな上にミステリアスだからみんな気になるんだろうか……」

「鹿かの岡おかさんがそばにいるのも大きいんだろうね。女子との橋はし渡わたしというか」

「湊みなとって鹿かの岡おかさんのことよく見てるよな」

「瞬しゆん間かん的てきに握あく力りよくを百キロまで跳はね上あげて手の甲こうをつねろうか？」

「発想が怖こわすぎる！　ていうかそんなバフ使えんの!?」

　いつも通りの愉ゆ快かいなやりとりをしながら、伊い織おりはもういちど楓かえでの席をちらりと見た。




　　　　　　　×　　×　　×




　とある日の放課後、伊い織おりは担任の雑務の手伝いをしていた。

　プリントをホチキスで留めるだけの作業だが、先生とは普ふ段だんしないような世間話ができて思いのほか楽しかった。

「今日も残業だぜぇ……へへへ、たまんねぇなぁ……」

　遠い目をした担任の言葉に、伊い織おりは苦笑いしてサムズアップするしかなかった。

「湊みなとは……昇しよう降こう口ぐちにいるのか」

　トークアプリをちらりと見て確かく認にんする。伊い織おりは高校では部活に入らなかった。部活動への加入は強制ではないので、伊い織おりのように帰宅部になる生徒は相当数いる。

　同じく帰宅部である湊みなとのもとへ向かおうとしたところで、課題に必要な教科書を机に入れっぱなしにしていたことに気付く。

　職員室のある二階から階段を降り、一年生の教室へつながる廊ろう下かを歩く。放課後は部活のある生徒はすぐに向かうし、帰宅部の生徒もホームルームのあとに多少雑談をして早々に帰る。人がいなくなったことで春の廊ろう下かはしんと静まり返り、体感温度が何度か下がっているような気がした。

（あれ？　女子の声……？）

　突つき当あたりを曲がれば目的地につく……というところで、楽しげにはしゃぐ声が聞こえた。どうやら自分の教室で女子が話しているようだ。ドアを開けているのか、その声がよく通る。

（このまま入るのも微び妙みようだよな……）

　男子ならまだしも、まだまだ会話の少ない女子グループの中に躊ちゆう躇ちよなく入っていく勇気はない。なので、おそるおそる顔だけ覗のぞかせた。

　教室にいたのは、見慣れたふたり──楓かえでと美み鈴すずだった。

「楓かえでは可か愛わいいな～、うりうり～」

　美み鈴すずは楓かえでとふたりきりだからか、いつも以上にはしゃいでいた。はつらつとした可か愛わいらしさ。ひそかに人気があるのもうなずける。

　けれど、伊い織おりは視線を横にすべらせ、

「もう、美み鈴すずってば……からかわないでってば」

　お団子頭をぽんぽんと撫なでる楓かえでを見た瞬しゆん間かん、目を見開いた。

　普ふ段だんはまったくの無表情である楓かえでが──目を細め、口角を上げ、楽しげに、無む邪じや気きに笑っている。

　伊い織おりの心臓はたやすく撃うち抜ぬかれた。

（え、な、ええ？　そんな笑い方、すんの？　え、えぇぇ……？）

　美み鈴すずの笑えみは人ひと懐なつっこい小動物を思わせる。

　対して楓かえでは、寒さの厳しい冬を乗のり越こえ、雪の解けた野原にぴょこりと咲さいた小さな花のようだった。

　綺き麗れいだった。

　背景の教室が一気に遠くなる。

　楓かえでと美み鈴すずしか見えなくなる。

　やがて楓かえでしか見えなくなる。

　視界が、思考が、根こそぎ彼女に……楓かえでに集中した。

　美み鈴すずの笑え顔がおとちがって、もう少し遠くから見たら笑っていることに気付かないかもしれないくらいの、わずかな表情の変化。

　けれどそこに、親友と呼べるであろう美み鈴すずとの仲の良さや信しん頼らい関係が見て取れる。本当に美み鈴すずのことを慕したってるんだな、とわかる笑え顔がお。

　情報量が多すぎた。

　楓かえでが浮うかべた微び笑しようは伊い織おりを射い抜ぬき、その脳内にあまりに多くの感情が氾はん濫らんした。

　脳のう裏りにしっかりと焼き付いた笑え顔がおは、これから先しばらく色あせることがないと直感した。

「……あれ？　佐さ久く間まくん？　どしたのー？」

　美み鈴すずの声にハッとする。気付けば教室の入口で棒立ちになっていた。

「……え……っ」

　楽しげに笑っていた楓かえでが目を見開き、顔を真っ赤にして、瞬しゆ時んじに口元を手で隠かくす。そして高速で美み鈴すずの後ろに隠かくれた。美み鈴すずは苦笑いを浮うかべている。

「…………」

　楓かえでが美み鈴すずの肩かた口ぐちからひょこりと顔を出し、無言で睨にらんでくる。美人が怒おこると怖こわい、というどこかで聞いた言葉を生まれて初めて実感した。仕草だけ見れば森でひょっこり姿を現すリスみたいで和なごむのに。いや、顔立ちが顔立ちなので妖よう精せいといったほうが適切か……などと考えているあいだも伊い織おりのことを睨にらむ睨にらむ。あわよくば視線だけで心臓を止め、己おのれの笑え顔がおの目もく撃げき者しやを消そうとしているのではと思うほど。

「パ……」

　楓かえでがぽそりと、消え入るような声でつぶやいた。

「ん？　……パ？」

　伊い織おりが首をかしげると、

「パパラッチ……っ」

「……は、はぁ!?　なんでだよ!?」

　思わず大きな声を出すと、楓かえではふたたび美み鈴すずの背後に隠かくれてしまった。楓かえでのほうが背が高いのであちこちがはみ出ている。

「楓かえでがごめんねー。忘れ物でもしたの？」

「え？　あ、ああ、うん。……ちょっと失礼しまーす」

　伊い織おりが席に近付くと、伊い織おりから決して顔が見えないように楓かえでがすすすと移動する。桜の木を中心にしてくるくる回る彼女と猫ねこの姿を思い出した。




　教室を出て、廊ろう下かをひとり歩く。

　静かな場所だからこそわかる。自分の鼓こ動どうがうるさいくらいに高鳴っていることを。

「……いやいやいや、あれは……反則だろ……」

　ふだん笑わない子が不意に見せる笑え顔がお。なるほど、よくわかる。

　漫まん画がでも小説でもアニメでも見たことがあったし、冷静に先ほどの状じよう況きようを振ふり返かえっても、激しく動どう揺ようするのはよくわかる。

　……などと分ぶん析せきするのが馬鹿らしくなるくらい、楓かえでの笑えみは強きよう烈れつだった。

　笑え顔がおは人の表情の中で一番素す敵てきな表情だ、と伊い織おりは思う。それにしてもあの笑え顔がおは……あの笑え顔がおはずるい……などとひたすら脳内で反はん芻すうしているうちに、廊ろう下かの突つき当あたりのドアにおでこをぶつけた。

「いったぁ……あ、やば」

　ぶつかったのは美術室で、中にいる美術部員らしき人たちの「なんだ今の音？」「確かく認にんしてきますね」といった声が聞こえる。

　おでこをさすって慌あわてて逃にげながらも考える。

　楓かえでのことは、ついさっきまでは「綺き麗れいだけどめんどくさい子」と思っていた。

　けれど今は……どうしようもないほど、魅み力りよく的てきに思っている。

　あの子を笑わせたい。あの子の笑え顔がおをもういちど、いや、何度でも見たい。

（うわー……俺、うわー……）

　顔がどんどん熱くなっていく。

　佐さ久く間ま伊い織おりは、涼すず原はら楓かえでに──惚ほれていた。
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　翌日、早めに教室についてやたらめったらそわそわしている伊い織おりを見て、湊みなとが「うわー」と気の抜ぬけた声で引いた。

「伊い織おり、昨日からずっと気持ちわる……変だよ？」

「ほぼぜんぶいったよな今？　泣きそうなんだけど」

　湊みなとの罵ののしりは、なんというか笑え顔がおのままナイフでさっくり刺さしてくるような切れ味がある。四代くらい前は殺し屋だったのでは。

　友人のなじりによるダメージに悶もだえていると、楓かえでと美み鈴すずがやってきた。

「お、おはよう」

　ためらいながらも挨あい拶さつをする。昨日までなら会え釈しやくをしてくれていたが──楓かえでは目を細め、まるでごみを見るような目で伊い織おりをコンマ数秒だけ睨にらみ、すぐに顔をそむけてしまった。

（え、キっつぅぅ……）

　惚ほれた直後に全力で嫌きらわれるとはこれいかに。伊い織おりと楓かえでそれぞれに対する好感度の総量が決められていて、秤はかりのようにバランスをとっているのだろうか。

「（ごめんねー！）」

　美み鈴すずが両手を合わせて苦笑いをしている。ちろりと出した舌が可か愛わいらしいが、今は楓かえでに全力で避さけられていることがただただつらい。

　ショートホームルーム前からこの世の終わりのような顔をしていると、湊みなとがやけににこにこしていることに気付いた。

「……なんだよ？」

「いや～、青春だなって思って」

「ああん？」

「伊い織おりってたまにヤンキーみたいな怒おこり方かたするよね～」

　湊みなとの隣となりの美み鈴すずがぷふっと噴ふき出だす。

　ちらりと隣となりを見やったが、楓かえでは一限の数学の教科書とノートを取り出していて、こちらの会話を一いつ切さい聞いている様子がなかった。

（つらい）

　窓から見える穏おだやかな景色を眺ながめながら、辞世の句でも作ろうかしらと真面目に思った。








Interlude






「楓かえで、さすがにちょっと冷たすぎない？」

　移動教室で廊ろう下かを歩いていると、美み鈴すずに二にの腕うでをつつかれた。美み鈴すずの視線はふたりの前を歩く伊い織おりにちらちらと向けられている。美み鈴すずの困ったような、呆あきれたような笑えみはどうも納なつ得とくがいかない。

「パパラッチにかける慈じ悲ひなどない」

「めちゃくちゃキリッとしちゃったよ……」

　ばっさり切り捨てたものの、美み鈴すずのツッコミにじわりとツボが刺し激げきされる。

「…………」

　顔をそむけたが遅おそかった。

「よーし笑ってる笑ってる！　楓かえでは今日も可か愛わいいな～」

「あ、ちょ、やめっ、もう……っ」

　美み鈴すずが頭をわしゃわしゃと撫なでてくる。大型犬か何かだと思っているのだろうか。そんなふたりのやりとりに生温かい視線が集まり、楓かえでの顔が熱くなる。

（あの対応は妥だ当とう。妥だ当とうだから……）

　なおも頭を撫なでてくる美み鈴すずの頰ほおを挟はさんで動きを止め、自分に言い聞かせながら廊ろう下かをずんずん突つき進すすんだ。







[image: 第二章　惚れたけど距離が遠すぎる]

　楓かえでから避さけられているにも関わらず、むしろ避さけられているからこそ、伊い織おりの彼女に対する恋れん慕ぼの情は膨ふくらむ一方だった。

　楓かえでの笑え顔がおは脳のう裏りに刻み込まれ、家にいようと学校にいようと幾いく度どとなく脳内再生された。おかげで授業にも身が入らない。

　惚ほれる前と後では、楓かえでに対する認にん識しきが明らかに変わっていた。些さ細さいな仕草にも見み惚とれるようになった。

　楓かえでは姿勢がよく、猫ねこ背ぜという言葉を知らないかのように常に背すじがぴんと伸のびている。そのうえ指が長く、ただ板書をとる姿でさえ様になっている。

　現代文のときの縦書きも、数学のときの数式を書くところも綺き麗れいだが、中でも英語をするすると書くときのなめらかな動きが好きだった。もちろんじろじろ覗のぞくのは気持ちが悪いと重々承知しているので、これらの観察は基本的にほんの数秒ずつしか行なっていない。それでも湊みなとに言えば十分気持ち悪がられるだろうが、綺き麗れいなものは綺き麗れいなんだから仕方がない。

「よし、じゃあこの問題がわかるやつ……と見せかけて、佐さ久く間ま」

「ふぁぃぇお!?」

　自分でも聞いたことのない声をあげ、必要もないのに立ち上がってしまった。昼休み直後の倦けん怠たい感かんが吹ふき飛とぶほどの笑いが起きる。

「どうした佐さ久く間ま？　私はただ、ぼーっとしている君を指名しただけだぞ？」

　英語のグラマーの先生がにこにこしている。いつも伊い織おりをイジるときよりも明らかに楽しそうだ。この人ぜったいドＳだ、ぜったい。

「うぐ……す、すみません……っ」

「謝らなくていいさ。この問題を答えさえすれば何も問題はない。答えられない場合は何かしらひどい仕打ちをするぞ」

「後半でキラキラ笑え顔がおになるのやめてくれません？」

　教室がさらに笑いに包まれた。

「せんせー。このご時世にひどい仕打ちをする、とか言わないほうがいいと思いまーす」

　最前列の男子が手を挙げ、笑いながら言う。先生はあごに親指を添そえて「ふむ」と頷うなずくと、

「じゃあ、体育の時間だけ常に右ひざに不ふ穏おんな痛みが発生する呪のろいをかけようか」

「思春期男子がのびのびと遊ぶ場を奪うばわないで！」

　伊い織おりのツッコミに教室がさらに沸わく。何人かは笑いすぎて涙なみだ目めになっていた。

（よし、これなら……って、うーわ……）

　いつも以上の手応え。これならば楓かえでも笑うのではと思ったが、甘かった。楓かえでは伊い織おりのことをじつに怪け訝げんそうな目で見つめていた。というよりも睨にらんでいた。前世から恨うらみが積もり積もっているかのように。

（どうしたもんかなぁ……）

　心の中で嘆たん息そくしながら腰こしを下ろしかけると、

「いや、笑いをとったことでお役目終了みたいな顔をするなよ？」

「あ、マジですみません」

　もうひと笑いを起こし、案の定答えもわからなかった。

　授業のあと、英語の先生は伊い織おりの肩かたをぽんと叩たたき、

「教室の空気をよくしてくれるのはありがたいが、もう少し真面目に授業を聞くように」

「す、すみません……」

　伊い織おりはただただかしこまるばかりだった。
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「なあ、湊みなと」

「ん～？　なに？」

　昼休み。

　湊みなとをグラウンドのベンチに連れ出した伊い織おりは、弁当を食べながら相談を切り出した。楓かえでに惚ほれたことは直接言わず、迂う遠えんな言い回しを使っていたのだが、

「なるほどね～、好きで好きでしょうがない涼すず原はらさんに避さけられっぱなしはつらい、ってことか」

「なあ、なんでいっちばん俺が恥はずかしくなる言い方を選んだの？　死にそうなんだけど」

「伊い織おりの死因の欄らんが楽しいことになりそうだよね。『死因：羞しゆ恥うち性せい心しん筋きん梗こう塞そく。通つう称しよう：恥はずか死し』みたいな」

「通つう称しようがポップすぎるだろ」

　こほん、と咳せき払ばらいをして表情を引ひき締しめる。

「涼すず原はらさんって、もともと男子とぜんぜん話さないだろ？」

「そうだね、だからこの場合はゆっくり……」

「だから、大だい胆たんに動いたほうがいいかなって」

「ん？」

　湊みなとが、糸のように目を細めた笑えみを浮うかべたまま首をかしげる。グラウンドで遊ぶ男子の掛かけ声ごえが急に大きく聞こえた。反応に違い和わ感かんを覚えつつも伊い織おりが続ける。

「いっそ、勇気を出して告コクったほうがいいんじゃないかって」

「ん？」

　湊みなとがまったく同じ表情のまま、首をさらにかしげた。ちょっと怖こわい。

「いや、だから。この気まずい状じよう況きようを打破するためにも、まず俺の好意をちゃんと伝えてだな……」

「伊い織おり、寝ねぼけてる？」

　糸みたいな目が開いた。怖こわさが増している。

「真面目だっての。こういうのは早いに越こしたことはないよな。とりあえず今日の放課後にでも涼すず原はらさんを呼び出して……」

「伊い織おり、寝ねぼけてる？」

　目がさらに開く。怖こわい。口角が上がっているのに、目がまったく笑っていない。

「み、湊みなと……？　顔がすげぇ怖こわいんだけど……？」

「伊い織おり。今の発言に対する僕のコメントだけど……」

　湊みなとがトークアプリで文字を打ち、伊い織おりに送る。ぽこん、という通知音が鳴った。

　画面を開く。

『ＴＡ☆ＷＡ☆ＧО☆ＴО☆』

　戯たわ言ごと……。

　ものすごく手短で、なおかつ愉ゆ快かいに罵ののしられた。

「昼休みももう終わりそうだから、歩きながら話そうか」

「お、おう、わかった」

　にこにこ笑え顔がおはそのままなのに、依い然ぜんとして怖こわい。人って表情を変えることで感情を表すんじゃなかっただろうか。

　昇しよう降こう口ぐちで靴くつを履はき替かえ、廊ろう下かをゆっくり歩く。

「伊い織おり。好きになったら……その人のことを大事に思うなら、紳しん士し的てきにアプローチしないとだよ？」

　湊みなとが立てた人差し指をくるくると回す。「普ふ通つうに考えてみなよ。自分が思いっきり避さけてた男子が急に呼び出してきて、猪いのししみたいに鼻息を荒あららげて『むふぉぉぉ……お、おれ、おれとぉ……付き合っておくれよぉぉぉ……っ』って言ってきたらどう思う？　ただの事案だよ、事案」

「なあ、そいつもはや人間じゃないよな？」

　穏おだやかな笑えみからは到とう底てい想像もつかない声が出た。

　冗じよう談だんをまじえながらではあるが、湊みなとの言うことはよくわかった。

「まずは涼すず原はらさんの、俺に対する警けい戒かい心しんを解くところから始めないとな……」

「そうそう。焦あせらずに焦あせらずに。男子とぜんぜん話さないっていうのはチャンスでもあるんだから」

「湊みなと……どんだけ経験積んでるんだ？　それとも何回か人生やり直してる？」

「転生経験はないかなー。耳年増なだけだよ」

　教室に戻もどり、席につく。

「ねえねえ小お野の寺でらくん。佐さ久く間まくんとどこ行ってたの？」

「グラウンドでご飯を食べてたんだよ」

　美み鈴すずが楽しげに湊みなとに話しかけている。ふたりはこんなに仲が良かっただろうか。なんとなくではあるが、ふたりが目を合わせている時間も長い気がする。

　ちらりと隣となりを見やると、楓かえでと目が合った。

　ものすごい勢いで顔をそむけられた。磁石の同じ極を全力で近づけたのかと思うほどに。

　毛先があごの辺りまである銀の髪かみがはらりと揺ゆれて束に戻もどる。

「…………」

　前を見る。湊みなとと美み鈴すずが和なごやかに話し続けている。

　格差という言葉は、経済格差などの大きな括くくりで聞くことが多いが……伊い織おりは前列と自分の列で、あまりにも明確な格差を感じた。
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　とある日の夜。

　伊い織おりは、妹のひよりと夕飯を食べていた。

「うーん、お兄の料理はこの大おお雑ざつ把ぱな味付けがたまんない！」

「毎回言うけど、それ褒ほめられてる気にぜんぜんなんないからな？」

　肉と野菜を嚙かみ締しめたひよりが幸せそうに目を細める。本人的には褒ほめているんだろう。

　両親ともに仕事で忙いそがしくて家を空けることが多く、兄妹きようだいそろって小さいときから動画アプリで料理チャンネルを見て作っていた。

「お兄。お休みの日でいいからさ、新しいお料理作ってよ。あたしも作るから」

　ひよりとは見ているチャンネルの傾けい向こうがちがい、伊い織おりは男飯と呼ばれるジャンルを好んでいる。妹はそんな兄の豪ごう快かいな料理が好きで、華きや奢しやな身体からは想像もつかない量をぱくぱくたいらげてしまう。

「はいよ。んじゃあ買い出しに行かないとな」

「やたっ。楽しみー♪」

　にぱっ、とひまわりが咲さいたような笑えみ。ひよりはひとつ下の現在中学三年生だが、兄離れはまだ先のようだ。幼い頃ころから伊い織おりがつきっきりで面倒を見ていたので、ひよりのちょっとしたおねだりはいくらでも聞いてしまう。その点を考えると、伊い織おりも妹離れができていないのかもしれない。

　再生リストに入れた動画でまだチェックしていないものがあったので、今度はその動画を参考にして料理を作ろうか……と思っているときに、ふと。

（涼すず原はらさんは……どれくらい食べるんだろう？）

　脳のう裏りに楓かえでの顔が浮うかんだ。あの日の笑え顔がおが真っ先に浮うかんだあと、それを埋うめるように最近の冷たい表情がいくつもいくつも雪崩なだれのごとく浮うかんでくる。つらい。

（パンを買ってるのは見たことあるけど）

　購こう買ばいの前を通りかかったとき、美み鈴すずとふたりでパンを買っているところを見かけた。生徒が押し寄せて美み鈴すずが「むぎゅぅ……」と唸うなるなか、楓かえでがするすると人の波をすり抜ぬけて美み鈴すずの分までパンを買っていた。

　伊い織おりはその一部始終を見ていたが、そのときも楓かえでと目が合い、案の定尋じん常じようでないほどのしかめっ面つらをされた。昼休みに心が折られるとは思わなかった。

「お兄、さっきからぽーっとしたり絶望したり、忙いそがしいね」

「……そんなこたあない」

　お茶を口に含ふくみ、

「恋こい？」

　全力でむせた。

　噴ふき出だす寸前に皿の置かれていないほうに顔を向けた自分、グッジョブ。

「お前な……」

　げほげほと咳せき込こみながら妹を睨にらむ。当の本人はけらけらと楽しげに笑っていた。

「でも、そっかそっかー、お兄もそんなお年とし頃ごろかー」

　ひよりがテーブルに両ひじをつき、手のひらにあごを乗せる。シュシュでまとめたポニーテールをぴっこぴっこと楽しげに揺ゆらす仕草は、可か愛わいらしいと同時にちょっと腹が立つ。

「年上なんだけどなぁ……」

「え!?　先生なの!?」

「そこはまず『先せん輩ぱいなの!?』だろ！　ていうか今のは俺がお前より年上だって意味！」

「知ってるけど」

「ボケといて自分から引くのやめて？」

　立ち上がり、楽しげに笑う妹の頭をくしゃくしゃと撫なで、食器を重ねてシンクに運ぶ。ひよりは何も言わずとも隣となりに立ち、布ふ巾きんを用意している。

「お兄、知ってる？　女子の精神年齢は実年齢のふたつ上で、男子は実年齢のふたつ下なんだって」

「ふーん？」

　伊い織おりが食器を洗い、ひよりがそれを拭ふく。

　視線で続きを促うながすと、妹はなぜか得意げに笑った。

「すなわち……あたしの精神年齢はお兄よりみっつ上なのです！　どやぁ！」

「ふーん、すごく驚おどろいたー」

「ちょっと棒読みすぎない？　泣きそうなんだけど」

　お互たがい食器を手に持っていない絶ぜつ妙みようなタイミングで、ふくらはぎにローキックを食らわせてくる。ダメージが残りそうなちゃんとしたローキックだ。

「ふみゃー」

　洗い物を終えて手を拭ふいたところで、天使の鳴き声が聞こえた。

「コタロー、どうした？」

　マンチカンのコタローがちょこちょことやってきて、つぶらな瞳ひとみで兄妹きようだいを見あげる。この時点でもう骨ほね抜ぬきだ。ふたりそろってしゃがみ、ちっちゃな頭を交こう互ごに撫なでる。

「みゃー」

　気持ち良さそうに目を細めたコタローがひょいと立ち上がり伊い織おりとひよりを交こう互ごに見つめる。心持ち自じ慢まんげな顔。可か愛わいすぎて崩くずれ落おちそうになる。

「お水だね～？　待っててね～？」

　頰ほおのゆるみきったひよりが立ち上がる。コタローはいったん脚あしを下ろして伊い織おりに近付き、ふたたびにょいっと立ち上がって見つめてきた。可か愛わいさで殺す気らしい。我が家のマスコットは今日も破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんだ。

　コタローは昨年佐さ久く間ま家けにやってきて以来毎日のように可か愛わいさの猛もう威いを振ふるっている。父は「コタローは我が家のアイドルだなぁ……。あ、俺のアイドルは、というか女め神がみは母さんだからね？」と総入れ歯になりそうなことをつぶやき、伊い織おりとひよりに冷たい目を向けられていた。ちなみに母は普ふ通つうに照れていた。

「コタローは可か愛わいいなぁ……」

　しっぽの付け根をぽんぽんと撫なでながら、ふと入学式の日を思い出す。

　あのとき楓かえでは猫ねこを避さけているようだった。けれど本当に嫌きらいなら、さっさとその場を後にすればいい。なのに彼女は猫ねこを見つめながらも距きよ離りをとるという矛む盾じゆんした行動をとっていた。

（本当は好きなのかな……ん？）

　楓かえでのことを考えつつ、あのときの猫ねこも可か愛わいかったな……などと思っていると、コタローがあぐらをかいた伊い織おりの脚あしの上に乗って丸まった。まるで「他の猫ねこのことを考えるんじゃありません」とでもいわんばかりの顔で見つめてくる。

「コタロー、お水だよはぁぁんかわいい！」

　ちっちゃく丸まったコタローを見るなり、ひよりが口を手で押さえて「ふぐぅ……っ」と変なうめき声を漏もらした。
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「涼すず原はらさんって色々とすげぇよなぁ」

　とある日の放課後。

　伊い織おりがクラスメイトの男子と雑談していると、そのうちのひとりがぽつりとつぶやいた。

「うんうん」

「わかるわかる」

　他の男子も次々と頷うなずき、伊い織おりも曖あい昧まいに頷うなずく。本当は発言した男子の肩かたをがっちりつかんで楓かえでの魅み力りよくをプレゼンしたいくらいなのだが、それをするとまだ九割九分残っている学校生活がハードモードになるのでやめておく。

（みんなは涼すず原はらさんの笑え顔がおを知らないわけだよな……）

　パパラッチと呼ばれたことも、現在進行形で塩どころではない対応を受けていることもいったん忘れて優ゆう越えつ感かんに浸ひたっていると、

「なんかさ、あまりにも目立ちすぎるから話しかけづらいっていうか」

（……ん？）

「わかるわかる。あの見た目でほとんど喋しやべらないとなると、近寄りがたいにも程ほどがあるよなー」

「……そうか？」

　伊い織おりのつぶやきに男子たちがきょとんとして、それから小さな笑いが起こる。

「佐さ久く間まはそういうの気にしないかー」

「クラスの誰だれとでも話すもんな、佐さ久く間まって。ぬるぬるーって感じで」

「その擬ぎ音おんのチョイスはおかしいだろ」

　伊い織おりは男子のひとりを小こ突づいて笑いながらも、先ほどの発言の真意が気になっていた。

「やっぱさ、銀ぎん髪ぱつに青い目っていうのは、なかなかこう……なあ？」

「うんうん、めちゃくちゃ綺き麗れいだけど、映画でも見てるような気分になるんだよな」

「大学に入って留学生を見るようになったらもうちょっと慣れそうだけど、公立の小中学校に通っていきなりあんな人を見たらビビるビビる」

「……なるほどなぁ」

　男子たちの発言には棘とげはなかった。単純に、ごくごく単純に、「未知なるものに対する躊ちゆう躇ちよ」があるだけだ。

「佐さ久く間まはその点すげぇよな。普ふ通つうに話しかけてるし」

「ものすごい勢いでシカトされてるみたいだけど」

「なんで知ってんだよ!?」

　恥はずかしいところを見られていたらしい。

「「「みんな知ってるけど」」」

「恥はずか死しにそう」

　男子たちの口をそろえての言葉に天てん井じようを仰あおいだ。

「佐さ久く間まって涼すず原はらさんに対して近寄りがたいな～とか思わないのか？」

「う～ん……」

　腕うでを組んで考え込む。今話している男子たちとは、同じような場所で育ち、同じようなものを食べ、同じようなものを見てきているはずだ。なのにこうした考え方のちがいがあるのは面おも白しろい。

「……うちさ、両親の教育方針が自由気まますぎるんだよな。放任、ってわけじゃないんだけど、デバイスにアプリをありったけ入れて、家にある本もいつでも読んでいいって言って、『あとはお好きにどうぞ』って感じなんだよ」

「なんだそれ、すげぇ羨うらやましいな……」

「それで、小さい頃ころから月額制読み放題の電子書しよ籍せきを読みまくってたし、動画も適当に漁あさってたら外国人の動画も観みるようになって。色んな考えに触ふれてるうちに……『色んな人がいて当たり前』っていう感覚ができたのかも。だから、涼すず原はらさんに対しても、単純に『銀ぎん髪ぱつの綺き麗れいで可か愛わいい人』ってくらいの意識しか持ってないんだよな」

「「「……………………」」」

　男子たちが目を見開いて伊い織おりを見つめ、

「すばらしい」

「うむ、すばらしい」

「急にどうしたんだよ!?」

　なぜか拍はく手しゆを始めた。

「いや、すげぇな佐さ久く間ま……」

「人類がみんなお前みたいだったら戦争も起こらねえよな……」

「まあ、涼すず原はらさんのことを『可か愛わいい』って言ってるあたりを掘ほり下さげたくなるけど」

「それじゃあまた明日」

「「「待てや」」」

　称しよう賛さんの流れからとつぜん詰きつ問もんタイムが始まりそうになり、伊い織おりは荷物をまとめて超ちよう速そくで逃にげた。
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「はぁ、はぁぁ……あいつら、今日は体育がなかったからって全力で追いかけやがって……っ」

　男子たちは結局、一階を三周したところでようやくまくことができた。さんざん伊い織おりを追いかけておいて、いつの間にか帰っていた。ヤツらには何かしらの仕返しをしたい。

　開け放たれた窓からは、野球部や陸上部、グラウンドホッケー部が活動している声が聞こえてくる。吹き込む風が温かく、思わず目を細めた。

（俺の考え方って、みんなとちがうのか）

　先ほどの会話を思い出す。

　楓かえでの銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんという見た目に対して、男子たちは明らかに気おくれしていた。その気持ちはわかる。わかるけれど、伊い織おりは楓かえでの美しさに対してのみ気おくれしているのに対し、男子たちは楓かえでの美しさに加え、髪かみと瞳ひとみの色にも気おくれしていた。

　伊い織おりの考えに対する男子たちの反応は好意的だったけれど、楓かえでのような個性的な見た目を受け入れがたい人もいる。

　見た目がちがえば「そういう人もいるよなぁ」と思い、考えがちがっても同じく「そういう人もいるよなぁ」と思う。それくらいフラットなほうが、色々な物事に興味を持ち、魅み力りよくを感じられると思うのだが……。

　現に伊い織おりはきっと、クラスメイトの他の誰だれよりも楓かえでに惹ひかれて──

「……だめだ、急に恥はずかしくなってきた」

　銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がん死海対応（塩対応の上位互ご換かん）の少女のことを思おもい浮うかべ、伊い織おりはぶんぶんと頭を振ふった。

　今日は用事もないし、さっさと帰るか……と思っていると。

「あれ、誰だれかいる……？」

　屋上に続く階段に誰だれかが座っている。ふたりいるな、どうやら女子だな……と思ったところで、銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの見慣れた女の子が、これまた見慣れたお団子頭の少女に後ろから抱だきつき、頭にあごを乗せ、むふーと満足げに鼻息をついていた。
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　崩くずれ落おち、リノリウムの床ゆかにひざを強打した。

　楓かえでと美み鈴すずがびくーんと飛とび跳はね、それから伊い織おりの存在に気付く。

「ぐおぉぉ……ご、ごめん……っ」

　楓かえでと目が合った。目をぱちくりとさせ、それから射殺すように細める。

　美み鈴すずの後ろに顔を隠かくし、目だけを覗のぞかせると、

「……ドウシタノ？」

　一応心配していますが、というスタンスをとっているが、「何してんのお前（軽けい蔑べつ）？」という副音声が聞こえる気がしてならない。

「佐さ久く間まくん、だいじょうぶー？」

　美み鈴すずが苦笑いして、楓かえでの頭をぽんぽんと撫なでる。

「ええっと、涼すず原はらさん、その……」

「覗のぞき魔ま、パパラッチ、パパラッチ再犯……」

「ちょっと待ってちょっと待って!?」

　ぽつぽつとつぶやく言葉が物ぶつ騒そうすぎる。刑けい法ほうはぜんぜん知らないが、なんだか一発で実じつ刑けい判決がくだりそうな罪状だ。パパラッチが罪なのかは知らないけども。

　立ち上がってひざを払はらったものの、気まずいにも程ほどがある。

　どうしたものか……と思っていると、美み鈴すずがにこりと微ほほ笑えんでくれた。ＴＨＥ・仲ちゆう介かい人にんといった笑え顔がお。どういう笑え顔がおだそれは。

「佐さ久く間まくん、とりあえず今は……ね？　わたしもちょっと頑がん張ばってみるから」

「あ、ああ。わかった、ありがとう……？」

　頑がん張ばってみるとはどういう行動を指すのか……？　と首をかしげつつも、とりあえずその場を後にする。

　曲がり角を曲がるまで、氷こおり漬づけのピックをぐりぐりと刺さすような視線を背中にひたすら感じていた。








Interlude






　伊い織おりが立ち去ったあと、鹿かの岡おか美み鈴すずは楓かえでの頭をぽんぽんと撫なでた。

「楓かえで。そろそろ許してあげたら？　三回とも、佐さ久く間まくんはたまたまその場に居合わせただけでしょ？」

　入学式の日の通学路、それと楓かえでの笑え顔がおを目もく撃げきしたと思われる放課後、そして今。

　他のクラスメイトが……それどころか美み鈴すず以外の女友達でさえ見たことのない、楓かえでの無防備な一面。

「……べつに、許してないわけじゃないから……」

「あの態度で許してるんだったら、許してないときはいったいどうしてんのさ……」

「……襲おそいかかる？」

「思ったより野や蛮ばんだった！」

　けらけらと笑う。楓かえでは頰ほおをぷっくりと膨ふくらませ、気持ちの行き場を求めるかのように美み鈴すずのお団子頭を両手で慎しん重ちように撫なでている。ろくろを回してるみたいだ。

「ていうか……覗のぞき……パパラ……あの人だって、毎回じろじろ見てるから。あれはどうかと思うんだけど」

「呼び方……。まあね～……」

　楓かえでの言い分もわかるが、これまでの現場を思い返すと、美み鈴すずとしては致いたしかたないと思ってしまう。

　猫ねこから離はなれたくないと思いつつも近づけないでパニクる姿。

　気を許したごく一部の人──それこそ、家族や自分にしか見せない笑え顔がお。

　それから、無防備にじゃれつく姿。

　そのどれもが、同性でなおかつ幼おさな馴な染じみといえる自分でさえ可か愛わいいと思うほどの破は壊かい力りよくを持っているのだ。思春期男子にはたまるまい。ふふん。

　こほん、と咳せき払ばらい。

　楓かえでを正面から見つめる。降りしきる雪を連想させる銀ぎん髪ぱつ。凪ないだ海を思わせる碧へき眼がん。日の光を知らないかのような白い肌はだ。本当に綺き麗れいだなー、と改めて思ったところで。

「それにしてもさ、もうちょっと反応してあげてもよくない？　佐さ久く間まくんが何言っても、楓かえでってばそっぽ向いちゃうでしょ？　そのたんびに佐さ久く間まくん、泣きそうになってるよ？」

　楓かえでが目を見開く。人形のような顔がとたんに生気を帯びたような、あるいは魂たましいが込められたかのように見える。

「え……っ。ほ、ほんとに……っ？」

　どうやら気付いていなかったらしい。こうやって伊い織おりに気き遣づかうあたり、楓かえでも伊い織おりのことを嫌きらいになりきれていないのだろう。というか嫌きらいではないのだろう。

「動どう揺ようしてる楓かえでも可愛いなーうりうり～」

「ちょ、やめ、わしゃわしゃしないで……っ」

　銀ぎん髪ぱつを撫なでてじゃれ合う。窓から差し込む光を反射する髪かみの毛けは、山奥の清流みたいに指の隙すき間まからこぼれ落ちる。小さいときから知り合ってなかったら、他のクラスメイトと同じように気おくれしていたかもしれない。

「……楓かえでが笑ってるとこを見られたのは不覚だったけどさ。誰だれにも言ってないみたいだし、そろそろ無視はやめてもいいんじゃない？」

「……なんか、私がいじめてるみたいなんだけど……」

　尖とがらせた唇くちびるをつまんでみた。楓かえでは振ふり払はらいもせず、納なつ得とくしていない顔で見つめてくる。可愛いなこやつは。

「なるほどなるほど？　ええと、『冷たい目で睨にらみつける』『話しかけられても無視をする』……」

「や、やめて、そこだけ切り取るとほんといじめみたいだから……っ」

「ふぶぶぶぶ……っ!?　ちょ、顔を撫なでるのはやめんかー！」

　謎なぞの対たい抗こう策さくだった。両手で顔を撫なでられて変な声が出てしまった。

「まあ、今のは冗じよう談だん……でもないんだけど」

「う、うん……実際やってたことだし……」

「あ、ちょ、そんな凹へこまなくてもいいから。ね？」

　予想以上に落ち込む様子に慌あわてる。

──人を傷つけ慣れている人などそうそういないだろうが、楓かえでは傷つくときの痛みを、きっと人よりもたくさん知っている。美み鈴すずはすべて知っているわけではないけれど、それでもたくさん、この子が傷を負うところを見てきた。だからこそ楓かえでは、自分が人を傷つけていたと気付くと、こうも落ち込んでしまうのだろう。

「まあまあ、明日楓かえでから挨あい拶さつしてさ、一言謝ればいいんじゃない？」

「え……難易度高い……休もうかな」

「おうこらええ度胸しとるやないかわれぇ」

「ふぶぶぶ……ちょ、顔撫なでるのやめてぇ……」

　両手で綺き麗れいな顔を撫なでさすると、楓かえではなぜか両りよう腕うでをロボットみたいに動かした。

　今日も親友が可か愛わいい。
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「おはよう」

　翌朝のこと。

　隣となりの席についた楓かえでが発した挨あい拶さつに、伊い織おりは身体の動きと思考を綺き麗れいに停止させた。

「……へ……っ？」

　塩対応を通とおり越こした死海対応がしばらく続いていた中での、とつぜんの挨あい拶さつ。それどころか、今まではぜったいに伊い織おりから挨あい拶さつしていたし、楓かえでは挨あい拶さつではなく会え釈しやくでしか返さなかった。階段を三段くらい飛ばしている。小学生がはしゃいで転げ落ちて大泣きするやつだ。いや、落ち着け、俺。

「お、おは、よう……っ」

　楓かえでの声は伊い織おりにしか聞こえないほど小さなものだった。周りに怪あやしまれないようにそろりそろりと挨あい拶さつを返す。

　なんだこの幸運は……帰り道で雷かみなりに打たれるくらいしないと帳ちよう尻じりが合わないぞ……と真面目に考えていると、楓かえでが薄うすい唇くちびるをもにょもにょさせていることに気付いた。

「えっと……どうしたの？」

「…………」

　楓かえではなにか言いたそうな顔でこっちを見ている。可か愛わいい。いや、そうじゃなくて。

　辛しん抱ぼう強づよく待っていると、楓かえでがほんのわずかに口を開いた。

「……その、今まで、ごめん」
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「へぇぇぇ……っ？」

　まったく予想していなかった言葉に、間ま抜ぬけ極きわまる声をあげてしまう。

　まさかあの死海（以下略）の楓かえでが謝るなんて──

「いくら度たび重かさなる覗のぞき行こう為いをしたからって、さすがに私もやりすぎたなって」

「その前置きって要いる？」

　安心しきっていたら後ろから刺さされた心ここ地ちだった。

　それでも楓かえでは両手の指を絡からめ、唇くちびるをにゅっと尖とがらせて、ちらちらこちらを見つめてくる。

（まずい、死ぬ）

　美み鈴すずにじゃれついたり笑えみを浮うかべるのとはちがい、この控ひかえめな仕草は自分に向けられている。心臓が破は裂れつしそうだ。

「……はい、よくできましたー」

　前に座っていた美み鈴すずが椅い子すごと後ろを向き、ぱちぱちと拍はく手しゆをする。伊い織おりも楓かえでも呆あつ気けにとられてしまった。

「というわけで、今日からは楓かえでの対応ももうちょっとマシになると思うからね！」

「あー……その、めちゃくちゃありがとう」

「いいってことよー」

　美み鈴すずが可か愛わいらしく胸を張り、拳こぶしで叩たたく。その様子を湊みなとが微ほほ笑えましそうに見ていた。
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「これはいけるんじゃないだろうか」

「……ん？」

　その日の昼休み。

　伊い織おりがふたたびグラウンドのベンチに誘さそって切り出すと、湊みなとが笑えみを浮うかべたまま首をかしげた。

　陽ひ射ざしが徐じよ々じよに強くなっているため、今日は木こ陰かげを選んだ。吹き込む風が涼すずしいし、気分も昂こう揚ようしている。

「湊みなと。涼すず原はらさんが話しかけてくれたぞ」

「そうだね、大きな一歩と言えるね」

「乾かわききった大地が花畑に変わったかのような気分だ」

「そ、そっか」

「これなら告白してもごはぁっ!?」

　湊みなとが笑え顔がおのまま、両わき腹にチョップをしてきた。

「落ち着こうね、この下げ郎ろうめが」

「ぐふぅ……っ。新しい罵ののしりのレパートリーが……っ」

　何事もなかったかのように湊みなとが購こう買ばいのパンを食べ始める。伊い織おりもわき腹をさすりつつ弁当箱を開ける。今日は妹のひよりが弁当を作ってくれた。オムライスにはケチャップで『Ｉ♡コタロー』と書かれている。傍はたから見れば訳がわからないにも程ほどがあるし、伊い織おりから見てもなんで俺に主張するのかと混乱した。味はいつも通り美お味いしい。帰ったら褒ほめちぎろう。

「伊い織おり……いや、下げ郎ろう。僕がこのあいだ何て言ったか覚えてる？」

「呼こ称しようがひどすぎる……。あれだろ、アプローチは紳しん士し的てきに、だろ？」

「そうそう。それじゃあ今の伊い織おりの状じよう況きようを整理すると？」

「ええと……」

「そうだね、『話しかけられただけで舞まい上あがって、大事なステップを根こそぎ飛ばそうとしている愚おろか者もの』だね」

「よく晴れた真昼間に泣きそうなんだけど」

　穏おだやかな風がなぜか泣けてくる。

「そうか……いきなり告白するのはちょっとまずいんだな」

「ちょっとではないよ？」

「お、おう……」

　穏おだやかな風が吹雪ふぶきに変わった気がした。

「でも、このまま何もしないってのもなぁ……。あ、そうだ。連れん絡らく先さきを聞くくらいならいいだろ？」

「あー……なるほどね。うん、それくらいならいいんじゃない？　恋れん愛あい暴走機関車（すぐに脱だつ線せんする）の伊い織おりにしてはちゃんとした判断だと思う」

「さすがに罵ののしりすぎだと思うんだが」

「だよね～ごめんごめん」

　自分の頭をてしっと叩たたいての完全なる棒読みだった。

「でも、実際いいと思うよ。もちろん会話のタイミングを図はかる必要はあるけど」

「だよなぁ……それがめちゃくちゃ難しい気がする……」

「がんばれがんばれ～」

　湊みなとがゆるゆると笑い、優やさしい風が吹ふく。

　オムライスの最後の一口の塩っ気が一番ちょうどよく、少しだけ気持ちが上向きになった。
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　放課後になると湊みなとは即そく座ざに教室を出ていった。トークアプリには『僕がいるとやりづらいだろうから。がんばれ～』というメッセージ。美み鈴すずが教室の出口をしばらく見つめている姿がやけに印象的だった。

　ちらりと隣となりを見ると、楓かえでと美み鈴すずが仲良く話している。幸い他の女子はいないが……。

（タイミングが……難しい……難しすぎる……っ！）

　連れん絡らく先さきを聞く。ただそれだけの行動の難易度を思い知る。カバンの中でスマホを握にぎりしめる手に汗あせがにじむ。

　初めは、楓かえでがひとりきりになるタイミングで聞くべきだと思った。美み鈴すずの立ち位置は、楓かえでにとって親友のようでもあり、保護者のようでもある。美み鈴すずも同席した状態で連れん絡らく先さきを聞くのは、親おや御ごさんといる状態といっしょに思えて猛もう烈れつに恥はずかしい。

　しかし、入学式の日から今日まで、ふたりでいないタイミングは見たことがなかった。美み鈴すずがひとりでいるときはあったが、その場合は楓かえでが家の用事で先に帰っていて……というケースだけだった。

　つまり、楓かえでと美み鈴すずはふたりでワンセット。楓かえでに友達と呼べる人がいるのはすごくいいことなのだが、楓かえでへのアプローチを仕し掛かけようとしている状態ではどうにも困る。非常に困る。

（そうだ、トークグループを作ろうと提案するのは……いや、だめか）

　湊みなとも加えて四人のトークのグループを作れば、その他大勢のひとりとして楓かえでの連れん絡らく先さきを知ることができる。しかしいきなり提案するのは怪あやしすぎるし、何より正せい攻こう法ほうに思えない。ここはきちんと楓かえでに直接お願いしたい。

（やるしか……ないよな）

　こうしてうじうじしているあいだにふたりは帰ってしまうかもしれない。

　伊い織おりは机の下で拳こぶしを握にぎりしめ、腹を括くくった。

「あー……涼すず原はらさん」

「……ん、なに？」

　スマホをカバンから取り出し、勇気を振ふり絞しぼって声をかける。楓かえではぎこちなさをにじませながらも返事をしてくれた。昨日までならまず考えられない状じよう況きよう。石器を使った翌日にＶＲのゲームを楽しんでいるくらいの進展だ。いや、落ち着け、俺。

「……えっと……どうしたの？」

　話しかけておきながら固まっている伊い織おりに、楓かえでが小首をかしげる。銀の髪かみがさらりと流れる様子に見み惚とれながらも、伊い織おりはなおも動けないでいた。雑ぞう巾きんなら引きちぎれそうなくらい勇気を振ふり絞しぼった直後なのでもう色々と限界だった。

「えーっと、その、俺、と、さ……っ」

　トークアプリを開いた画面を見せれば意図は伝わるはず。液えき晶しようを楓かえでに見せようとおずおずと手を動かすと──先に画面を見た美み鈴すずがくすりと笑った。

「あーはいはい！　佐さ久く間まくん。わたしと交こう換かんしよっか」

「え？　あ、いや、俺は……」

「いいからいいから」

　美み鈴すずがにこにこ顔を崩くずさないまま手て際ぎわよく連れん絡らく先さきを交こう換かんする。高校に入学してから初めて連れん絡らく先さきを知る女子が美み鈴すずになるとは。

「佐さ久く間まくん、こっちでもよろしくねー」

「あ、うん、よろしく……」

　アイコンに表示されているのはお団子頭のお団子部分だった。なぜここをチョイスしたのだろうか。

「美み鈴すず……？」

　一連のやりとりに終始首をかしげていた楓かえでが、逆側にこてんと首をかしげる。なにその可か愛わいい仕草。

「はー、楓かえでは可愛いなーもう。気にしなくていいよー。そろそろ帰ろっか」

「……？　うん、わかった」

「あ……」

　ふたりが立ち上がり、伊い織おりが情けなさ極きわまる声を漏もらす。将を射んと欲ほつすれば……とは言うが、伊い織おりとしては将を射る気満々だったのだ。放とうとした矢を元気すぎる馬がばくりと咥くわえて嚙かみ砕くだいたかのような感覚。

「それじゃー佐さ久く間まくん、まったね～」

「あ……ああ、また……」

　軽快な足取りで出ていく美み鈴すずに続いて、楓かえでが振ふり返かえると。

「……また明日」

　身体中に高速で熱い血が巡めぐった。

「……っ！　あ、ああ、また明日！」

　やけに大きい声が出てしまい、楓かえでが「はい？」と言わんばかりに眉まゆをひそめた。とたんに冷たい血が全身を駆かけ巡めぐった。
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　ひとりでとぼとぼと帰る。湊みなとになんて報告したものか……と途と方ほうに暮れながら遊歩道を歩いていると、トークアプリの通知音が鳴った。

　相手は美み鈴すずだった。

『おつかれさま～』

『おつかれっす』

　ぼんやりした顔で歩きながら文字を打つ。

　待つこと数秒。

『も～ちょっとだけ仲良くなってから挑ちよう戦せんしてみようか』

『（猫ねこがにししと笑っているスタンプ）』

「……こんにゃろ……」

　顔が熱い。歩きながらトーク画面を見つめてみるが、美み鈴すずからこれ以上のメッセージは届かない。

　しかたなしに全身にタオルを巻かれた猫ねこが「こんちくしょー」と言っているスタンプを送り、先ほどの美み鈴すずの振ふる舞まいを思い出す。

「……なんかもう、保護者というかボディガードって感じだったな……」

　この子に手ぇ出すんなら、もうちょい気合入れて出直さんかい！　と団子頭の可か愛わいらしい少女がオラつく姿を想像したら思った以上に可か愛わいらしかったが、実際にこうもガードが硬かたいと心が折れそうになる。

　深いため息をついていると、目の前をするりと猫ねこが通った。

「あれ？　お前は……」

　自然と頰ほおがゆるむ。おそらくではあるが、入学式の日に出会った茶トラ猫ねこだった。

「にゃー？」

　立ち止まって振ふり返かえった茶トラは、伊い織おりの周りをとてとてと回り、それからすりすりと頰ほおをこすりつけてくる。盛せい大だいに癒いやされる。それと同時に、この子と戯たわむれていた（？）楓かえでの姿を思い出す。

──もっとお近づきになりたい。そして笑え顔がおが見たい。欲を言えば笑え顔がおにしたい。

「……よし、俺は負けない」

　ふたたび決意と握にぎり拳こぶしを固める伊い織おりを見て、

「にゃー」

　茶トラがのほほんとした声で鳴いた。




　家に帰ると、コタローが出で迎むかえてくれた。

「みゃー。……みゃ？」

　いつもはにょいっと立ち上がって伊い織おりを癒いやしてくれるのだが、今日はどういうわけか伊い織おりの周りをくるくる、くるくる。

「コタロー？　どうした……あ」

　先ほど茶トラが頰ほおをこすりつけていたすねの辺りを、コタローがくんかくんかしたかと思うと──。

「……みゃ！」

　浮うわ気きはあかんで！　と言わんばかりに立ち去ってしまった。

「コ、コタロー……っ！」

　腕うでを伸のばして慟どう哭こくしていると、

「……お兄、何やってんの？」

　リビングからひょっこりと顔を出したひよりが、実に怪け訝げんそうな顔をしていた。

　このあと急いで着き替がえると、すぐにコタローは機き嫌げんを直してくれた。本当によかった。
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　とある昼休み。

　今日はひとりでご飯を食べたい気分だった。どこで食べようかと校舎をうろついていると、美み鈴すずが職員室から出てくるところを見かけた。

（うわ、あぶないだろアレは）

　美み鈴すずは資料の運び出しを頼たのまれたのか、いかにも重そうな箱をひとりで運んでいる。まるでハムスターが苦く役えきを負っているかのような光景だ。箱からは巻物のようなものがいくつも飛び出していて、美み鈴すずは前がろくに見えていないようだった。

　手伝ったほうがいいか……と思った直後、

「あたっ」

　美み鈴すずが廊ろう下かに置かれた消火器につまずき、箱を落としてしまった。大きな音が鳴り、何冊もの本やら地図やらが廊ろう下かに散らばった。美み鈴すずはつま先を押さえてうずくまっている。

「鹿かの岡おかさん！　大だい丈じよ夫うぶ？」

「あー、佐さ久く間まくん……わたしは大だい丈じよ夫うぶ……あたたた」

　ちょっと涙なみだ目めになった美み鈴すずが困ったように笑う。

「うん、怪け我がはしてないから大だい丈じよ夫うぶみたい。……って、うわー、箱の中身がぜんぶ出てる……え、佐さ久く間まくん？」

　美み鈴すずが怪け我がをしていないことに安心すると、伊い織おりはさっそく箱の中身を拾い始めた。

「お昼まだ食べてないでしょ？　いいよ、手伝わなくても……」

「そしたら鹿かの岡おかさんが食べる時間なくなるだろ？　俺は急いで食べればいいだけだから」

「……ん、そっか。ありがと」

　美み鈴すずがやわらかな笑えみを浮うかべる。潑はつ剌らつとした印象が強い彼女だが、こんな顔もするのか……と驚おどろいた。

　ふたりで黙もく々もくと箱の中身を集める。

「え……重っ。なに、こんな重いの持ってたの？」

　試ためしに持ってみると、ずしりと身体が沈しずんだ。自分よりも明らかに華きや奢しやな体たい軀くの美み鈴すずがこんなものを持っていたのが信じられない。

「やー、先生も大変そうだったからさ。近くにいたのもわたしだけだったし」

　美み鈴すずがぽりぽりと頰ほおをかく。大変なんですアピールをすることなく、それどころか伊い織おりにバレてしまったことが気まずいとでも言いたげな顔だった。

「どこまで運ぶ予定？」

「え？　あー……第一資料室」

　階段を使ううえに、広い校舎を横断する位置にある部屋だ。

「……ぜったい危ないでしょ。ていうか先生も先生だな、鹿かの岡おかさんひとりに頼たのむなんて」

「え？　あ、ちょ、佐さ久く間まくん？　いいよ、わたしが持ってくから……」

「いいのいいの。ここまできたら手伝わせて。片付けただけでいなくなるほうが後味悪いし」

　足音が止まる。なんぞやと振ふり返かえると、美み鈴すずが目をぱちくりとさせていた。

　そして、口をふにっと「ω」の形にして笑う。可か愛わいらしいがなんだかワルい笑えみだ。

「お人ひと好よしだね～……やるじゃん、いおりん」

「……それって俺のこと？　おっ、ちょっ、こらっ、危ないっての！」

　にんまりと笑ったまま伊い織おりの肩かたをてしてしと叩たたいてくる。

「今のいおりんの優やさし～いとこは、ちゃーんと楓かえでに伝えとくからね」

「へ!?　い、いや……べつに、そんなこと……」

「抜ばつ群ぐんのにやけ顔でいわれてもねぇ……」

　説得力って言葉知ってる？　とにまにましながら肩かたをぽんぽん叩たたかれ、ちょっとイラッとした。




「ここだよ。ありがとねー」

「いえいえ、どういたしまして」

　第一資料室の鍵かぎはかかっていなかったので、そのまま中に入った。埃ほこりくさい空間を想像していたが、日ひ頃ごろから手入れされているのか室内の空気は澄すんでいた。

「静かで落ち着くなー……」

　きょろきょろと見回しながら机に箱を下ろす。なんだかんだでそれなりに疲つかれている。美み鈴すずに運ばせなくて本当によかった。

　背後でドアが閉まる音がした。

「……鹿かの岡おかさん？」

　美み鈴すずがドアを背にしてうつむいている。

　やがてその顔をゆるりと上げると、

「どう？　シリアスな雰ふん囲い気き出てた？」
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「あのなぁ……」

　肩かたの力ががくっと抜ぬけた。

「お昼休みの時間を奪うばっちゃうから申し訳ないんだけど、この組み合わせってあんまりないでしょ？　だから、少しお話しできないかな～って」

「あー……たしかに」

　美み鈴すずはいつも楓かえでと行動しているし、伊い織おりも湊みなとと話していることが多い。美み鈴すずとふたりきりで話す、というのは新しん鮮せんだった。

「女の子とふたりで話すのに、緊きん張ちようしないの？」

　美み鈴すずが人差し指を頰ほおに添そえてきゃるんと小首をかしげる。あざとい。実にあざといが……。

「いやまあ、お互たがい意識してないから……」

　何気なく口にした言葉に、美み鈴すずが目をぱちくり、ぱちくり。

　それから、ゆっくり、ゆっくりと……まるでつぼみから開花するところを早送りにするかのように、美み鈴すずの頰ほおが朱しゆに染まる。

「……その件についての言げん及きゆうはお断りさせていただきます」

「そっか、わかった」

　美み鈴すずがまたしても目をぱちくりさせる。ひよりもそうだが、その表情の豊かさを少しくらい楓かえでに分けてあげてほしい。

「こういう話って思春期高校生の大好物じゃないの？」

「なんでそんな達観してんだよ……。興味がないわけじゃないけど、無理やり聞き出したって誰だれも幸せになんないだろ？　話したくてしょうがない人が話して、それが惚のろ気けなら祝福しながらイジればいいし、失しつ恋れん話ばなしならカラオケにでも行っていっしょに歌えばいいって話」

　実際にやったことはないが、もし湊みなとがいずれかの話をしたら実行する気満々だ。

「はぁ～……わたしもなかなかだと思ってたんだけど、いおりんもなかなか高校生らしくないね～」

「まあな」

　ふたりそろって気の抜ぬけた笑えみを浮うかべる。

「鹿かの岡おかさんは……」

「名前でいいよ」

「…………」

「それとも、名前呼びは楓かえでを一番乗りにしたい？」

「……美み鈴すずさん」

「あはは、からかってごめーんね」

　てへっ、と舌を出す仕草がやたらと似合っている。楓かえでが同じことをしたら羞しゆ恥うちのあまり死んでしまいそうだ。

「今、楓かえでのこと考えてたでしょ」

「ナンノコトデッシャロ？」

「ごまかし方が下手すぎる……」

　スマホで時計を見る。昼ごはんは教室で急いでかき込めば間に合うだろう。

「美み鈴すずさんは……涼すず原はらさんと小学校までいっしょだったんだっけ？」

「そうだよ。わたしは近所の中学で、あの子はちょっと離はなれた女子中に行ってたんだー」

「そう……なんだ」

　女子校は中高一いつ貫かんで通うことが多いと聞く。なんだか色々と事情がありそうだ。

「ま、いおりんが考えてるほど重い事情はないと思うけどね？」

「これ以上俺の心を読まないでほしいんだけど」

「あっはっはー。顔に出すぎるのが悪いのです」

　美み鈴すずの表情がふと翳かげる。

「まあ、そこまで重いわけじゃあないんだけど……あの子もけっこう大変な道を通ってるんだよね」

「それは……俺が聞いても大だい丈じよ夫うぶ？」

「幼い頃ころに魔ま王おうの配下に故郷の村を焼やき払はらわれ、連れ去られた弟を取とり戻もどそうと冒ぼう険けんを続けたら、立ちはだかった魔ま王おうの幹部がその弟で……」

「……想像の斜ななめ上うえの展開！」

　シリアスな顔のまま饒じよう舌ぜつに話すものだから反応が遅おくれた。

「まあ、そんな愉ゆ快かい痛快な冒ぼう険けんはないにしても……あの子は見てのとおり、男子と接するのが苦手なの。たぶん、いおりんが思ってる以上に」

「……美み鈴すずさんの前でしか笑わないのも、それが原因？」

　美み鈴すずが目を見開き、髪かみの毛けを人差し指にくるくると巻く。

「いおりんはよく見てるねぇ。まあ、原因に含ふくまれてるって感じかな？　あの子、人前にいるときはずーっと緊きん張ちようしてるんだよ。授業中だろうと、休み時間だろうと。体調を崩くずすってほどじゃあないんだけど……ほんとにずっと身体が強こわ張ばってるの。だから人前では笑わないっていうか、笑うに笑えないんだよね」

「なるほど……」

　いくら伊い織おりをきっかけにした笑いが授業中に起ころうと、楓かえでだけは決して笑っていなかった理由がわかった。

「あくまで顔に出ないってだけで、本当はいおりんのことも面おも白しろく思ってる……」

「え、ほんとに!?」

　思わず前のめりになるも、

「……かもしれない」

　がくっと肩かたの力が抜ぬける。

「もしかしたら心底つまんないと思ってるかもしれない」

「本気で凹へこむからやめて……」

　うそうそ、と美み鈴すずが笑う。どうにも振ふり回まわされている気がする。

「涼すず原はらさんが笑ってるところを見れる人って……どれくらいいるんだろう？」

「んー……わたしと、あとは楓かえでの家族と……中学の友達はわかんないけど、わたしがわかる範はん囲いだとそれくらいかな」

　だからね～、と美み鈴すずがにんまり笑う。

「もしいおりんが楓かえでと仲良くなって、楓かえでの笑え顔がおを見れるようになったら……それはもう偉い業ぎようと呼べるくらいすごいことなわけですよ」

「難易度たっけぇなぁ……」

　口を「ω」の形にして笑う美み鈴すずに対して苦笑いを浮うかべる。中学が女子校だったことを鑑かんがみれば、楓かえでの家族以外の男は誰だれ一人として笑え顔がおを見たことがないのだ。生半可な道のりではなさそうだ。

「わたしが言うのもなんだけどさ、楓かえでってかなりめんどくさいよ？」

「あ、それは知ってる」

「あはははは！　即そく答とうだ！　あはははは！」

　ひぃひぃ言いながら肩かたをばんばん叩たたいてくる。思いのほか痛い。

「それでもいいとなると……よっぽどあの笑え顔がおが気に入ったんだ？」

「……………………」

「沈ちん黙もくを肯こう定ていと捉とらえます」

「逃にげ場ばがどこにもねえ……」

　両手で顔を覆おおった。

「まあ、うん、あんな顔見たらね、そうなるよね」

「急に開き直った!?　あはははは！」

　またしても美み鈴すずが弾はじけたように笑う。通りかかった人がいたら死ぬほどびっくりしそう。

「そういえば、いおりんも楓かえでの見た目のことをぜんぜん気にしないよねー」

「ん？　ああそうだな、ただ綺き麗れいとしか思わないな。あと可か愛わいい」

「あははははは！　開き直って褒ほめちぎりだした！」

「いや、笑いすぎだっての……」

　資料室にわずかに残る塵ちりやほこりを吹ふき飛とばしそうなほどの笑い声。

「はー、笑った笑った」

　美み鈴すずは目じりの涙なみだをぬぐったかと思うと、

「いおりんは思った以上にいいヤツだってわかって安心したよ。あと面おも白しろい……ぷっ、くく……っ」

「ありがたいけど……いったいどこを思い出して笑ってんだよ……」

「体育のときだけ右ひざに不ふ穏おんな痛み……ぷっ、くく……っ」

「そこ!?　今になってそこ!?」

　以前英語教師にイジられたときの記き憶おくだった。

「時間もないし、そろそろ戻もどるか」

「はーい。うんうん、いおりんと話せてよかった」

「あー……俺も、話せてよかった」

「これでちょっとでも恋れん愛あい感情があったら、今のやりとりでもドキドキしたんだけどねー」

「たしかにな」

　目を合わせ、秘密を共有するかのように笑い合った。
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　教室で急いで昼ご飯を食べると、意外と間に合った。美み鈴すずはパンひとつをもきゅもきゅと食べただけだった。

「それだけで足りるのか？」

「今日は時間的にしょうがないからねー。夜にがっつり食べるよ。あーでも、夜に食べると太るかー」

「いや、どの時間帯に食べても太りやすさにほとんど影えい響きようはないらしいぞ。けっきょくは一日の総カロリーの問題らしい」

「へー、そうなんだ」

「…………」

「…………」

　伊い織おりと美み鈴すずのやりとりを、湊みなとと楓かえでがじぃっと見つめていた。湊みなとは伊い織おりを、楓かえでも……伊い織おりを。

「伊い織おり……？」

「え、どうした湊みなと？　なんか笑え顔がおがすげぇ怖こわいんだけど……」

「パパラッチが美み鈴すずをとった……」

「呼び方はそのままなの!?　ていうか別にとってないっての！」

「伊い織おり、事情説明を求む」

「美み鈴すず、事情説明を求む」

　湊みなとと楓かえでの言葉に、伊い織おりと美み鈴すずが困ったような笑えみを浮うかべる。

　左右に分かれてごにょごにょと話すこと、しばし。

「……なるほどね、そういうことなら」

　湊みなとはとりあえず納なつ得とくしたが、楓かえでは。

「…………」

　伊い織おりをちらりと見やり、唇くちびるをにゅっと尖とがらせただけだった。喜き怒ど哀あい楽らくのどの表情なんだよ……とは思うものの、普ふ段だん見ることのない可か愛わいらしさに悶もん絶ぜつする。

　もうじき先生が来るな……と教科書の準備をしていると、

「……がと」

　隣となりの席から、消え入りそうな言葉が聞こえた。

「へ？　涼すず原はらさん、今なんて……」

　顔を上げると、楓かえではノートで目から下を隠かくしていた。唯ゆい一いつ覗のぞいている蒼あおい瞳ひとみが、躊ちゆう躇ちよしながらもはっきりと伊い織おりを見つめている。

──今までぜったいに目を合わせなかったのに……。

　心臓ががんじがらめになり、教室の喧けん騒そうが遠のいた。

「美み鈴すずを助けてくれて……ありがと。……パパラッチのくせに」

　全身の力が抜ぬけ落おちた。

「最後のヤツ要いる？　ぜったい要いらないよな？」

　ぷいとそっぽを向いてしまう。お礼くらい素す直なおに言ってくれよ……と思うも、この感じがまた可か愛わいらしいと思ってしまうのだからどうしようもない。

「あばたもえくぼ、ってやつだね」

「おい湊みなと、うるさいぞ」

「ん？　僕はべつに伊い織おりのことを見て言ったわけじゃないよ～」

「こいつ……」

　糸のように目を細めて笑う友人に、ぎりりと歯は嚙がみをした。

（でも……なんだかんだで前には進んでる……よな？）

　挨あい拶さつを交かわせるようになり、親友である美み鈴すずと仲を深め、お礼まで言われた。

　これなら少しくらい希望を持っても──

「パパラッチがニヤけてる……」

「……っ!?」

　勢いよく隣となりを見たが、楓かえではすぐにノートで顔を隠かくした。腹が立つけど可か愛わいい……！　とふたつの感情が脳内でぶつかり、表情筋がバグりそうになった。
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　楓かえでとの距きよ離りが少しずつ縮まっている手応えをつかみながらも、伊い織おりは焦あせっていた。

　彼女のことを意識していれば、自然とその周りのことにも気付くようになる。

　クラスの男子、同学年の男子、そして先せん輩ぱいの男子……あらゆる野や郎ろう共が楓かえでを遠巻きに眺ながめている。話しかける人はいないものの、楓かえでを見つめる男子の数は日に日に増えていた。

　彼らに先んじられたらどうしようとは思うものの、湊みなとが言うように焦あせっても仕方がない、ということもわかっている。第一楓かえでに近付いたところで、大半の男子はろくに話すこともできないだろう。できないはずだ。できないと信じたい。

　さらに伊い織おりは、楓かえでの笑え顔がおがもういちど見たいという衝しよう動どうに強きよう烈れつに駆かられていた。真顔とちがって日常的に見ることのできない顔。いちど楓かえでに頼たのみ込こもうかと本気で考えたが、湊みなとに相談してみたところ「ん？　なんて？」と笑え顔がおのまま返されて心が折れた。

　やっぱり頼たのみ込こんでどうにかなるものでもないよな……と思う一方で、楓かえでのことはできることなら自分が笑わせたい、と強く思うようにもなった。人を笑わせることが好きな伊い織おりにとって、楓かえでを自分の手で笑わせることは至上命題になっていた。

　悶もん々もんとした日々を過ごす中で、とある放課後に伊い織おりは。

「湊みなと。ホラゲ実じつ況きようをいっしょに観よう」

「急にどうしたの？」

　おどろおどろしいサムネイルを表示させたスマホを片手に、友人に頼みごとをしていた。ホームルームが終わってしばらく経たち、部活をしている生徒はみんないなくなっていた。あとは数組だけ教室に残って雑談をしている。

「俺、実はこの実じつ況きようの人がめちゃくちゃ好きなんだわ」

「ふむふむ」

　伊い織おりが好きな実じつ況きよう配信者は、ホラゲに限らずあらゆるゲームを楽しんでいた。ＦＰＳのようなゲームで絶ぜつ叫きようをあげることもあれば、ゆるさ極きわまるゲームでのんびり雑談をすることもある。声が中性的でいまだに男性か女性かわからない……というミステリアスさも気に入っていた。

「このホラゲって最近話題になってるやつだよね？」

　湊みなとがスマホ画面をひょいと覗のぞき込こむ。

「そうそう。ゲーム自体も気になるし、この実じつ況きよう者しやも好きだから見るしかないなって」

「それで、なんで僕に？」

「家で観ると眠ねむれなくなるからに決まってるじゃないですか～」

「知らないし、急に敬語になられてもね～」

　まあまあ冷えた声こわ音ねで言われ、心臓がきゅっと締しまった。

「僕、『実は～』って言う人も好きじゃないんだよね。全員があなたのことを知っていてなじみがあるとでも？　って思っちゃって」

「急にどうしたんだよ」

　友人の毒がにじみでた。継けい続ぞくダメージを食らいそう。

「べつにいっしょに観るのはいいけどさ、それなら伊い織おりの家でも……ああ、なるほどね」

　湊みなとがちらりと教きよう卓たくのほうを見やって微ほほ笑えむ。楓かえでと美み鈴すずが教きよう卓たくを挟はさんで雑談していた。ついさっきまで他の女子もいたがもういなくなっていて、ふたりだけがそのまま残って話を続けている。

「伊い織おりはいじらしいねぇ」

「……うるさいっての」

　糸のように目を細める友人の肩かたを小こ突づこうとしたら回し受けで弾はじかれた。見た目にそぐわず動きのキレが良すぎる。

「それじゃあまあ、観てみますか」

「あ、待った。めちゃくちゃどきどきしてきた。ちょっと待って」

「……。じゃあ僕は伊い織おりがウォームアップしてるあいだにホラー動画を観まくるとしますか～」

「やめろやめろ、履り歴れきが暗いサムネだらけになるだろうが！」

　再生リストに入れ忘れた動画をチェックする際に心臓が縮こまりそうだ。

「時間はどれくらい？」

「実じつ況きよう自体は二時間くらいあるけど……まあ、二十分くらい付き合ってくれれば充じゆう分ぶんだな」

「あんまり長く観てても、途と中ちゆうで帰っちゃうかもだしねー」

「あん？」

「田舎いなかのヤンキーみたいな怒おこり方かただね～。白を基調にして金のラインが入ったジャージを着てコンビニの前にたむろしてそう」

「具体的すぎる妄もう想そうはやめてくれ……すげぇ弱そうじゃねぇか……。ヤンキー座りしてるのに小さい缶かんの甘いカフェオレを飲んでそうだな」

　湊みなとがぷふーと噴ふき出だす。同じ男子であることを一いつ瞬しゆん忘れるくらい愛あい嬌きようのある仕草。

「ん？」

　教きよう卓たくからも笑い声が聞こえたと思ったら、美み鈴すずが両手で口を押おさえて顔をそむけていた。楓かえではいつもの無表情のまま美み鈴すずを見つめている。しかしその眼まな差ざしはほんのりとやわらかい。

「涼すず原はらさんってさ、あの表情のままで何でもできそうだよな」

「特とく殊しゆメイクでいいから顔に返り血を浴びてみてほしいね」

「ぶふっ……くく……っ、こ、殺し屋だ……完全に殺し屋だ……っ」

　殺気を感じた。

「「ひぇっ」」

　伊い織おりと湊みなとが同時に細い悲鳴を漏もらす。楓かえでが無表情のままわずかに目を見開いている。聞こえたのか聞こえてないのかわからないが、なんにせよ怖こわい。怖こわすぎる。

（（申し訳ない））

　伊い織おりと湊みなとがそろって手を合わせ、楓かえでに黙もく礼れいする。楓かえではちょっとだけ目を見開き、ぷいと顔をそむけ、しっしっと手で払はらった。美み鈴すずはそのやりとりを楽しげに眺ながめている。

「……なんかいいな、こういうの」

「伊い織おりは女性に冷たくあしらわれるのが好きなの？」

「わかってて言ってるだろお前……。あと俺にそういう趣しゆ味みはない。そういう趣しゆ味みの人を否定するわけじゃなく、単純にそういう趣しゆ味みがない」

「生配信をしてる人くらい発言に気を遣つかってるね」

「普ふ段だんからそういう人たちの動画を観てるから、うつったのかもな……」

　ひと息ついた直後、湊みなとがなんの躊ちゆう躇ちよもなく動画の再生ボタンをタップした。

「え、ちょ、おま、何してんの？　何してくれてんの!?」

「動画をいっしょに観ようって提案したのは誰だれだっけー？」

「い、いや、俺だけど……」

　気がつけば教室には伊い織おりと湊みなと、楓かえでと美み鈴すずの四人しか残っていなかった。ここで声を荒あららげると女子ふたりに筒つつ抜ぬけになってしまうので猛もう烈れつに恥はずかしい。声をひそめて応おう酬しゆうする。

　動画内ではゲーム画面が表示された状態で、実じつ況きよう者しやがゆるゆるの挨あい拶さつをしていた。『ダイエットしたいんですけど何からしたらいいですかねー？』という言葉に対し、ちょっとしたアドバイスからガチのものまであらゆるコメントが次々と流れていく。数百円から数千円の投げ銭も開始数分で数えきれないほどにもらっている。チャンネル登録者数は数万人ほどだが、視し聴ちよう者しやとのやりとりを活発に行なっていて熱ねつ烈れつなファンが多い。

「わー、だいぶ怖こわそうだねー」

　湊みなとがのんきな声こわ音ねでつぶやく。このホラーゲームは女子高生が行ゆく方え不明になった親友を探しに夜の街をさまようという内容で、選ぶ行動によっては学校や病院など、どう転んでも怖こわいであろう場所に向かうようになっている……ということまでは知っていた。

『このゲームは昨日チュートリアルをチェックしただけなんですけど……どう動くかによって親友を探しに行く場所が変わるんですよね？　うーわ超ちよう怖こわい……夏祭りに遊びに行く流れになったらどうしよう……』

　チャット欄らんで「どういう心配の仕方ｗｗｗ」「不安のベクトルが斜ななめ上うえで草」「それもはやホラゲじゃなくね？」などのコメントが次々と流れていく。生配信はチャットを眺ながめるのも醍だい醐ご味みのひとつだ。

　女子高生のセリフがしばらく続いたあと、夜の街を歩きはじめる。わかりやすくするためか制服を着ていた。

「すぐに補導されそうな格好だな……とか思うとゲームに集中、でき、ないん、だよ、なー」

「ビビってぷるぷるしながら言うことじゃないと思うんだけど……」

　湊みなとが苦く笑しようする。

　女子高生が街の人に聞き込みをしていると、よりにもよって夜の学校に探しに行くルートに突とつ入にゆうした。

「はい怖こわいよ、一番生活に影えい響きようが出る展開になってきたよー」

「伊い織おり、虚うつろな目になるのやめて……素できもちわる……心配になるから」

　友人の冷れい徹てつな罵ののしりでちょっと我に返った。

「おどろおどろしい古びた洋館とかに行くヤツも怖こわいんだけど……こういう、日常に結びついたものって余計に怖こわいんだよな」

「わかるわかる。シャワーを浴びてるときの怖こわい話とか聞くと夜に思い出しちゃうよね。あ、そういえばこのあいだ動画で観た怖こわい話なんだけど……」

「ホラゲ実じつ況きよう中ちゆうに怖こわい話をぶっ込んでくるってどういう神経してんだ……？　激辛のカレーを食べてるときに中ちゆう辛からのキムチを食べるようなもんだぞ？」

「伊い織おり、怖こわがりすぎて例え方がおかしくなってるよ。ぜんぜんピンとこない」

「今の俺に正常な思考力を求めるな……」

　女子高生が校門にたどりつく。どういう訳か校門は閉まっていない。

『なんだか誘さそわれてるような気がする……』

「「そんなわけないじゃないですかぁー……」」

　女子高生のつぶやきに、伊い織おりと実じつ況きよう者しやの声が重なる。奇き跡せき的てきに一言一句同じだった。

　昇しよう降こう口ぐちもなぜかドアが開いている。女子高生がアップになって考え事をするたびに、気配を感じるのかしきりに振ふり向むく仕草がやたらと生々しい。

「怖こわがってるときって何でも怖こわいものに見えちゃうよね～」

「幽ゆう霊れいの正体見たり枯かれ尾お花ばな、だな。あとはシミュラクラ現象だな、シミュラクラ現象」

「伊い織おりの早口が止まらない……」

　このゲームにはゾンビなどのわかりやすい敵キャラは登場しない。その代わりに、ただただゲームプレイヤーの心臓を凍こおらせるようなことが起きる。

『この教室も……何も手がかりはない、か』

　女子高生が教きよう卓たくの中を調べ、出て行こうと振ふり向むく。

　入口におかっぱ頭の小さな女の子が立っていた。

「うおわぁっ!?」

　伊い織おりが飛び上がり、

「っっっ!?」

　美み鈴すずと話していた楓かえでも飛とび跳はねた。湊みなとは平然として伊い織おりの反応を眺ながめている。

「お～い、楓かえで～？　だいじょうぶ～？」

　教きよう卓たくの陰かげに隠かくれてしまった楓かえでに美み鈴すずが呼びかけている。どうやら相当驚おどろかせてしまったらしい。ごめんなさい。

「伊い織おり、大だい丈じよ夫うぶ？　ここからもっと怖こわくなると思うけど？」

「だ、大だい丈じよ夫うぶだ……俺ならできる、俺ならできる……」

「不安しかないなぁ……」

　湊みなとのつぶやきを聞きながらも画面に見入る。おかっぱの女の子はすぐに姿を消していた。女子高生が慌あわてて廊ろう下かに出るも見当たらない……と思いきや、廊ろう下かの曲がり角に立っている。先ほど現れたときとちがい、今度は何かを持っている。

　女の子がアップで映る。

　誰だれかの腕うでを持っていた。

「────っ」

　悲鳴をあげそうになり、しかし先ほどの楓かえでの反応を思い出して己おのれの反射を押さえ込んだ結果、無言で飛とび跳はねた。湊みなとと美み鈴すずが噴ふき出だす。

（あれ、涼すず原はらさん……は……）

　教きよう卓たくに両手の指を引っかけ、目から上をそろりと出している。森で見かけるリスのような愛くるしさに伊い織おりが悶もだえる最中も、ゲームの緊きん迫ぱく度どは加速していく。クラスメイトへのドキドキとゲームのドキドキで心臓がパニック状態だ。

「うーん、このホラゲよりも、実じつ況きよう者しやよりも、伊い織おりのリアクションが楽しみになってきた」

「くっそぉ……何をそんな吞のん気きなことぅおぉいっっっ」

　女の子を追いかけて角を曲がると、廊ろう下かに切り落とされたかのような腕うでがぽつ、ぽつと落ちていた。伊い織おりがまたしても飛とび跳はねる。あやうく首を痛めるところだった。

「伊い織おりにホラゲ実じつ況きようの実じつ況きよう配信をしてほしいな……」

「なんだその、ティッシュ配りのバイトを見張るバイトみたいな立ち位置は……」

　万まん華げ鏡きようみたいな話だった。それかマトリョーシカ。

「この腕うでは作り物だ……そうだきっと作り物にちがいない……」

「夜中に小さな女の子が作り物の腕うでを校舎に置くかなー？」

「具体的に問とい詰つめるなよ……俺は夢を見たいんだ……」

「伊い織おりがどんどん愉ゆ快かいになってる……」

　声が大きくなって会話が筒つつ抜ぬけになっていたようで、美み鈴すずは口を手で隠かくしてずっとぷるぷるしている。楓かえでも立ち上がり、ちらちらこちらを見ていた。

（ん？）

　美み鈴すずは伊い織おりの反応を見るたびに笑っている（けっこう腹が立つ）が、その視線がたびたび湊みなとのほうに向くことに気付く。湊みなとが教きよう卓たくのほうを見るとすぐにその視線を逸そらしていた。

　女子高生が腕うでからできるだけ遠ざかるように、廊ろう下かの端はしを慎しん重ちように、慎しん重ちように歩いていく。

「伊い織おり。たぶんこのあと死ぬほど怖こわいことが起きそうだから、覚かく悟ごしておかないと──」

　女子高生が落ちている腕うでから遠ざかり、ほっとして顔を上げる。

『か……よ、ちゃん……なん、で、きちゃったの……っ』

　壁かべに浮うかび上あがったほの白い顔がすすり泣き、女子高生の名前を呼んでいた。

　女子高生が顔を強こわ張ばらせ、数歩後ずさる。

　静かな夜の校舎で、ずる、ずる、と気味の悪い音が鳴った。

　女子高生が振ふり向むく。

　先ほど落ちていた腕うでが、女子高生のもとへずるずると這はい寄よってくる。

『かよちゃん、かよちゃん、なんで来ちゃったのもうダメ逃にげられない逃にげられない逃にげられない逃にげられない』

　怖こわさが一いつ瞬しゆんで臨界点を超こえた。

　動画アプリを神速で閉じ、恐きよ怖うふを少しでも発散させるにはどうすればいいかを本能で判断した結果──

「……えっと、伊い織おり？」

　立ち上がり、気を付けをしていた。軍隊仕じ込こみと言わんばかりの綺き麗れいな姿勢。空が青い。

「……もう無理だった」

「うん、見ればわかるよ……」

「人って、恐きよ怖うふが限界を超こえると気を付けをするんだな」

「それ、伊い織おりだけだと思うよ」

「いやちがう。湊みなと、お前だって度が過ぎた恐きよ怖うふを味わえば気を付けをするにちがいない」

　背すじをぴんと伸のばしたままで問答をしていると、

「……ぷっ」

「……え？」

　小さく噴ふき出だした声に振ふり返かえる。てっきり美み鈴すずかと思ったが、彼女はきょとんとした顔で楓かえでを見ていた。

「伊い織おり？　どうしたの？」

　湊みなとには聞こえていなかったらしい。楓かえではスン……と澄すました真顔になっているが、明らかに小刻みに震ふるえている。

「たしかにこのホラゲは怖こわいね。伊い織おりはもうちょっと怖こわくないゲームのほうが……」

　湊みなとが動画アプリを開いて眺ながめていると、ふたたび、

「……ぷふ……っ」

　小さく、本当に小さく噴ふき出だす声。今度は見ているからわかる。澄すました顔をした楓かえでの薄うすい唇くちびるがわずかに開いていた。

　伊い織おりと楓かえでの目が合う。

「……………………」

　楓かえでが教きよう卓たくに置いてあるノートを無言で手に取り、目から下を隠かくした。そして一連の流れを見てにまにましていた美み鈴すずの二にの腕うでをてちてちと叩たたく。

「いたっ！　ちょ、楓かえでっ、八つ当たりにも程ほどがあるでしょ!?」

　かしましいやりとりを伊い織おりは呆ぼう然ぜんと眺ながめ、湊みなとは「なになに、どうしたの？」と首をかしげている。

「はぁぁ～……いおりんは面おも白しろいねぇ」

　美み鈴すずが楓かえでの頭やら背中やらを大型犬をなだめるがごとく撫なでたあと、しみじみとつぶやきながら伊い織おりと湊みなとのもとへやってくる。楓かえではほんのりと顔を赤くしたまま、美み鈴すずの後ろをついてきた。

「俺はただ、動画で驚おどろいてるだけだから……」

「それが面おも白しろいんだって。こーんなふうになってたよ？」

　美み鈴すずが先ほどの伊い織おりを真ま似ねして、ぴーんと背すじを伸のばす。楓かえでは美み鈴すずが気を付けをする寸前に顔をそむけていた。それでもぷるぷるしているが。

「さっきのは惜おしかったね～いおりん。わたしとふたりきりだったら、楓かえではぜったい笑ってたよ」

「え……ほんとに？」

「ちょっと、美み鈴すず……っ」

　楓かえでが美み鈴すずの二にの腕うでをちょんとつまむ。その表情はいつもとちがってどこか幼い。

「ま～そう簡単にはいかないよね～。この子は顔面アハ画像だからいひゃいいひゃいいひゃい！」

　楓かえでが唇くちびるを尖とがらせ、美み鈴すずの頰ほおを右に左にみょんみょんと伸のばす。感情をむき出しにした仕草は想像以上に無防備で愛らしく、その光景にしばし見み惚とれてしまった。

「ぃう（ギブ）、ぃう（ギブ）ー！」

　耐たえかねた美み鈴すずが楓かえでの腕うでをタップして、ようやく解放される。

「はぁぁ……。あ、いおりんと湊みなとくんは何見てたの？」

「ホラゲ実じつ況きようだよ。こんな感じ」

　湊みなとがスマホ画面を向けようとした瞬しゆん間かん、楓かえでが美み鈴すずの背中に隠かくれた。

（はやっ!?）

　楓かえでは身長が高めなのだが、小動物ではと思うほどに動きが速い。

「おー、こりゃまた怖こわそうな……。……楓かえではたぶん、観たら寝ねれなくなるよ」

　そろりそろりと肩かた口ぐちから覗のぞこうとしていた楓かえでの頭を、美み鈴すずがむぎゅっと押す。

「……でも、ちょっと興味ある……」

「涼すず原はらさん、ホラーに興味あるの？」

　伊い織おりの質問に楓かえでが目をぱちくりさせ、いったん顔を隠かくし、またひょいと目から上を覗のぞかせる。

「興味はある……けど、何かと後こう悔かいしがち……。……パパラッチに質問された……」

「週刊誌記者の突とつ撃げき取材みたいな言い方やめてね？」

　湊みなとと美み鈴すずが噴ふき出だし、楓かえでが顔を隠かくす。笑いをこらえているのだったら嬉うれしい。

　楓かえでがちらちらとスマホの画面を見ている。

「見ちゃだめだよ、楓かえで」

「……ほんとにだめ？」

　なんだか母娘おやこみたいなやりとりだ。微ほほ笑えましい。

「もし見たら、夜は電話も一いつ切さいしないし助けてあげないからね」

「うぐ……それは……困る……とっても困る……」

　楓かえでが美み鈴すずの後ろにするすると頭を引っ込める（山に沈しずむ夕ゆう陽ひみたいだ）と、そこからぴょこんと顔を出した。

「メッセならどうでしょうか……？」

「確かく認にんはするけど返信はしないから」

「ふぐぅ……っ」

　なんとも気の抜ぬけた声。親友の前ではこうも無防備な顔を見せるのか……と思ったが、その姿を自分にも見せてくれているのが嬉うれしい。内心悶もだえているのを見み透すかしたのか、美み鈴すずがにまにまと笑いながらこちらを見ているのは腹が立ったが。

「鹿かの岡おかさんと涼すず原はらさんはほんと仲がいいよね」

　湊みなとの言葉に、美み鈴すずの頰ほおがほんのり朱しゆに染まる。

「まあね～。でも、それを言ったら小お野の寺でらくんといおりんもでしょ？」

　美み鈴すずが湊みなとの肩かたにするりと手を伸のばし、すぐに引っ込めた。伊い織おりに対しては気軽にスキンシップをするからこそわかるが、今、確実に湊みなとの肩かたにぽんと触ふれようとしていた。

（資料室ではあんなに気軽に触ふれてたのに……）

　美み鈴すずは引っ込めた手の指をもぞもぞと動かしている。いじらしいなぁ……と伊い織おりが微ほほ笑えんでいると、なぜか楓かえでに睨にらまれた。どうやらこのふたりは相そう互ごに守り合っているようだ。








Interlude






「ねー楓かえで、べつに笑うのを隠かくさなくてもいいんじゃない？」

　帰り道の遊歩道でふと美み鈴すずが切り出す。陽気がよほど心ここ地ち好よいのか、カバンを持ったままくるくる回っている。可か愛わいい。

「だって……恥はずかしい」

　美み鈴すずの動きがぴたりと止まった。

「は？　可か愛わいい」

「美み鈴すず……真顔でじりじり近付いてこないで……普ふ通つうに怖こわい……」

　人通りが多く明るい道でのちょっとしたホラー。斬ざん新しんだ。

「ふふふ……怯おびえる楓かえでも可か愛わいいなぁ……じゅるり」

　小動物な親友が調子に乗ってきたところでスマホを取り出す。

「通報します」

「ごめんなさい許してください」

　お辞じ儀ぎする代わりに抱だきついてきた。謝罪で抱だきつく意味はわからないが、美み鈴すずに抱だきしめられると安心する。

「……べつに、笑うのがいやってわけじゃないから」

　気が抜ぬけたついでに、ぽろりと本音がこぼれた。

「……うん、知ってる。表情筋が弱りきってるから、一回笑うと一週間以上筋肉痛になるんだよね？」

　むっ。

「私そんなにザコじゃない……やっぱり通報する……」

「おまわりさんにも迷めい惑わくだからほんとやめてー！」

　おでこをぐりぐりとこすりつけられて変な声が出そうになった。小こ芝しば居いで目を潤うるませた美み鈴すずと目が合い、ふたりそろってぷっと噴ふき出だす。

「なんか今日は楓かえでともっと話したいかも。どっか寄ってこっか」

「うん」

「そうと決まれば作戦会議だー！」

　勢いよくベンチに腰こしを下ろす美み鈴すずにくすりと笑い、隣となりに座る。

　美み鈴すずが取り出したスマホを覗のぞき込こみ、ふたりでどのお店に行くかを話し合いはじめた。

　親友と過ごす時間は、いつも優やさしい。







[image: 第四章　埋まる外堀]

　ゴールデンウィークを過ぎてふたたび学校が始まった。入学式の頃ころは咲さき乱みだれていた桜も散り、今は青々とした木々の葉が通学路の遊歩道を彩いろどっている。

　大型連休は、できることなら楓かえでと少しでも会って話すことはできないか……と思っていた。しかし連れん絡らく先さきも知らず、これなら名案だと思った伊い織おり、湊みなと、楓かえで、美み鈴すずの四人で遊ぶという案も、美み鈴すずによってあっさりかわされてしまった。

『むっふっふ……そういうお誘さそいはまだちょーっと早いんじゃないかな～？』

『字じ面づらでそういう笑い方を見るとだいぶ滑こつ稽けいだな』

『オッケー、楓かえでにいおりんの悪評を力の限り吹き込んであげるね♪』

『土下座の自じ撮どりでよろしいでしょうか』

『いおりんのそういう切きり替かえの早さ、きらいじゃないよ』

　などのやりとりをしたが、そのあともしばらく話を聞いてみると、どうやら楓かえでは休みのときに人と遊ぶという概がい念ねん自体がなく、『外に遊びに行く』というよりは『家族、もしくは極きわめて近しい人と遊びに行く』という表現がしっくり来るとのこと。今は家族以外では美み鈴すずとしか遊びに行こうとしないらしい。

『小学校のときは、もうちょっと積極的に外に遊びに出てたんだけどねぇ』

　美み鈴すずが何の気なしに打った文字に、少しだけ胸が締しめ付つけられる。楓かえでは中学だけ女子校に行っていたと聞いた。美み鈴すずによればトラウマになるようなひどい出来事があったわけではないらしいが、それでもきっと、色々あったのだろう。

「なあ湊みなと」

「ん～？」

「よくアニメで、悲ひ惨さんすぎる過去を持った人って登場するだろ？」

「たしかに、『ヒロインの隠かくされた過去が……』みたいな煽あおりはよく見るね」

「別にそういうのは否定しないっていうかぜんぜん賛成なんだけど、そういう過去の出来事ってゼロか百かでは括くくれないと思うんだよな」

「ふむ。その心は？」

「悲ひ惨さんすぎる過去を持つ人はたしかにいるし、何のつらさも味わったことがない人もいるかもしれない。でも、大多数の人は『過去にそれなりにしんどいことがあった』人だと思うんだわ」

「それは……うん、たしかにそうだろうね」

「なかなか言葉にするのが難しいんだけど、俺はそういう、人の『ちょっとしんどかった過去』に寄より添そうことができたらいいな、って週イチくらいで思ってる」

「高一でよくぞその境地に……。ところで伊い織おり、ひとついい？」

「ん？」

　頰ほおに伝った汗あせを手ての甲こうで拭ぬぐう。

「この話……真昼間の外でする話かなぁ？」

「たしかに」

　体育のサッカーの休きゆう憩けい中ちゆうだった。容よう赦しやのない陽ひ射ざしがふたりを炙あぶる。

「そっち行ったぞー！　カバー入ってー！」

「攻せめろ攻せめろー！」

「今だー！　行けー！」

　威い勢せいのいい声が飛とび交かい、乾かわいたグラウンドの上で白と黒のボールが跳はねまわる。お調子者が全力でボールを蹴けり、ゴールのはるか上を舞まってしまって笑いが起こった。

「いきなりこんな話をするのは、暑いのが原因かもしれない……」

「たしかに、これだけ暑ければ伊い織おりの頭もバグるよね……」

「さりげない毒で少し頭が冷えましたけども」

　今日の最高気温は三十℃。昼休み直前のこの時間帯は、おそらくそれくらいまで達しているだろう。グラウンドで積極的に運動している面々は限定されていて、伊い織おりや湊みなとのようにサッカーコートの周りでだべっている生徒は多い。

「女子は中でバスケだろ？　最初は羨うらやましいって思ったけど……」

「中は中で大変でしょ。蒸むし焼やきみたいなもんだし」

　三十℃はふた昔前なら夏の全ぜん盛せいともいえる気温、と聞いたことがある。日ひ陰かげで涼すずんでいればまだなんとかなるが、男子は陽ひ射ざし降り注ぐ下で、そして女子は冷れい房ぼうのない屋内で積極的に身体を動かしている。正気の沙さ汰たか、とさえ思う。

「体育館の窓は開けてるみたいだけど、あれでも限度はあるよなぁ」

「バドミントンをやるときはもっと地じ獄ごくみたいだよ。少しでも風が入ってシャトルがぶれたらいけないから、真夏でも閉め切ってやるんだって」

「それは罰ばつゲームすぎないか？」

　一ヶ月も経たてば、クラスメイトから各部がどんなふうに練習しているのかの情報が入ってくる。バド部のクラスメイトは先せん輩ぱいに「夏はぁ……マージでキツいからなぁ……ふふふ……」と遠い目で虚うつろな笑えみを浮うかべられたと聞いていた。

「真夏で気温が三十五℃とかになったらどうするんだろうな？　みんな溶とけるぞ？」

　コートの端はしから端はしまで全力で駆かける男子を見ながらつぶやく。彼らもさらに五℃ほど気温が上がったらまず無事ではすまないだろう。走っている途と中ちゆうに蒸発するのではなかろうか。

「時間帯を早くしたり、逆に夕方活動する部もあるみたいだね。大会前でどうしてもがっつりやりたい場合は、冷れい房ぼうのある体育館に移動する部活もあるらしいよ」

「みんな大変だなぁ……」

「やっぱりこれも真昼間のグラウンドでする話じゃないと思う」

「たしかに」

　もういちど汗あせを拭ぬぐう。

「ところで伊い織おり、体育のときは毎回右ひざが痛むって言ってたよね？　大だい丈じよ夫うぶ？」

「そうそう、動いてるときはアドレナリンが出て意外となんとかなるんだけど、こうして落ち着いてるとじくじく痛み出すんだよな」

「ノリツッコまないって選せん択たく肢しがあるんだ……」

「ちゃんとノリツッコミをすると十中八九スベるからな……」

　そして地じ獄ごくみたいな空気を味わう。

「だぁぁ～……しんどぉぉぉ～……」

　交代して休きゆう憩けいに入った男子が、幽ゆう鬼きのような足取りでやってきた。

「おつかれ」

　伊い織おりの言葉に力なく腕うでを上げて答え、隣となりに座る……かと思いきや、伊い織おりと湊みなとの前で仁に王おう立だちをした。

「俺は！　女子と体育がしたい！」

「「潔いさぎよすぎるな（ね）」」

　腰こしに両手をつき、からっとした笑えみを浮うかべるクラスメイトはあまりにも男らしかった。

「いや、楽しいよ？　楽しいけどさ、せっかくなら女子がこっちをちらちら横目で見てる中で頑がん張ばって、あわよくば気になる子の近くで休きゆう憩けいして、その子に『すっごいはしゃいでたね～』なんてからかい混じりの笑えみを浮うかべてほしいわけよ」

「お前の具体的すぎる妄もう想そうはわかった。もう休め」

　虚うつろな目で優やさしい微ほほ笑えみを浮うかべるクラスメイトが本気で心配になった。

　男子が日ひ影かげを求めてさまよい歩き去るのを見届けたところで、ぽつりとつぶやく。

「女子のバスケ……」

「涼すず原はらさんのプレイが見たいんだ？」

「ツッコみたいけど、どこをはたいても手に汗あせがつくから不快だな」

「それは僕も同じだけど」

　伸のばした手を引っ込める。

「……ちょっと水飲んでくるわ」

「はーい、行ってらっしゃい」

　体育館の日ひ陰かげに置いてあるペットボトルの水を求めて立ち上がる。

　一気に半分ほど喉のどに流し込んだところで、不意に体育館の重い扉とびらが開いた。

「あっつ～～～い！　窓だけじゃムリー！」

　クラスメイトの女子ふたりがドアを開け、まるで涼すずしくない風を浴びて「こっちのがまだマシ～」とつぶやいている。中はよほどなのだろう。

　中も外も大変なんだな、と思っていると──

「あ、ごめーん」

　バスケットボールが開いた扉とびらからぽーんと飛び出した。伊い織おりはペットボトルを置いて、小走りでボールを拾いに行く。

「あ～、佐さ久く間まくんありがと～！　内うち履ばきだと出づらいからさぁ～」

　ボールの砂を払はらって渡わたすと、女子がにかっと嬉うれしそうに笑った。

「だろうなー。男子だと躊ちゆう躇ちよなく出ちゃうやつもいると思うけど」

「そのあと洗うのも面めん倒どうでしょ？　助かる～」

「今ちょうど涼すず原はらさんがプレイしてるよ。上がって見てったら？」

「そうなんだ。せっかくだし……んん？　なんで今……」

　女子の言葉に引っかかりながらも体育館に入る。

「楓かえで～！　行け～！」

　美み鈴すずの応おう援えんの声の先に、銀ぎん髪ぱつをなびかせる楓かえでを見つけた。

（え、はやっ!?）

　パスを受け取った瞬しゆん間かんに楓かえでが颯さつ爽そうと駆かけ抜ぬけ、ディフェンスをひとり抜ぬく。次のディフェンスはいかにも運動神経の良さそうな隣となりのクラスの女子で、低く腰こしを落として楓かえでを睨にらむ。楓かえでも同じくらい腰こしを落とし、数回ボールを弾はずませた直後、右に行くと見せかけて左に切り込む。相手の女子はそれでもくらいついてきたが──さらに楓かえでは身体をスピンさせ、もういちど右から切きり抜ぬけた。相手の黒くろ髪かみと楓かえでの銀ぎん髪ぱつが数すう瞬しゆんのうちにまじりあう光景。きゅっ、きゅっと鳴る足音があまりにも見事。

　ゴールと楓かえでのあいだには誰だれもいない。ボールを両手で持ち、余よ裕ゆうを持って一歩、二歩。

　ボールを持った右みぎ腕うでを上げる姿は、伊い織おりだけでなく女子たちも見とれていた。

　バスケボールがボードに当たり、ゴールネットをくぐる。そこでホイッスルが鳴った。楓かえでのチームが圧勝している。

「楓かえでちゃんすご～い！」

「つよすぎだってー！」

　チームメイトの女子が口々にはやし、楓かえでにハイタッチを求める。

「あ、う……そ、そんなことは……」

　楓かえでが頰ほおを赤らめながら、てちてちと手を合わせる。見事なプレイからは想像もつかないほどウブな仕草。

「ふぅ……」

　雪白の肌はだに汗あせがにじんでいる。半はん袖そでとショートパンツ姿になっていることで、すらりとした手足がよく見えた。衣ころも替がえの移行期間で、楓かえでの夏服姿はまだ見たことがなかった。不意に増加した露ろ出しゆつに伊い織おりの鼓こ動どうが一気に高鳴る。

　チームメイトとのハイタッチを終えた楓かえでがひと息つき、Ｔシャツの首元をつまんでぱたぱた、ぱたぱた。それから手の甲こうで頰ほおに伝う汗あせを拭ぬぐう。

　ひとつひとつの仕草があまりにもなめらかで美しい。楓かえでは育ちがいいのかな、と場ちがいな感想を抱いだく。彼女の所作のひとつひとつがちがう種類の重力を持っているかのようで、いちいち視線が引きずられてしまう。

（そうだ、己おのれをつねろう）

　このままではクラスメイトをガン見する変態になってしまう。わき腹と太ももを同時につねるとちょっと我に返った。力を込めすぎてかなり痛いが、クラスメイトに不ぶ躾しつけな視線を送り続けるよりははるかにマシだ。

　体育はまだ続いているし、いつまで経たっても戻もどらない伊い織おりのことを湊みなとが心配するかもしれない。

　俺は帰る、帰るんだ……と言い聞かせながら、楓かえでに背を向けようとすると。

「か～えで！　おっつかれ～！」

「ひゃあん!?」

　美み鈴すずが楓かえでに後ろから抱だきつき、胸の膨ふくらみに十本の手の指を食い込ませた。ぽしょぽしょとした話し声からは想像もつかない桃もも色いろの艶なまめいた声に、やわらかく形を変えた胸。

（あかん）

　心の声がなぜか関西弁になった。わき腹と太ももをふたたびつねるも、痛みがまるでわからない。

　美み鈴すずがワルいにも程ほどがある笑えみを浮うかべて楓かえでの胸を揉もみしだく。なんだか空気が桃もも色いろに見えてきた。え、なに、女子だけだとこんなことになってるの？

（これは本気で逃にげないと……あ、やべ）

　不意に美み鈴すずと目が合った。

「おやおや～？　いおりん、これはラッキーなとこを見ましたな～？」

　口を「ω」の形にして引き続き胸を揉もんでいる。誰だれかあの暴走機関車を止めてください。

「みす、ず……っ？　誰だれのことを言っ……て……」

　頰ほおを上気させた楓かえでが伊い織おりの姿を捉とらえたとたん、可か愛わいらしい表情が一いつ瞬しゆんで消えて真顔になった。視線だけで心臓を貫つらぬかんばかりの冷たさ。美み鈴すずが楓かえでから離はなれ、ちろっと舌を出しながら伊い織おりに「ごめんね」とジェスチャーを送る。

　楓かえでが無言でバスケボール入れのほうへ行き、

「目もく撃げき者しやは消す」

「すげぇ物ぶつ騒そうなこと言ってる!?　あっぶな!?　ちょ、あぶな……っ！」

　楓かえでは外れるのも構うことなく、籠かごのボールを容よう赦しやなく投げてくる。尋じん常じようじゃなく速い。あと目が怖こわい。狩人かりゆうどだったら動物に感づかれて逃にげられるくらいの殺気。

「あぶっ、ちょっ、マジであぶなぐはっ!?」

　壁かべに跳はね返かえったボールが背中にヒットする。跳ちよう弾だんをくらう日が来るとは思わなかった。楓かえでは怒いかりのままに投げているかと思いきや、ときおり高く投げ上げて時間差で攻せめてくる。超ちよう速そくのボールをひとつふたつと避よけたところで、弧こを描えがいたボールが肩かたに当たる。

「だいじょーぶかいおりん！　助すけ太だ刀ちするぞ！」

「マジでやばいから助け……ってそっちにかよ！」

　美み鈴すずは楓かえでを止めるどころか、いっしょにボールを投げ始めた。めっちゃ楽しそうに笑ってますね。

「むぅ～……避よけるな……っ」

「無理だってのいってぇ!?」

　楓かえでは無表情から可か愛わいらしくむくれた表情に変わっているが、ボールは相変わらず速い。美み鈴すずは途と中ちゆうからボール拾いに役目を変えたため、楓かえでの投とう擲てき、もとい攻こう撃げきペースが上がる。

「いいぞ～！」

「いけいけー！」

　他の女子は三人の攻こう防ぼうをやんややんやとはやし立てている。控ひかえめに言ってこれはいじめなのではと思うのだが、楓かえでの剝むき出だしの感情をぶつけられたことが嬉うれしくてちょっと楽しくなってきた。自分に被ひ虐ぎやく趣しゆ味みがあるのでは……と雑念を抱いだいた瞬しゆん間かんにボールが太ももに当たり、悶もん絶ぜつしたところでわき腹と肩かたに当たる。そろそろ限界。

「ちょ……っ、マジで……もう……っ！」

　美み鈴すずが楓かえでをちらちらと見て、そろそろ頃ころ合あいかなーと探さぐっている様子が見える。マジで早くやめてくれと願っていると──ぺしっ、ぺしっ。

「こーら」

　体育の女性教師が、楓かえでと美み鈴すずの頭に優やさしくチョップしていた。

「多少はしゃぐのは構わないが、さすがにやりすぎだぞ？」

「ぅ……す、すみません。でも罪には罰ばつを与あたえないと……」

「しゅんとしながら怖こわいことを言うんじゃない……。鹿かの岡おかも。涼すず原はらの保護者として悪ノリのしすぎはやめなさい」

「わたし保護者扱あつかいなんですか!?　自覚はありますけど！」

　自覚はあるらしい。

　グラウンドでホイッスルが聞こえた。

「ほれ、号令だ。佐さ久く間まも早く行くといい」

「わかりました……ありがとうございます、助かりました」

　これ以上この場にいても、ふたたび楓かえでにぼこぼこにされるのが目に見えている。一礼してすばやく戻もどった。

「伊い織おり、遅おそかったね。どうしたの？」

「あーいや、色々あってだな……」

　男子はコートでプレイしている生徒以外は比ひ較かく的てき自由にしていたため、伊い織おりの行動が目立つことはなかった。整列して教師のまとめの言葉を聞くあいだ、隣となりの湊みなととこそこそ話す。

「いや、もう、本当に色々あった……」

「水を飲みに行っただけでそんなに疲つかれることができるって、もはや才能だね……」

　湊みなとが困ったような笑えみを浮うかべた。

　水を飲みに行ってからの出来事を思い返す。

　体育館の重い扉とびらが開き、飛び出たボールを拾った。

　そこで楓かえでのプレイを目まの当あたりにして、そしてそのあと美み鈴すずが楓かえでの胸を──

「……伊い織おり？　急に前かがみになってどうしたの？」

「ナンデモナイ……」

「なんで片言なの……」

　やわらかくひしゃげる、男子の煩ぼん悩のうの矛ほこ先さきであるアレとか。

　美み鈴すずをたしなめながらも強くは止めようとせず、漏もれそうになった声を抑おさえようと引き結んだ薄うすい唇くちびるとか。

　運動直後であることと羞しゆ恥うち心しんが原因で上気した白い肌はだとか。

（あかん）

　ひとつひとつを思い出すたびに、身体の一点が急激に元気になっていく。

「湊みなと。俺は煩ぼん悩のうの塊かたまりだ」

「急にどうしたの」

「俺の二にの腕うでをつねってくれ。それなりの力で」

「それなりってことは本気でってことだね」

「どういう日本語だよそれいってぇぇ!?」

「こらー、はしゃぎすぎだぞー」

　体育教師に指し摘てきされ、笑い声が起こる。

　伊い織おりは熱くなった顔をぺちぺちと叩たたき、先生に謝りつつも、脳のう裏りに焼き付いた楓かえでの艶あで姿すがたを何度も何度も再生していた。
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　体育後の昼休み。

（ちょっとひとりにならないと）

　いつもは湊みなとや他の男子と昼食をとっているが、先ほどの出来事がまだまだ尾おを引いていて、おそらく食事中もたびたび奇き妙みような言動をしてしまうことが予想できた。他の男子はまだしも、伊い織おりのことをよく知っている湊みなとなら何かしらを察して、踏ふみ込こみすぎない程度にあれやこれやと質問してくるかもしれない。まずは冷静になる必要があった。

（そういえば、屋上が使えるんだよな）

　伊い織おりはまだ使ったことがなかったが、ベンチがいくつもあると聞いている。顔見知りがいなかったら屋上でゆっくりしてみるか……と思い、自分で作った弁当を持ってぽてぽてと校内を歩く。

　伊い織おりは散歩が好きだ。屋内でも屋外でも、それまで歩いたことのない道にふらりと立ち寄ったときの意外な景色や、「こことここが繫つながってたのか！」といった小さな発見は胸躍おどる。かといってどんどん旅行に行って未知を追求したい……といった冒ぼう険けん心しんがあるわけではなく、あくまで自分の生せい活かつ圏けんの中での小さな発見を喜びとしている。

　屋上に向かう途と中ちゆうの道は、まだ通ったことがなかった。なので様々な「ちょっとした発見」がある。

　文化祭のときにしか使われないという空き教室で、イヤホンを着けて動画を観ながら楽しげに踊おどる女子がいたり。

　目立たない階段に座り、仲睦むつまじく会話をするカップルがいたり。

　教室からは見えない場所にある花か壇だんで咲さき乱みだれる花に和なごんだり。

　ちょっとした発見をしつつ、伊い織おりが通り過ぎるときのカップルの慌あわてようと、通りすぎたあとに「びっくりした～」「ドキドキするね」といった淡あわい会話に頰ほおをゆるめた。基本的に散歩は外のほうが好きだが、まだまだ見慣れない校舎は充じゆう分ぶんに散歩のしがいがある。

（そういえば……涼すず原はらさんっていつもどこでお昼を食べてるんだ？）

　ふと思い出す楓かえでの顔。

　彼女は昼休みになると、いつも美み鈴すずといっしょに教室から出ていく。パンを買うところを目もく撃げきしたことはあるものの、昼食をとっているところはいちども見たことがない。

　校舎にはまだまだ自分の知らないスポットがある。そのいずれかで楓かえでは昼食をとってるんだろうな……と思いながら屋上に続く階段を上がる。

　ドアを開けた瞬しゆん間かん、ふわりと風が吹ふいた。あいにく涼すずしさには欠ける風だが、それでもどこか優やさしい。

「あれ？　いおりん？」

「へ？」

　横からかけられた声に振ふり向むくと、給きゆう水すい塔とうの日ひ陰かげになったベンチにクラスの女子たちが座っていた。移動させたのか、ベンチがコの字になって六人が腰こしを下ろしている。

　声をかけてきたのは美み鈴すずだった。

　そしてその隣となりには、楓かえでの姿。

（ここで食べてたのか……んん？）

　楓かえではパンをはむっと咥くわえた状態で固まっていた。その脇わきには空になった弁当箱、さらに空になったパンの袋ふくろがひとつ。

（きーーまーーずーーいーー）

　伊い織おりの存在に気付く寸前まで幸せそうに目を細めていたが、今は虚きよ無むの表情で伊い織おりをじぃぃ……じぃぃぃぃ……っと見つめている。

　楓かえでは伊い織おりを見つめた（睨にらんだ？）ままもっきゅもっきゅとパンを食べ、こくりと飲み込み、ぎぎぎ……とぎこちなく顔をそむけた。それから思い出したように腕うでで口元を隠かくし、

「パパラッチが、ついにここまで来た……」

　わずかに覗のぞいた頰ほおが赤い。

「い、いや、たまたまだから!?」

　伊い織おりと楓かえでのやりとりを、美み鈴すずをはじめとする女子たちがなんだか生温かい目で見ている。

「いおりん、せっかくだから一いつ緒しよにごはん食べよっか？」

「美み鈴すず？　正気……？　ＳＮＳに何書かれるかわかんないよ……？」

「勝手に俺を分別のないゲス野や郎ろうにしないでくれる？」

　楓かえで以外がいっせいに噴ふき出だす。

「いいよいいよー」

「佐さ久く間まくんも来なよー」

「え、い、いいの……？」

　てっきり美み鈴すずだけかと思いきや、残りの女子四人もあっさり同席を許した。というかノリノリだ。バスケでの桃もも色いろ空間を思い出して顔が熱くなるも、もはや断れる空気ではない。誘ゆう導どうされるままにコの字の一辺の、端はしから楓かえで、美み鈴すずと並んでいるその隣となりに腰こしを下ろす。

（き、気まずい……っ！）

　女子の集まりを花はな園ぞのと形容をすることは知っている。お嬢じよう様さまでもないのにその表現はどうなんだよなどと思ったこともあったが、なるほど。こうやって内側に入り込んでみると、たしかに男子だけ、あるいは男女が混ざり合った状態では生まれ得ない空気がある。要するに激げき烈れつに居い心ごこ地ちが悪い。みんなニコニコしているし会話も楽しいのだが、それとこれとは別だ。この場にいる女子全員から継けい続ぞくダメージを負わせるオーラでも出ているかのようだ。早く回復しないと死ぬ。

「わー、いおりんのお弁当ってがっつりだねー。男子だー」

　本気で帰ろうかと迷っていると、美み鈴すずが伊い織おりの弁当を見てはしゃいだ。他の女子も「なになに？」と覗のぞき込こんでくる。楓かえではそっぽを向いてもしょもしょとパンを食べている。見み間ま違ちがいでなければ、弁当のほかに二つのパンを食べていることになる。

　今日は体育があるからと、生しよ姜うが焼やき丼どんにしていた。弁当箱一面に敷しき詰つめられた白米と、その上の生しよ姜うが焼やき。野菜は朝と夜に食べることにした。とにかく肉が食べたかった。

「わかりやすいねーこれ。お母さんが作ったの？」

「いや、親は忙いそがしくてあんまそういうことはできないんだわ。妹と交こう替たいで作ってて、今日は俺が作った」

「「「えー！」」」

　女子のテンションが一気に上がる。黄色い声とはよく言ったもの。楓かえではそっぽを向いているかと思いきや、伊い織おりのほうを見て意外そうに目を見開いていた。

「へー、いおりんが作ってるんだー。すごいね！」

「これ、よく見たら二層になってる？」

「ああ、とにかく生しよ姜うが焼やきが食べたくて。上から生しよ姜うが焼やき、ご飯、生しよ姜うが焼やき、ご飯、って感じ」

「あはははは！　ストロングスタイル！」

　女子の盛り上がりが最高潮に達する。屋上に他の生徒がいなくてよかった。

（ん？）

　ちらりと楓かえでを見やると、いつの間にか控ひかえめに身を乗り出し、伊い織おりの弁当をじっと見つめていた。

「……………………」

　なんだか、目がキラキラしている。

「楓かえでってば、まだ食べ足りないの？」

「う……うん。今日のお弁当、ちょっと控ひかえめだったし……体育もあったし……」

　美み鈴すずと会話しながらも徐じよ々じよに身を乗り出してくる。ふわりと香る制せい汗かん剤ざいの涼すずやかな匂におい。銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの見た目によく似合う匂においだし間近で見る顔が整いすぎてて訳がわからないしで大混乱に陥おちいる。

「えっと……食べる？」

「えっ。……パパラッチからの、施ほどこしは、う、受けぬ……」

「英語と武士言葉が混ざるってどういう状態？　維い新しん志士なの？」

　楓かえでが高速で顔をそむけた。空を仰いでぷるぷるしている。

「パンも買ってるから、ちょっと分けるくらいなら大だい丈じよ夫うぶだけど」

　三つのパンを見せると、女子たちが「おお～……食たべ盛ざかり……」とつぶやいた。どういう気持ちでその声を受け止めればいいの？

「で、でも……」

　楓かえでがちらりと流し目を送り、きゅっと目をつぶり、もういちど流し目を送る。

　それから自分の箸はしを取り出し、いただきますの一礼をしてから、

「で、でも……」

「言葉と動きが合ってなさすぎるけど、なに、口と手のあいだに時差があるの？」

　また顔をそむけた。

「いいじゃん楓かえで、もらっちゃいなよ半分くらい」

「それは多すぎるから!?」

「美み鈴すずがそこまで言うなら、半分もらおうかな……」

「なんで美み鈴すずさんに権限が譲じよ渡うとされてんの!?」

　言いながらも、ようやく食べる気になった楓かえでに弁当箱を差し出す。美み鈴すずが受うけ渡わたしをしやすいように背すじを反らしているのが愛らしい。

「い、いただきます……」

　おそるおそる弁当を受け取った楓かえでが、生しよ姜うが焼やき丼どんの手つかずの部分に箸はしを差し込む。たっぷりとタレの染しみ込こんだ生しよ姜うが焼やきと白米の組み合わせ。本能に訴うつたえかける凶きよう悪あくな食物に、楓かえでがこくりと細い喉のどを鳴らす。

　薄うすい唇くちびるが控ひかえめに開き、生しよ姜うが焼やきと白米をいっぺんにかきこむ。唇くちびるについたタレをちろりと舐なめる仕草が可か愛わいらしい。

　もぐ、もぐ、もぐ。

　ゆっくりと咀そ嚼しやくすると、楓かえではほわりと目を細めた。

「……美お味いしい」

「……それはよかった」

　ほっと胸を撫なで下おろしつつ、楓かえでの無防備極きわまる姿を見れたことに内心悶もん絶ぜつする。

「えっと、ありがとう」

「ん、どういたしまして」

「……もうちょっと食べていい？」

「どうぞどうぞ」

「八割くらいもらうけど、いい？」

「なんで美み鈴すずさんより理り不ふ尽じんなの？」

　ふたりのやりとりに美み鈴すずたちが噴ふき出だす。

「いや～、いおりんはホントいいキャラしてるな～」

「素す直なおに喜んでいいものなのか……」

「あ、楓かえで！　いくらなんでもそんなに食べちゃダメだって！」

「えっ!?」

「そ、そんなに食べてない……っ」

　美み鈴すずに引っかき回され、伊い織おりと楓かえでが慌あわてる。

　その光景を見ていた他の女子は、意外そうに目をぱちくりさせ、それから楽しそうに笑っていた。




　教室に戻もどって席につくと、前の席の湊みなとがくるりと振ふり返かえった。

「伊い織おり、どこで食べてたの？」

「屋上」

「ひとりで？」

「……サア、ドウダロウナ？」

「誰だれかと食べてたんだ」

「…………」

「この反応は男子とじゃないな～」

　これ以上あがいても心が折れる。観念して事情を話すことにした。

「俺を見る女子の目が、なーんか妙みように生なま温あたたかかったんだよな……あれはいったい何だったのか……」

「伊い織おりが涼すず原はらさんのこと意識しまくってるって、みんなとっくに知ってるからしょうがないんじゃない？」

「え」

──今ちょうど涼すず原はらさんがプレイしてるよ。上がって見てったら？

　体育で聞いた言葉を思い出す。

「しかも話を聞いた感じ、涼すず原はらさんもふだんまず見せないような雰ふん囲い気きを出してるでしょ？　そりゃ～僕もその場にいたら生なま温あたたかい目で見るよ。実じつ況きよう配信だったら投げ銭しちゃうかも」

「なんで!?」

　自分の恋こい心ごころが周りにバレバレ、という事実をさらりと明かされて動どう揺ようが止まらない。

「なあ湊みなと、みんないつから知ってるんだ？　全員が知ってるわけじゃあないよな？」

「揺ゆらさないで～。酔よう～」

　糸かってくらい目の細い友人の肩かたを摑つかんでぐらぐら揺ゆらしていると、楓かえでたちが帰ってきた。楓かえでは何食わぬ顔で伊い織おりの隣となりの席につくが、美み鈴すずは口を「ω」の形にして伊い織おりをちらちらと見ている。

（ん？）

　美み鈴すずがスマホを取り出し、ちょいちょいと指さした。自分のスマホを取り出すと、美み鈴すずからトークアプリのメッセージが届いている。

『以下のメッセージは、屋上にいた女子グループ（楓かえで含ふくむ）の総意です』

『わたしたちが屋上で食べるのは、毎週月曜と水曜です』

『雨の場合は一日後ろにずらします』

『食べに来たかったらいつでも来ていいよ』

『今度は妹さんのお弁当も見せてね！』

「……マジで？」

　スマホの画面を見たあと、まず見てしまったのは楓かえでの顔だった。伊い織おりが屋上に行くことに楓かえでも同意してくれたというのが信じられない。

　伊い織おりの視線に楓かえでが気付く。

　ノートで目から下を隠かくし、顔をそむけたかと思えばちらりとこちらを見やり、

「……調子に乗らないように」

　照れくささがめいっぱいにじんだ声こわ音ねに、伊い織おりは呆ほうけた顔で何度も何度も頷うなずいた。

（うーわ、これは……うーわ……うーわ……マジかー……）

　できることなら両手で顔を覆おおって天を仰あおぎたかったが、そんなことをすれば湊みなとと楓かえでに何を言われるかわかったものではないので自重した。

　クラスメイトに自分の恋こい心ごころが思いきりバレているというのは、正直死ぬほど恥はずかしい。

　けれど、こうやって遠まわしながらも援えん護ご射しや撃げきをもらえるというのは、それ以上に嬉うれしかった。








Interlude






「楓かえで、いおりんの生しよ姜うが焼やき丼どんは美お味いしかった？」

　帰り道で美み鈴すずに尋たずねられた。その顔がなぜかやけに楽しそう。

　顔を上げ、伊い織おりが作ったという生しよ姜うが焼やき丼どんの味を反はん芻すうする。

　空に浮うかぶ生しよ姜うが焼やき丼どんの幻まぼろし。

　口の中がちょっと潤うるんだ。

「……うん」

「どれくらい美お味いしかった？」

　人差し指をあごに添そえ、しばし考える。

「……あわよくば、全部もらいたいくらい？」

「あはははは！　貪どん欲よくにも程ほどがある！」

　美み鈴すずがお腹なかを抱かかえて笑う。

「だって……美お味いしかったから」

　自分の感情には正直でありたい。伊い織おりのお手製弁当は間ま違ちがいなく美お味いしかった。

　不意に美み鈴すずが立ち止まる。

「……美み鈴すず？　どうしたの？」

　尋たずねると、美み鈴すずはやわらかな笑えみを浮うかべ、

「楓かえではなんだか……いおりんといるときの顔が、ぐっとやわらかくなった気がする」

「……そう、なの？」

「そうそう。表情筋の筋トレになっててとってもいいと思いまいひゃいいひゃいいひゃい！」

　細い手をぱたぱたさせるのが可か愛わいいなーと思いながら、もっちりほっぺをしばしつまんだ。
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　とある日の放課後。

　伊い織おりが昇しよう降こう口ぐちで靴くつを履はき替かえて外に出ると、入口横のエントランスに数ヶ所設置されているベンチつきのテーブルに、楓かえでの後ろ姿を見つけた。美み鈴すずを待っているのだろうか。

（なるべく自然にあいさつを……ん？）

　斜ななめ後うしろから近付こうとすると、楓かえでが一心にスマホの画面を見ていることに気付く。無表情なのはいつものことだが、その目がやけにキラキラしている。

　もう数歩ばかり近付くと、写真を投とう稿こうするＳＮＳを見ていることがわかった。

　画面に映る写真は、様々な髪かみの長さの引ひき締しまった女性たち。共通点は楓かえでと同じ銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんであること。

「そういうの、よく見るんだ？」

「……っ!?　……っ!!」

　伊い織おりの声こえ掛かけに野生動物のごとく驚おどろき、飛とび跳はねる。太ももがテーブルにぶつかってしまい楓かえでが悶もん絶ぜつした。

「ご、ごめん」

「べつに……いいけど」

　楓かえでは太ももをさすりながら、スマホの画面を伏ふせてしまう。

「隠かくさなくてもいいのに」

　少なくとも、先ほどの楓かえでの目は写真の女性たちに対する真まっ直すぐな羨せん望ぼうで溢あふれていた。純じゆん粋すいな好意のこもった瞳ひとみは見るだけで頰ほおがゆるむ。恥はじることなど何もないはずだけれど。

　伊い織おりの何気ない言葉に楓かえでは目をぱちくりさせ、それから白銀の髪かみの毛先を人差し指でくるくると巻き、唇くちびるをにゅっと尖とがらせた。崩くずれ落おちそうになるのを賢けん明めいにこらえる。

「だって……こういうのを男子が見ると、バカにするから……」

　楓かえでの視線はどこか、過去の苦い思い出を手た繰ぐり寄よせるように泳いでいた。

「……そっか。面めん倒どうな絡からみ方かたしてごめん」

「べつに……パパラッチはパパラッチだから。これくらい気にしない」

「呼び方がパパラッチだといまいち場が締しまらないんだけど」

　楓かえでがノートで目から下を隠かくす。

　いつものように顔をそむけるかと思いきや──伊い織おりと目が合ったまま、楽しげに目を細めた。

　心臓をわしづかみにされた。

　あの日、伊い織おりの恋こい心ごころをかっさらった笑えみが、その一部とはいえ自分に向けられている。

「どうしたの？」

「え、あ、いや……なんでもない」

　楓かえではいつもの無表情に戻もどっている（ただし小首をかしげている。伊い織おりは瀕ひん死しだ）。それでも、先ほどの笑えみが頭から離はなれない。目をほんの少し細めるという仕草。長さで言えば一センチ、あるいはそれよりも短いかもしれない。そんな、目の前で見ているからこそわかるわずかな表情の変化が、伊い織おりの心を離はなさない。この子の笑え顔がおが見たい、もっといえば自分が笑わせたいという思いがいっそう強くなる。

「パパラッチ、どうしたの？」

　楓かえでがますます首をかしげる。小首どころではなくなり、ちょっとシュールな絵面。ここから先ほどのような笑えみが見れるとは想像すらできない。少なからず距きよ離りは縮んでいる気はすれど、楓かえでは依い然ぜんとして伊い織おりのふだんの振ふる舞まいで笑うことがない。目の前に人にん参じんをぶら下げられた馬の気分だ。

「パパラッチはやめてくれ……」

「じゃあ……パパラッチ佐さ久く間ま？」

「売れない芸人みたいなんだけど」

「それじゃあ、どう呼べばいいの？」

「え……っ」

　いつもと何ら変わらないトーンで尋たずねられ、心臓が跳はねる。さっきから心臓にブラック労働を課している気がする。ごめんなさい。

（どう呼んでもらうか……俺が決めていいのか!?）

　そんな権限を与あたえられる日がくるなんて。

　まず浮うかんだのが名前呼び。しかし先ほどの微ほほ笑えみの断だん片ぺんひとつで瀕ひん死しになっているのに、いきなり名前で呼ばれたりしたら表情筋が液状化しそうだ。湊みなとに名前を呼ばれただけでも「涼すず原はらさんに同じ呼び方をしてもらってるんだな」と思ってニヤけてしまうかもしれない。おめでとう、変態の誕生だ。

　それではあだ名はどうだろう。美み鈴すずの「いおりん」とは別がいい。せっかくだから特別感がほしい。けれどパパラッチのように特とく殊しゆすぎるものは避さけたい。と、ここで自分は今まで苗みよう字じか名前で呼ばれることがほとんどだったことに気付く。小学生の頃ころに変なあだ名をつけ合う遊びをしたことはあったが、どれも定着することはなかった。ちなみにそのとき伊い織おりにつけられたあだ名は「小お田だ原わら」「紙風船」「旧正月」の三つ。呼ばれても自分だと気付くまで毎回三秒以上かかっていた。

　名前呼びは心臓が耐たえられない。しかしいいあだ名もない。

　となれば……。

「ええっと……涼すず原はらさんがいいなら、その、みょ、苗みよ字うじ……」

「パパでいい？」

「話聞いてた!?　ていうかなんでそこだけ切り取ったんだよ!?」

「パパ～」

「響ひびきがまずい！　もはやぜんぶ間ま違ちがってるから！」

　楓かえでがノートで目から下を隠かくし、目を細める。思考が吹ふき飛とぶ。何も言えなくなる。

（ああもう、可か愛わいすぎるんだって……っ！）

　楓かえでの評判はすっかり全校に広がり、根付いていた。氷のごとく無表情なことが生徒たちの好こう奇き心しんをかきたて、どんな性格をしているのかなどの検証がなされている。どの噂うわさも伊い織おりがときおり見てきた楓かえでの実像とはかけ離はなれていた。いま目の前にいる楓かえでが見せる笑え顔がおは、こんなにも愛くるしい。

「さっき見てた画像……俺にも見せてくれない？」

「え、やだ」

　手を伸のばしたまま天を仰あおいだ。

「ご、ごめん……冗じよう談だんだから」

　楓かえでが珍めずらしく本気で焦あせっていた。

　後ろから覗のぞき込こむ形でいくつも画像を見る。銀ぎん髪ぱつ女性の写真は、ばっちりとキメた格好で街中を闊かつ歩ぽするものもあれば、ジムウェアを着てトレーニングに励はげむものもあった。

「かっこいいなぁ……」

「……っ！　わ、わかる……？」

　楓かえでが振ふり返かえり、目をキラキラさせて顔を近付ける。ふわりと香る甘い匂におい。噓うそみたいに綺き麗れいな顔がやたらめったら近い。楓かえでは自分の破は壊かい力りよくがわかっていないのだろうか。

「日本だと、私みたいな人ってあんまりいないから……。だから、このアプリでよく、同じような女の人の写真を見てるの」

　楓かえでが画面をスワイプしながらぽつぽつと話す。

「住んでる場所はちがっても……毎日を頑がん張ばって生きてる女の人たちのかっこいい姿が励はげみになるっていうか……私なんでこんなこと話してるの？」

「急に冷静にならなくても」

　目をぱちくりさせる楓かえでに呆あきれ笑いを浮かべながらツッコんだ。

　涼すず原はら楓かえでは、画面の中に自分の拠より所どころを求めている。

　スマホの画面を一心に見つめる彼女を見ていて、ふとそんなことを思った。楓かえでにとって、きっと美み鈴すずは大事な拠より所どころのひとつだろう。家族もそうなのかもしれない。

　けれど……それでも、楓かえでには周りと明らかにちがう見た目という特とく徴ちようがある。

　少なくともこの学校ではいじめのような目にはあっていないと思う。伊い織おりたちのクラスでは楓かえでが圧あつ倒とう的てきに目立つ個人として存在しているため、不器用な楓かえでと、コミュニケーションに長たけた美み鈴すずを中心に「スクールカースト？　何それ？」と言わんばかりにゆるふわなグループができあがっている。優等生だろうとギャルだろうとオタクだろうと、楓かえでと美み鈴すずを中心にふんわりと繫つながっているのだ。

　そんな中にあっても、楓かえではその見た目で浮ういているということに変わりはない。

「俺はさ、他の人がどう思ってるかはわからないけど……涼すず原はらさんのその髪かみと目の色、めちゃくちゃ綺き麗れいだと思うよ」

「……っ」

　どうしたら楓かえでの心の奥底に触ふれられるかがわからなくて、思っているままの言葉を口にした。楓かえでが指の動きをぴたりと止め、不思議なものを見るような目を向ける。

「えっと、俺の家庭環かん境きようも影えい響きようしてるのかもだけど……小さいときから、外国人と話したことはなくても、外国人が出てくる動画をよく観てたんだ。それでその、なんていうか、金きん髪ぱつとか、銀ぎん髪ぱつとか、そういう人のことかっこいいなーとか、綺き麗れいだなーとか、そういうことをよく思ってて……。だからその、ええと、涼すず原はらさんと初めて会ったときも、単純に綺き麗れいだなーとしか……俺なんかとんでもないこと言ってない!?」

　我に返る。めちゃくちゃ手て際ぎわの悪い口説き文句か、と心の中で自分をなじった。

　楓かえではドン引きするでもなく、ほんのりと頰ほおを朱しゆに染め、目をぱちくりさせていた。

「そっか。嬉うれしい」

　楓かえでの声は優やさしかった。少しだけ目を細めて笑う。今度はノートで顔を隠かくしていなかった。

（うわ、うわ、うわ……っ）

　心臓に焼き石を放り込まれたかのように、煮にえたぎった血液が身体中を巡めぐる。ここがどこなのかも忘れるほどの破は壊かい力。

「だから、その、お、俺、俺……涼すず原はらさんのこと……っ」

（あれ？　俺、何言おうとしてんだ？　おい!?）

　舞まい上あがりすぎて、この一ヶ月さんざん気を付けていた、ステップを何段もすっ飛ばした行こう為いに及およびそうになる。心臓の高鳴りがやまない。身体中の筋肉が強こわ張ばる。口の中が干ひ上あがる。

「ん……どうしたの？」

　楓かえでがやわらかい表情で小首をかしげる。今までこんな表情を見せてくれたことなどなかった。もしかしたら、今ならいけるのでは……？　そんな淡あわい期待を抱いだいてしまう。

（とはいえ、この流れでいきなり言ったらびっくりさせちゃうだろーー……!?）

　真っ二つに分かれた自分が数秒のあいだ目まぐるしく対立していると、不意に。

「楓かえで～おまたせ～。あれ？　いおりん？」

「────っ」

　あまりにも驚おどろきすぎた結果、ふたつに分かれた思考が同時に吹ふき飛とび、ぴんと背すじを伸のばし、気を付けの姿勢をとってしまった。

「いおりん？　どしたの？」

　美み鈴すずが目をぱちくりさせ、

「ぷっ、くっ、くく……っ」

　楓かえでが噴ふき出だし、ノートで顔をまるっと隠かくしてしまう。自分で笑ってくれているのは間ま違ちがいないが、これは意図した笑いではない。それについ先ほどまでの自分の行動を思い出すと、あまりの恥はずかしさに頭が吹ふき飛とびそうになる。美み鈴すずの登場は心底驚おどろいたがありがたかった。

「えーっと、じゃあ俺はこれで！　また明日！」

「え、ちょ、いおりん!?」

「……？」

　驚おどろく美み鈴すずと小首をかしげる楓かえでを置いて、伊い織おりは慌あわてて走り去った。
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　この出来事があってから、楓かえでとの距きよ離りが、少しではあるが確実に縮まった……という手応えがあった。とはいえ教室での会話はぽつぽつとしたもので、楓かえでの表情は相変わらず完全なる無。人前にいるという事実に緊きん張ちようするのか、それともクラスメイトに心を許しきっていないのか。もっと笑ってもいいのになーと思うと同時に、あの笑え顔がおを見たとたんにライバルが何十人と増えそうで怖こわい。

　またどこかで、ふたりで話せる機会がないかな……と考えていた、とある日の放課後。

　伊い織おりは帰り道の遊歩道をのんびり歩いていた。

（ううん、癒いやされる）

　遊歩道のすぐ横には広々とした公園があり、子ども連れのお母さんがおしゃべりに興じている。テニスコートも併へい設せつされていて、ウェアを着た女性がトレーニングマシンから打ち出される球を一心不乱に打ち返していた。逆側には小学校があり、グラウンドで元気に駆かけ回まわる小学生が見える。

　車が通らないというだけでこうも落ち着くのか……と思っていると、楓かえでがフェンシングのような構えをしていた。

（んんん？　何がどうしてそうなったの？）

　ぱっと見では訳がわからなかったが、よく見てもなおのことよくわからない光景だった。

　フェンシングのごとき構えをした楓かえでの手には猫ねこじゃらし。

　そして下げられた視線の先には、目をキラキラさせた茶トラ猫ねこ。

　無表情の美しい顔には汗あせがだらだらと流れている。汗あせというよりは冷ひや汗あせだろうか。

「ほ、ほ～ら、あそ～、び、ましょ～」

　信じられないくらいぎこちない遊びのお誘さそい。声だけ聴きいたら怪かい談だんの類かしらと思ってしまいそう。

「にゃー？」

　茶トラ猫ねこが猫ねこじゃらしを見つめ、楓かえでのもとにとことこと近付く。

「い、いい、子、だね～、ほんといい子だと思います～」

　楓かえでが奇き妙みような敬語（通つう信しん簿ぼの先生のコメントみたいだ）を話しながら、猫ねこが近付いた分だけ遠ざかる。入学式の日と同じように目がぐるぐるしていた。

（なんだこれ？）

　楓かえでの性格が多少なりわかってきた状態で考えても、まったく、本当にまったく訳がわからなかった。

「にゃー？　にゃっ！」

「うひゃぅわっ」

　茶トラが猫ねこじゃらしめがけてぴょんと跳とぶ。薄うすい唇くちびるのあいだから愉ゆ快かいな悲鳴が漏もれ、後ずさると同時になぜか持ち手を変えた。楓かえでの目は依い然ぜんとしてぐるぐるしているので意識してやっているのではないかもしれない。

「にゃ～？　にゃ～」

「うぅ……遊びましょ……こっちに来ちゃだめ……」

　甘えたがりの茶トラと、矛む盾じゆんした発言を繰くり返かえす楓かえで。これまた入学式の日と同じように、街路樹の周りをぐるぐる回りだす。楓かえでは逃にげながらも猫ねこじゃらしをかざしている。だいぶ混乱しているようだ。

　伊い織おりは見かねて、こほんと咳せき払ばらいをすると、

「……えっと、何してんの？」

　なるべく自然を装よそおって声をかけた。

「────っ」

　楓かえでが盛せい大だいに飛とび跳はね、茶トラはそんな楓かえでの反応にびっくりして素す早ばやく逃にげてしまった。

「あ……」

　楓かえでが猫ねこを見つめるも、あっという間に視界から消えてしまった。消えた場所と猫ねこじゃらしを交こう互ごに見つめ、それから伊い織おりをちらりと見る。ものすごく悲しそう。

（ん？　これは……おもちゃか）

　猫ねこじゃらしはよく見ると作り物だった。どうやらその辺に生えているものを使ったのではなく、あらかじめ準備していたらしい。

「えっと……その、ごめん。それにしても、なんであんな不思議な状じよう況きようになってたんだ？」

　楓かえでがうつむき、子どものように唇くちびるを尖とがらせる。

（そういえば、入学式の日も……）

　楓かえでの態度は矛む盾じゆんしていたことを思い出す。本当に猫ねこ嫌ぎらいならさっさと離はなれればいいだけだし、猫ねこ好ずきなら遠えん慮りよなく愛めでればいい。楓かえでの行動はどっちつかずにも程ほどがあった。

「猫ねこは……好き、なんだよな？」

「……うん、好き」

　楓かえでが猫ねこじゃらしをぴたりと止め、ほんのりと頰ほおを赤らめて頷うなずく。猫ねこに対しての言葉だとはわかっている。わかっているが、数秒だけ脳をだまして自分に言ってくれていることにしたくなった。

「えっと……入学式の日も、あの猫ねこといたよな」

「うん。……あの子、すっごい可か愛わいいの」

「でも、思ったように遊ぶことができない……って感じ？」

　整った眉まゆがくにゃりと曲がり、それから唇くちびるがちょっとだけ尖とがる。悲しいような、照れているような、そんな複雑な表情。

「猫ねこは好きなんだけど……ちょっと苦手で……」

「……話、聞かせてもらってもいい？」

　公園のベンチをちょいちょいと指差すと、楓かえでは何か言うでもなく自然とベンチに足を向けた。

　ベンチに腰こしを下ろす。ふたりのあいだはぴったりと人ひとり分。屋上で女子グループとお昼をとったとき、あいだに美み鈴すずがいたのと同じ距きよ離り感かんだ。

（なんだか噓うそみたいだな……）

　それなりに距きよ離りがあるとはいえ、楓かえでとゆっくり話すチャンスがつかめるなんて。楓かえでは伊い織おりとふたりきりであることを特に気にしていないのか、猫ねこじゃらしをふりふりと揺ゆらしてそれを眺ながめている。

「小さいときに、近所の公園の猫ねこにエサをあげようと思ったの」

「ふむふむ」

　目の前で猫ねこじゃらしをふりふり、ふりふり。ちょっと酔よいそう。抗こう議ぎの視線を向けると楓かえではぷいっと顔をそむけてしまった。

「おばあちゃんからエサの入った袋ふくろをもらって……私、すっごく興奮してて。猫ねこちゃん……猫ねこと遊べる～って」

「ふむふむ、普ふ段だんは猫ねこちゃんと呼んでるんだ」

「～～～～～っ」

「ちょ、待ってっ、鼻の下をくすぐるのは反則……くしゅんっ！　ちょ、普ふ通つうそこでやめるだろ!?」
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　顔を真っ赤にした楓かえでに、猫ねこじゃらしで執しつ拗ように顔をくすぐられた。何度もくしゃみをするのは勘かん弁べん願いたいが、楓かえでとこうしてじゃれあっているのが楽しくてしかたがない。

「私がエサの袋ふくろを持ってきたら、匂においにつられて猫ねこが何匹か来て。かわいいな、って思いながら袋ふくろを開けようとしたら、つい力が入りすぎて……」

「待って、なんかすげぇやな予感がする」

　楓かえでがひざに手を置き、目を虚うつろにする。怪かい談だんを話しているかのような空気感。

「袋ふくろが思いっきり破けて……エサが飛び散ったの」

「うっぷす」

　普ふ段だん出さない声を出してしまった。楓かえでの視線は宙をさまよっている。

「その瞬しゆん間かん……今まで見たことがないくらいの猫ねこが……それこそ何十匹も群がってきて……転んだ私の上をにゃーにゃー言いながら駆かけ抜ぬけて……可か愛わいいけどすっごく怖こわくて……」

「わかった、もういい、大だい丈じよ夫うぶ。しんどすぎることを思い出させてごめん」

　目のハイライトが消えた状態でぷるぷるしだした楓かえでの話を慌あわてて遮さえぎるも、

「あのときの光景が頭から離はなれなくて……色んな色合いの毛並みが波打つさまが……」

「文学的表現でトラウマを彩いろどらなくていいから！　落ち着いて！」

　顔の前でぶんぶんと手を振ふる。なぜか手のひらを猫ねこじゃらしでくすぐられた。

「そういうわけで……今も、猫ねこちゃ……猫ねこは苦手で……好きなのに……」

「なるほどなぁ……」

　猫ねこちゃんと呼びかけたところを拾いたかったが、トラウマを思い出した直後にイジられてもイヤだろうと思ってやめた。

　楓かえでのトラウマと、先ほどの行動を合わせて考える。

「涼すず原はらさんは、トラウマを克こく服ふくしたいんだ？」

　薄うすい唇くちびるを引き結び、スカートをきゅっと握にぎりしめ、小さく頷うなずく。

「……猫ねこちゃんを可か愛わいがりたい」

　もはや猫ねこちゃんって完全に言ってる……！　と、悶もだえながらも強い決意に感動する。

「協力できるならしたいけど……。どういう猫ねこだと本当に厳しいとか、逆にこういう猫ねこならまだなんとかなりそう、とかある？」

　楓かえでが腕うでを組み、親指をおとがいに当てる。凜りんとした表情だが、ぴょこんと伸のびた猫ねこじゃらしが愛らしい。

「あんまりアグレッシブな猫ねこだと、トラウマを思い出してけっこうキツい……かも」

　あ、そうだ……とぽしょりとつぶやく。

「あのとき公園で見かけなかった種類……それこそ、野の良ら猫ねこでいないような猫ねこちゃんなら大だい丈じよ夫うぶかも」

　楓かえでの言葉に、我が家の愛あい猫びようであるコタローを思い出す。あまりぐいぐいは来ないが、あざとい仕草をこれでもかと繰くり出だす、超ちよう絶ぜつ甘え上手の我が家の小こ悪あく魔ま。今こうして思い出している姿でさえ、立ち上がってつぶらな瞳ひとみで見つめているのだ。佐さ久く間ま家けの脳のう裏りにはあのあざとさが刻み込まれている。

「ええと……うちで猫ねこを飼ってるんだけど」

　楓かえでの目がきらりと光る。天を仰あおいだ。今日もよく晴れている。

「……どんな猫ねこちゃん？」

　空いた隙すき間まに身を乗り出してくる。ふんすと鳴る荒あらい鼻息。不意打ちで殺しにかかるのはやめてほしい。いや、もっとやってほしい。

「写真はだいたい毎日撮とってるから、見てみる？」

「だいたい毎日って……」

「引いた顔すんのやめてくれる？」

　ちょっとショックだった。

　スマホのライブラリをすいすいと巡めぐる。

「この子なんだけど」

　先週末撮とった写真だった。ひよりがコタローを抱だきしめ、いっしょにお昼ひる寝ねしている写真。絵画にしたいくらい愛おしい光景だ。

「え、あ、え……？　可か愛わいい……え？　妹さん？　え、猫ねこちゃん……え、ふたりともかわい、え、可か愛わいい……」

「お、おう、お気に召めしていただけたようで何より……？」

　頰ほおを手で挟はさんで楓かえでが悶もだえている。言語野がバグり気味だ。

（撮とっておいてよかった）

　このときはひよりが起きたあとに撮さつ影えいしたことを報告した。ひよりは照れこそしたもののあっさり許してくれた……のだが、

『待ち受けにしてもいいけど』

『いや、それはちょっと』

『あぁん？』

　とヤンキーのような絡からみ方かたをしてきた。

「ひより……ああ、妹のことなんだけど。ひよりももう帰ってきてるだろうな」

　なんとはなしに言った言葉だったが、楓かえでがなにか言いたげに何度もちらちらと見つめてくる。両手を太ももで挟はさみ、しきりにもじもじ、もじもじ。

（まさか……いやいやいやいや、まさかまさかまさかまさか）

　頭によぎった可能性を慌あわてて追おい払はらうが、楓かえでの視線はもはや熱視線ともいえるもので。一度払はらった可能性がふたたび鎌かま首くびをもたげ、脳内の裏うら拳けんで払はらいのけてもふたたび目の前にやってくる。

『言っちゃえよ、言っちゃえよ』

　誰だれともつかない声が脳内で木こ霊だまする。ええい、黙だまれ黙だまれ……と思いはすれど、楓かえでの態度からすれば、希望はあるのかもしれない。

　これで引かれたらどうする、いや、あくまで軽い提案というテイストで話せば……と、数秒のあいだに目まぐるしく考えた末に。

「えっと……うち、来る？」

「え？　…………。……………………」

「無の顔になるのやめてくれる？」

　スン……と無表情になってしまった。感情が読めないので勘かん弁べんしてほしい。

「べつに変なことは考えてないか「変態」食い気味に罵ののしるのはやめて!?」

　頰ほおをかき、慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「うちの妹と猫ねこに会いたいのかなって思ったんだけど……」

「えっ。えっ、と、それ、は……でも、いや、えっと、そういうのも、やぶさかではないというか……」

　前まえ髪がみをしきりにちょいちょいといじりながら、目を激しく泳がせる。めんどくさいにも程ほどがある返しだが、もはや可か愛わいいとしか思えない。

「もし涼すず原はらさんがいいなら、ちょっと寄ってみる？」

「う……えっ、と……」

「軽い顔見せくらいの感覚でもいいし。あと、妹も猫ねこもスーパー可か愛わいいから」

「ぅ、あぅ、可か愛わいい妹さんと猫ねこちゃんで釣つるなんて卑ひ怯きよう……極ごく悪あく非道のパパラッチ佐さ久く間ま……」

「忘れた頃ころに蒸むし返かえされた！」

　なんというめんどくささ……とは思うものの、こんなやりとりがだんだん楽しく思えてきた。

「そうか……じゃあやめとく？　残念だけど。ほんと可か愛わいいんだけど。和なごむこと必至なんだけど。行きたくないなら仕方ないかー」

「あ、ぅ……」

　楓かえでが頰ほおを手で挟はさんで目をぐるぐるさせる。

　さすがにやりすぎたか……と謝ろうとすると、楓かえでが唇くちびるを引き結び、目をきつく閉じた。

　そろりと目を開け、上うわ目め遣づかいになり、指をもじもじと絡からめたかと思うと、

「い、行く……っ」

「カシコマリマシタ」

「なんで敬語……？」

　不意打ちの言葉と仕草に色々とアレな想像をしてしまい、煩ぼん悩のうを押し殺すため変な口調になった。

（俺に気があるとかではまったくないにしても……これはひよりとコタローに感謝だな）

　思いつつ、トークアプリでひよりに連れん絡らくをする。

『今から帰る』

　数秒で既き読どくがつくと、

『亭てい主しゆ関かん白ぱくテイストで草』

　楽しげに文字を打つ妹の姿が目に浮うかぶ。

『なに、友達でも連れてくるの？』

『その通り』

『湊みなとくん？』

　小学生のときから付き合いがあるため、ひよりは湊みなととも仲がいい。真っ先に名前が挙がるのは当然といえるだろう。

　けれど、今日の俺は一味ちがうぜぇ……と我ながら鬱うつ陶とうしさ全開のセリフを脳内でつぶやきながら文字を打つ。

『いや、女子』

　既き読どくがついたが、今度はすぐに返信がこない。

『え』

　一文字だけ返ってきて、そこから十秒ほど待つ。

『それって例の？』

　どうやら短いあいだに、ひよりの脳内で高速検けん索さくが行われたらしい。

『まあ、そんな感じ』

　自分の功績ではないが、それでも勇気を持って誘さそったのは自分だ。文字を打つ手にちょっとだけ自信がこもる。

『え』

『ちょ』

『マジ？』

　ひよりの慌あわてようが目に浮うかぶ。

『うん、マジ』

『お兄、こういうイベントは最低でも一週間前には言ってもらわないと困るんだけど』

『こっちにも色々と準備というものがですね』

　腕うで組ぐみをしてお説教モードになっている妹が目に浮うかぶ。実際に説教されるときは正座を強制され、抗こう議ぎすれば「今のおぬしに人権などない」と理り不ふ尽じんなことを言われる。しかし説教後は手作りスイーツを振ふる舞まってくれたりする。アメとムチの高低差がありすぎる。

『え、そんなに？　そんな気張らなくても……』

『ひよりとコタローを見たいらしく』

『え、あたしとコタローの身体目当てなの？』

『語ご弊へいしか生まない言い方はやめんさい』

『まあ……そんな感じらしい』

『はぁ……お兄の道のりはまだまだ長いねぇ』

『だまらっしゃい』

『とにかくわかった』

『コタローといっしょに待ってるとしようではないか～』

『（マンチカンがシャドーボクシングをするスタンプ）』

　ひよりから送られた、やたらめったら可か愛わいいスタンプでやりとりが終わる。

　ちらりと横を見やると、楓かえでは猫ねこじゃらしをひたすらくるくる回していた。

「ひよりに連れん絡らくしたから。じゃあ行くとしますかー」

「おうちまではどれくらいなの？」

「ここから歩いて十分もかからないくらい」

「あ、結構近いんだ」

「そうそう」

　何気ない会話をしながらふたりで歩く。

（自宅までの道のりを、好きな女の子と歩いてる……！）

　楓かえでの目的はひよりとコタローだけれど、それでも見ず知らずの男子と同じことはしないだろう。伊い織おりにとっては偉い大だいな一歩だ。

　家につくまでのわずかな時間での話題は、ひよりとコタローのこと、それから美み鈴すずについてだった。楓かえでが興味を持っていることに加え、共通の友人の話題。何気なさを装よそおいながらも、伊い織おりは頭をフル回転させて楓かえでと会話していた。楓かえでの性格的に盛り上げる必要はない。あくまで穏おだやかに、それでいて楽しく……と何度も自分に言い聞かせた。

　マンションの入口にたどりついたときは、ここまであっという間だったようにも、一時間以上過ごしたかのようにも思えた。

「ここの五階だから」

「え、あ、うん」

「……？」

　急に歯切れの悪くなった楓かえでに首をかしげながら、入口を開けてエレベーターに乗る。さして広くないエレベーターなので、ふたりの距きよ離りも自然と縮まる。

「涼すず原はらさん……その、間ま違ちがってたらごめんなんだけど……緊きん張ちようしてる？」

　楓かえでの背すじがぴしっと伸のびる。顔がわかりやすいくらい強こわ張ばっていた。

「……男の子の家に行くの、初めてだなって……さっき、気付いて……」

「あ、そ、そう、ですか……」

　思わぬ報告に伊い織おりの声まで上ずる。

　エレベーターが開いたところで同じ階の住人とすれちがう。顔なじみのおばちゃんだ。いつも通り会え釈しやくはしたものの、その動きのぎこちなさに「どうしたの？」と心配されてしまった。
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「ただいまー」

「お、お邪じや魔まします」

　リビングからとたたと軽かろやかな足音が近づいてくる。

「はーいおかえりなさい可か愛わいい！」

「「えぇ!?」」

　満面の笑えみを浮うかべて迎むかえてくれたひよりが、楓かえでを見るなり両手で口を覆おおってへたり込んだ。伊い織おりと楓かえでがそろって慌あわて、伊い織おりが靴くつを脱ぬいでひよりを抱だきしめる。

「おい、ひより!?　大だい丈じよ夫うぶか!?」

「うぅ……お兄……っ」

「身体と、それと頭は大だい丈じよ夫うぶか!?」

「なめらかにディスるのやめんかこんにゃろう……」

　まあまあ強めのボディブローを二発もらった。

「はじめまして……佐さ久く間まひよりです……兄がお世話になってます……」

「あ、涼すず原はら楓かえでです……」

　伊い織おりに抱だきしめられたひよりが目を細める。

「ふわぁ……名前まで素す敵てき……あ、もう大だい丈じよ夫うぶなんで、ふたりとも先に手洗いうがいをおねしゃす」

「「あ、はい」」

　妹の切きり替かえの早さが尋じん常じようじゃなかった。

　洗面所で手洗いうがいを済ませる。楓かえでが同じことを同じ場所で行なっていることが嬉うれしすぎて、脳内で右みぎ腕うでを高く掲かかげて「我が人生に一いつ片ぺんの悔くいなし」とつぶやいた。

「楓かえでさん、って呼んでいいですか？　あたしには敬語はいらないんで！」

「うん……わかった。その呼び方で大だい丈じよ夫うぶ」

　楓かえでがやわらかく目を細める。ひよりが目を見開いて頰ほおを赤らめた。

「（お兄、ちょっとこっち来て）」

　興味深そうにリビングを見回す楓かえでの後ろで、ひよりが口パクで手招きをする。顔を寄せると、ひよりは耳に唇くちびるを押し当てんばかりに近付いた。

「お兄、とんでもない上玉に目をつけたもんですなぁ」

「世代がふたつみっつ上の言い方だぞそれ……」

「配信ですっごい昔の映画があって、最近クラスで流は行やってるの」

「中三のクラスで？　すごいなそれ」

　兄妹きようだいでぽしょぽしょと内ない緒しよ話ばなしをしていると、楓かえでがきょろきょろ何かを探す仕草をしていることに気付く。

「ああ、コタローならたしか──」

　ひよりがキッチンを覗のぞき込こむと同時に、

「みゃー」

　マンチカンのコタローがとっとこと姿を現した。

　楓かえでをちらりと見る。

　目を見開いたまま停止していた。

「楓かえでさん!?　どうしたんですか!?」

「可か愛わいさのあまり活動を停止してしまったようだ……」

「お兄、シリアス顔でアホみたいなこと言わないで！」

　楓かえでがはっと我に返る。

「す、すっごく可か愛わいい……わー、わー、わー……」

「涼すず原はらさん、コタローはまだ全力を出してないから油断しないほうがいい」

「ぜ、全力……っ？」

　楓かえでがこくりと喉のどを鳴らす。コタローがあまりに可か愛わいいためか、楓かえでが来訪してくれたことにより上がりに上がっている伊い織おりのテンションについてきてくれる。

「コタローの真価は、立ち上がったときに発揮されるのですよ」

　ふっふっふと伊い織おりが笑っていると、

「みゃー」

　コタローが楓かえでの足元に歩み寄り、

「みゃ？」

　小首をかしげ、

「みゃ！」

　ひょい、と立ち上がった。

「かわ……い……っ」
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　楓かえでが手の甲こうをおでこに当て、儚はかなげに立たち眩くらみを起こした。

「楓かえでさん!?　あぶな……やわらかいい匂におい!?」

　倒たおれかかった楓かえでを抱だきとめたひよりが叫さけぶ。

「落ち着けひより。羨うらやましいぞ」

「お兄も落ち着いて？」

　兄妹きようだいそろって深く息を吐はいて、吸って、吐はいた。

「ご、ごめんなさい……あまりにも可か愛わいくて……」

「「気持ちはわかるので大だい丈じよ夫うぶ（です）」」

「う、うん……？」

　マジの目でシンクロする兄妹きようだいに楓かえでがたじろいだ。
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　ソファに座って一息つく。片方のソファに端はしから伊い織おり、コタロー、楓かえでが、そしてもう片方のソファにひよりが座る。

「コタロウちゃん、ほんとに可か愛わいい……」

　つぶらな瞳ひとみで見つめる愛あい猫びように楓かえでが目を細めるのを見て、佐さ久く間ま兄妹きようだいは、

「あ、コタローな。コタロウじゃなくて」

「そうです、コタローです」

　遠えん慮りよのないダメ出しを与あたえた。

「ご、ごめんなさい……？」

　ぽしょぽしょと「こだわりが強い……」とつぶやいた楓かえでが、コタローを見ながら手を浮うかし、すぐに下ろした。

「涼すず原はらさん。コタローはおとなしいから大だい丈じよ夫うぶ」

　楓かえでがわずかに目を見開き、コタローのちっちゃな頭にそろりと手を伸のばす。

「みゃー？」

　コタローが伸のびてきた手に気付くと、楓かえではびくりと手を止めてしまう。

　いちど手を引っ込めようとしたが、

「みゃー」

　お好きにどうぞー、と言わんばかりにコタローが気持ちよさげに目を閉じる。楓かえでと目が合った。大だい丈じよ夫うぶだから、と伊い織おりが目で訴うつたえて頷うなずく。

「し、失礼、します……っ」

　楓かえでの手が、コタローの頭にぽすりと乗った。すらりとした手はかすかに震ふるえている。

「みゃー」

　コタローがふやけた声を漏もらす。

「はぁ……や、やわらかくて、丸くて、あったかくて、可か愛わいい……っ」

　楓かえでの手はまだ震ふるえているが、それでもゆっくりとコタローの頭を撫なでる。

「あごの下も撫なでると喜ぶから」

「こ、こう……？」

　伊い織おりのアドバイスをもとに、楓かえでの指がコタローのあごの下を捉とらえる。

「ふみゃぁ……」

　コタローの声が蕩とろける。楓かえでの目も蕩とろけた。ひよりは事情を察したようで、温かな目で見つめている。

「楓かえでさん。しっぽの付け根もオススメですよー」

「そ、そうなの……？　よーし……」

　片手であごの下を撫なでながら、空いた手でしっぽの付け根をぽんぽん、ぽんぽん。

「ふみゃぁぁ……」

　コタローが楓かえでに身を寄せ、やわらかな毛をすりすりとこすりつける。さらに喉のどをごろごろ鳴らす。

「～～～～っ。～～～～～っ！」

　声をあげてはびっくりさせると思ったのだろうか、楓かえでが伊い織おりとひよりにキラキラした目を交こう互ごに向ける。この世の癒いやしを凝ぎよう縮しゆくしたような光景だ。

「涼すず原はらさん。もう大だい丈じよ夫うぶそう？」

　伊い織おりの問いかけに、楓かえでは目をぱちくりさせ、それからふにっと目を細める。動いている表情筋はごくごく限られているのに、彼女の感情がずいぶん伝わるようになった。

「うん……たぶん、もう大だい丈じよ夫うぶ。ありがとう」

　楓かえでの口角が、ほんのかすかに上がった気がした。

　ますます好きになるのはもちろんのこと、生きててよかった──とさえ思った。

　ひよりは伊い織おりと楓かえでのやりとりを、嬉うれしそうに見つめていた。
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「あれ？　涼すず原はらさん、それって……」

　楓かえでが横に置いていたカバン。そこから猫ねこのストラップがぴょこんと飛び出ていた。

「……なに？」

　怪け訝げんな顔をしてストラップを隠かくすが、そのあいだもコタローのあごの下を撫なでている。コタローはエンドレス撫なで攻こう撃げきにもはや骨ほね抜ぬきだ。

「いや、なんか年季が入ってるなーって」

「……うん、大事にしてるから」

　楓かえでが一いつ瞬しゆん目を細めたかと思えば、

「あんまり見ないで。黒くなりそうだから」

「俺の目にそんな呪じゆ力りよくはないんだけど」

「『ずずず……』って墨すみみたいなのが侵しん食しよくしてきたりしない？」

「それ完全にホラーだから!?」

　よほど大事にしているものらしいが、先ほどまでのやわらかな雰ふん囲い気きとは打って変わって、触ふれてはいけないような空気を感じる。カバンにストラップをつける生徒は多いし、べつに恥はずかしがることではないはずだが。

　眉まゆをひそめて、ずももも……と黒いオーラを幻げん視しするほど剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを醸かもす楓かえでに、伊い織おりはため息を漏もらす。

　ひよりはそんなふたりを見て、

「お兄と楓かえでさんって、仲いいですねー」

　楓かえでがぴくりと震ふるえ、ゆっくりとひよりのほうを向く。ぎぎぎ、と音がせんばかりの動きと真顔に、ひよりが「ぴゃっ!?」と可か愛わいらしい悲鳴をあげた。

　楓かえでが立ち上がり、ひよりにじりじりと近寄る。

「え、なに!?　なんですか!?　美人が身構えてるのすっごい怖こわいんですけど!?」

　ひよりがソファの端はしまで後ずさる。ホラー映画の撮さつ影えいシーンを見ている気分だ。

「この期に及およんでさらに羞しゆ恥うち心しんを煽あおるとは……全力で愛めでてくれる……」

　楓かえでが無表情のまま両手をわきわきさせている。新手の変態さん、といった感じ。

「お兄！　楓かえでさんが変になった！　あれ、でもあたしは会ったばっかりで楓かえでさんのことまだ全然知らないから、正確には変な一面を知ったというのが正しい……？」

「とりあえず、ふたりともいったん落ち着いてくれ……」

「みゃー？」

　コタローがこてんと小首をかしげ、三人が総そう崩くずれになる。我が家の小こ悪あく魔まは無敵だ。

　楓かえでがこほんと小さく咳せき払ばらいをしてソファに座りなおす。コタローのしっぽの付け根を撫なでながら、猫ねこのストラップを愛おしげに撫なでた。

「ふだんは外から見えないようにしてるんだけど……」

「コタローの可か愛わいさに動どう揺ようして、それどころじゃなくなってたと？」

「……うん。そんな感じ」

　当たっていたらしい。

「隠かくさなくてもよくないか？　可か愛わいいんだし」

　伊い織おりの何気ない言葉に楓かえでがうつむく。長いまつ毛が影かげを作った。

「……バカにされたことがあるから」

「ん、わかった。ごめん」

「え、あ、え……っ？」

　ひざに手をついて謝る伊い織おりに、楓かえでが慌あわてる。

「べ、べつに気にしなくていいから……」

「いや、お詫わびにコタローをますます愛めでていただきたく」

　コタローを抱だっこする。

「みゃー」

　にょいんと伸のびた胴どう。剝むき出だしになったお腹なかに楓かえでの口がゆるむ。

「こちらにお引ひつ越こしを……よっ、と」

　楓かえでの太ももにコタローを着地させる。

「みゃー？　みゃ～～」

　コタローは楓かえでの太ももの上で器用に立ち上がると、

「あっ、ひゃっ？　こっ、こらっ、もう……っ」

　てしっ、たゆんっ、てしっ、たゆんっ。

　よりによって、胸を前足でてしてしと叩たたきはじめた。

（予想外のイベント！）

　猫ねこパンチで生じる刺し激げきの強すぎるさざ波から、首がちぎれんばかりに顔をそむける。

「（お兄のドスケベ）」

　ひよりの口パクが胸に刺ささる。わざとではないから勘かん弁べんしてほしい。

「可か愛わいいなぁ君は。……こっちにどうぞ？」

　コタローの猫ねこパンチを受け止め、太ももの上でうつ伏ぶせにする。あごの下を撫なでると喉のどをごろごろと鳴らして目を閉じた。

「そのストラップはご家族のプレゼントとか？」

　年季を感じるストラップに向ける楓かえでの視線は温かい。

「これは……小学生のときに、おばあちゃんが作ってくれたの」

「へえ……どうりで味があると思った」

　既き製せい品ひんと言われても違い和わ感かんがない出で来き栄ばえではあるが、言われてみれば確かに手作りの趣おもむきがある。

「ずっと持ってるから……なんていうか、お守りみたいな感じ」

「大事にしてるんだな」

「……うん」

　楓かえでがほんのりと頰ほおを赤らめ、前まえ髪がみをいじる。

「私にとってのお守りはこのストラップだけど……パパラッチにとってのお守りはカメラ？」

「その設定まだ生きてたの？」

「お兄？　パパラッチってなに？　またやらかしたの？」

「『また』ってなんだよ!?　初犯だから！　いや、初犯でもないけど！」

　楓かえでとひよりから向けられる理り不ふ尽じんなジト目に慌あわててツッコむと、ひよりはけらけらと楽しげに笑い。

「みゃー？」

　楓かえでは、コタローを抱だっこして口元を隠かくし、穏おだやかに目を細めた。

（え、何そのお茶目すぎる仕草は？）

　伊い織おりは思わず遠い目をした。この仕草は反則にも程ほどがある。

　それからしばらく談だん笑しようして、楓かえでは帰宅した。家まで送るといったものの、まだ明るいから大だい丈じよ夫うぶと言われ、

「パパラッチに送ってもらうとか、情報がダダ洩もれになるし……」

「ここまで引っ張るっていっそ清すが々すがしいな」

　などといったやりとりをして、楓かえでは帰っていった。

「……お兄」

「ん、どうした？」

「楓かえでさんがお義ね姉えさんになったら、あたしはとてつもなく嬉うれしいんですが」

「そんなコテコテの恥はずかしいことを言うんじゃありません」

　あたしは大マジなんだけどなー、とつぶやきながら、ひよりがコタローを抱だっこする。

「みゃー」

「むおっ」

　やわらかなお腹なかを顔にくっつけられ、変な声が出てしまった。
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『いおりんいおりん』

　数日後の夜のこと。

　リビングでくつろいでいると、美み鈴すずからメッセージが届いた。

『二回続けて呼ぶとなんかの通知音みたいだな』

『たしかに～』

『（「なんでやねん！」と猫ねこがツッコんでいるスタンプ）』

　美み鈴すずとのやりとりはいつもゆるゆるだ。

『ところでですね旦だん那な』

『急にどうしたんだ』

『わたし、うちで猫ねこを飼ってるんだ』

『そうなんだ。うちもだわ』

『知ってる知ってる～』

（あれ、言ったことあるっけ？）

『すっごい可か愛わいい写真が撮とれたのでお見せしまーす』

『ふむ。どうぞ』

　写真が送られてきた瞬しゆん間かん、伊い織おりはソファから跳はね起おきた。

　映っていたのは理知的な猫ねこだった。たしかロシアンブルーという種類だったか。

　だが問題はそれよりも、その子を抱だっこしている楓かえでの存在だった。

『可か愛わいいでしょ？』

　ちょっと緊きん張ちようした面おも持もちで、それでも嬉うれしそうに猫ねこを抱だっこしている楓かえでの写真。カメラを向こうとして、けれど恥はずかしくて少しだけ逸そらしたであろう視線。

（ちょっと待て、これは、これは……っ！）

　震ふるえる指で返事を打つ。

『ぼくはしにました』

『平ひら仮が名なでの感想いただきましたー！』

　美み鈴すずがいたずら成功とばかりに笑っているのが目に浮うかぶ。

『ありがとうございます』

『どういたしまして』

　保存していいかを尋たずねようとしたが、片思い中の女子の写真を保存するというのはどうなんだろうか……いやでも、美み鈴すずさんから送ってもらったんだし……などと思っていると。

『あ、そういえば』

『この写真をいおりんに送ってもいいって、楓かえでからは許可もらってるからね～』

「マジで!?」

　思わず声を出してしまった。

『本人的には「トラウマ克こく服ふくの報告」って感じなんだろうけど……いおりんにとっては最高のご褒ほう美びでしかないよね～？』

『そうですけどなにか？』

『開き直った！』

　美み鈴すずがけらけらと笑う姿が目に浮うかぶ。

「お兄～、さっきから何騒さわいでんの～可か愛わいい!?　え、可か愛わいい!?」

　楓かえでの猫ねこだっこの写真を見せるなり、ひよりが盛せい大だいに混乱した。ポニーテールがぶんぶんと揺れる。

『ロック画面に設定するもよし、ホーム画面に設定するもよし、両方に設定するもよし！』

『俺が保存するのは確定なんだな……』

『え？　もうしたでしょ？』

『しましたけども』

　楓かえでの許可を得ていると聞いた瞬しゆん間かんに保存していた。

『いおりんの欲求剝むき出だしなとこ、きらいじゃないぜ』

『字じ面づらが露ろ骨こつすぎてつらいからやめて？』

『いおりん＠欲求剝むき出だし』

『アカウント名みたいになってるから』

『いおりん＠欲求剝むき出だしＦｅｓ７／15』

『すごい名前のイベントに参加予定の人になってる！』

　このあと、ひたすらボケる美み鈴すずにツッコみつづけ、最後は美み鈴すずの「ってか眠ねむいんですけど」という逆ギレに「理り不ふ尽じんか！　おやすみ！」と返してやりとりが終わった。

（うーん、可か愛わいい）

　理知的なロシアンブルーと銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの楓かえで、という組み合わせがとてもいい。美み鈴すずは冗じよう談だんで言っていたが、本当に待ち受けに設定したくなるくらいには愛らしかった。








Interlude






　伊い織おりとのやりとりを終え、楓かえでの様子を確かく認にんする。

　ロシアンブルーの愛あい猫びようを抱だっこした楓かえでが、上じよう機き嫌げんに笑っている。

（うーん、可か愛わいいなぁ）

　愛あい猫びようはもちろんのこと、長年のトラウマを克こく服ふくして猫ねこを愛めでている親友の表情は、美み鈴すずもなかなかお目にかかれないくらいに可か愛わいらしい。

「楓かえで、よかったね」

「うん……ほんとに」

　愛あい猫びようのあごの下やしっぽの付け根を撫なでながら微ほほ笑えむ。どうやら伊い織おりの家できちんと学んできたらしい。向こうの猫ねこはマンチカンとのこと。我が家の愛あい猫びようとはちがうタイプの愛くるしさの塊かたまりだ。

「まさか楓かえでがいおりんの家に行くとはね～。わたしもびっくりしたよ」

　楓かえでの動きがぴたりと止まる。

「それは……蒸むし返かえさないで……すっごく恥はずかしいから……」

「でも、トラウマを克こく服ふくするいい機会だったでしょ？」

「それは……うん、感謝してる。ほんとに」

　入学したての頃伊い織おりの話を出すとわかりやすいくらい眉まゆをひそめていたのだけれど、ここ最近……特に伊い織おりの家に行った日からは、本当にやわらかい表情を浮うかべるようになった。美み鈴すずしかわからない程度の小さな変化だが、もしかしたら伊い織おりも楓かえでの表情の変化に気付いているかもしれない。

（いおりん、やるなー）

　出会った頃はいかにもぎこちないアプローチしかしていなかった彼が、目に見えて成長している。

　同い年にも関わらず、美み鈴すずは伊い織おりのお姉さんのような気持ちになっていた。
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　楓かえでは、ちょっとだけ戸と惑まどっていた。

「涼すず原はらさん、おはよう」

　朝、教室の席につくなりかけられる言葉。

「……ん、お、おはよう」

　口の中で言葉を転がし、なんとか平静を装よそおって返事をする。ちょっとどもったけれど、家族と美み鈴すず以外の人でこれくらいなめらかに話せるならば御おんの字じだ。

　朝のホームルームまではあと少し時間があった。前の席の美み鈴すずと話そうかと思ったが、美み鈴すずはその隣となり──伊い織おりの前の席に座る湊みなとと話し込んでいる。なんだかふたりの仲が最近いい気がするけれど、美み鈴すずに聞いてもはぐらかされる。これは今度尋じん問もん（＝話すまで「だーれだ？」をやり続ける、とか。おんぶして街中を走り回る、とか、そんな感じだ）をする必要がありそうだ。

　楓かえでの朝の行動はルーティンとも言えるほどだいたい決まっていた。

　美み鈴すずと話す。

　美み鈴すずが誰かと喋っていたら、今日の授業の予習の復習（なんだか変な言い回しだ）をする。

　それも飽きたら、家の書斎から持ってきた本を読む。

　これからもきっと、毎朝こんな感じで過ごすんだろうなーと思っていたのだけれど……。

「涼すず原はらさん。あれから遊歩道で猫ねこに会えた？」

──日々の行動の選せん択たく肢しに、『佐さ久く間ま伊い織おりと会話をする』という行動が含ふくまれるようになったのは、いつからだろうか。

「ん……あの茶色い子に、会えた」

　前まえ髪がみをつまみながら話す。初めの頃ころは警けい戒かい心しんＭＡＸだったこともあり、美み鈴すずの後ろに隠かくれていた。それからしばらくしたら、自然とノートで顔を隠かくすようになり、そして今は、こうして自分の髪かみをいじりながらなら、なんとか話せるようになった。

「そっか。よかった」

　楓かえでの返事に伊い織おりが嬉うれしそうに笑う。パパラッチ呼ばわりしていた頃ころ（今も一日一回は呼んでいるが）は考えもしなかったけれど、落ち着いてこの人の笑え顔がおを見ると、なんだか日なたの匂においがするなぁと思う。自分の顔を鏡で見ると冷たい冬を連想しがちだから、この人の笑え顔がおを見るとなんだか安心する気が……しないでもない、かもしれない。

　今までも、たまに話しかけてくる男子はいた。しかしどの人も、「趣しゆ味みはなんなの？」「最近見た映画は？」「今度スイーツ食べに行こうよ」などと言葉の弾だん丸がんを並べ立て、楓かえでが戸と惑まどっているあいだに友人がやんわりと止めてくれる……といったパターンばかりだった。アイドルの握あく手しゆ会かいで言うところの『はがし』の映像を見たとき、友人の行動にそっくりだなーと思ってしまった。

　けれど伊い織おりは、あくまで楓かえでのペースに合わせてくれる。

「お近づきになれた？」

「ん……猫ねこじゃらしで、たぶらかすことに成功した次し第だい」

「言い方言い方」

　伊い織おりが困ったように笑う。自分はどうも、緊きん張ちようすると変な語ご尾びを使いたがるきらいがあるようだ。最近知ったことだった。

「その……ひよりちゃんとコタローちゃんは元気？」

「元気いっぱいだなー。あと、そのちゃん付けは今度ぜひ本人の前でしてほしいかも。たぶん悶もん絶ぜつしてむせび泣くから」

「佐さ久く間ま兄妹きようだいの情じよう緒ちよってどうなってるの……？」

　伊い織おりが笑い、何かを思い出したようにスマホを取り出す。

「そうだ、コタローに悶もだえる涼すず原はらさんの写真を見せようか。ひよりが撮とってたんだけど」

　む。

　頰ほおを膨ふくらましたら、伊い織おりはどういうわけか顔をそむけて窓のほうを向いた。ええい、こちらを見ろ、下げ郎ろうめが。いや、すごく失礼だなこれは。

「コタローは元々人ひと懐なつっこいっていうか人たらしっていうか地上に舞まい降おりた天使なんだけど」

「褒ほめすぎて、話の前置きだけで一文になってる……」

　伊い織おりがハッとした。この人はどうやら、妹と猫ねこちゃんのことを話すときはちょっとトリップするクセがある。シスコンだし、猫ねこ、猫ねこ……猫ねこコン？　なんだか街コンみたいな言い方になった。猫ねこちゃんを飼っている人同士のコンパとか、そういうのもありそうだ。

　こほん、と伊い織おりが咳せき払ばらいをする。

「コタローも涼すず原はらさんにすごく懐なついてたから、その、よければまたぜひ、うちに寄って、もらえると……」

　握にぎり拳こぶしを口に当て、文末に向かうにつれどんどんすぼまっていく声。楓かえでははじめは目をぱちくりさせていたが、伊い織おりの言わんとしていることに気付いて一気に顔が熱くなった。

　先日伊い織おりの家に行くときは、完全にひよりとコタローに釣つられていた。可か愛わいらしい妹さんとこれまた可か愛わいらしい猫ねこちゃん。その組み合わせに撃うち抜ぬかれ、ぜひとも生で拝みたいと思ってしまった。ＳＮＳで見たお店が近くにあると知るやいなや、美み鈴すずに電話して即そく座ざに行くことがたまにあるけれど、そのときと同じような感覚だった。

　けれど、彼の住むマンション（なんだか誤解を招きそうな言い方だ）の前に来たとたん、ハッと我に返った。

　男子の家に遊びに行くのは初めて……というカミングアウトをすると、伊い織おりの動きも急に鈍にぶくなったことを思い出す。

（あの家に……もう一回……？）

　考えただけで猛もう烈れつに恥はずかしくなる。恥はずかしくなるが、いやな気持ちにはまるでならない。

　何より、玄げん関かんのドアを開けたら、可か愛わいい妹さんとマンチカンの天使が……。

「えっと……涼すず原はらさん？」

　伊い織おりの声にハッとする。長めの物思いに耽ふけっていた。

　白銀の髪かみを人差し指に巻く。くるくる。ほどいてまた、くるくる。

「……まあ、べつに、うん、私も、ふたりに会いたいし」

「ほんと？　やった……っ！」

「あ、ふたりっていうのはひよりちゃんとコタローちゃんだから」

「それは承知してますー……」

　伊い織おりが困ったように笑った。

　顔の熱が引いてくれない。

「うっし、ホームルーム始めるぞー」

　担任の先生がやってきて会話が終わる。

　挨あい拶さつをして、ホームルームが始まったところでふと思う。

──そういえば、こんなふうに男子と話すのはいつ以来だろうか。

　自分に問いかけてみたものの、答えはすぐに浮うかんだ。そしてちくり、ぢくりと胸が痛んだ。

　今の生活に影えい響きようを及およぼすような人間関係ではないけれど、それでも心に刺ささった小さな棘とげはいまだに抜ぬけない。眠ねむれぬ夜が続くわけでも、人前を歩くことに怯おびえるわけでもない。そんな、自伝なら真っ先に押し出すようなつらい出来事だったとは思わない。

　それでも、ときどき思い出して、少し悲しくなる。

　ちらりと隣となりを見やる。

　伊い織おりは先生が振ふったネタに対して、いつものように元気にツッコんでいた。たとえを使っているけれど、その前のやりとりを見ていないのですごく不思議なフレーズに聞こえる。

　伊い織おりには、小さい頃ころの猫ねこのトラウマ（家族に話した際、この話は波打つ猫ねこ、略して『波なみ猫ねこ』という、なにかのキャラクターみたいな名めい称しようをつけられた）のことを話せた。元々話すつもりなんてなかったのに、この人の目を見ているうちに自然と話していた。

　この人にはもしかしたら、自分の抱かかえるもやもやをもう少しくらい話してもいいのかもしれない。

　あくまでも何でもない話の延長線上で、「そういえば」くらいの切り出し方で。

　そしたら、自分はちょっとくらい前に進める気がする。

「きりーつ」

　日直の声にハッとする。自分は何を考えていたんだろう。

　思春期と呼ばれる時期を迎むかえてから、ひとりの男子とこんなに関わったことがなかった。だからこんなふうに、あれやこれや考えてしまうのだろうか。

「…………」

　ちらりと隣となりを見やる。

　伊い織おりは、一限目の数学の教科書の準備をして、今日習う範はん囲いの公式をぺらぺらと見るなり、

「なるほどわからん」

　誰だれに聞こえるでもない独り言をつぶやいていた。

　思わずぷっ、と噴ふき出だすと、伊い織おりはこちらを見て首をかしげた。

　楓かえではすぐさま顔をそむけ、何でもないフリをした。

　まだまだ緊きん張ちようはするけれど、こんなふうに話せる男子ができるなんて思わなかった。

　というか、いきなり家に行く自分にびっくりした。

　だから。

　楓かえでは──ちょっとだけ、戸と惑まどっていた。
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「美み鈴すず、ごはん食べよ？」

　昼休みに入り、美み鈴すずに声をかける。普ふ通つうに振ふり向むけばいいのに、椅い子すを後ろに傾かたむけて上下逆さまの顔で見つめてきた。

「んぉー？　いいよー」

　目の前のほっぺたをむにっと挟はさむ。

「うむむむむ」

　美み鈴すずがやたらめったら可か愛わいらしい声で唸うなる。天使か。

　話を聞いてほしかったので、今日はふたりでご飯を食べたい……という旨むねを伝えようとすると。

「ほんじゃ行こっか。先に購こう買ばいでいい？」

　美み鈴すずがするりと立ち上がり、いつもお昼をいっしょにとっている女子グループに手を振ふってさっさと教室を出ていく。

「え、あ、美み鈴すず……？　その、なんでわかったの……？」

「なーんか話したそうにしてるからねー。楓かえでの表情って、ファミレスの間ま違ちがい探しなら十個中九番目か最後に見つけるレベルなのに、なーんかわかりやすいんだよね」

　地味にショックだった。後ろから左右のほっぺたをつまみつつ歩く。

「あーうーいーいーぅーいー（歩きにくいー）」

　文句を言いながらも美み鈴すずは楽しそう。

　購こう買ばいでいつものように追加食しよく糧りようであるパンを買い、昇しよう降こう口ぐちの横にあるベンチに座る。日によってにぎわっていたりそうでなかったりするが、さいわい今日は誰だれもいなかった。

　弁当箱を開いて、ふたりでいただきますをする。

「ほんでー？　いおりんの何についてお悩なやみなのかな～？」

　一口目の卵焼きを危あやうく噴ふき出だすところだった。

「…………」

「ごめんごめん、え、何その構え!?　チョップ!?　肩かたにチョップでもする気!?」

　手を引っ込め、こほんこほんと咳せき払ばらい。

「……なぜわかった？」

「可か愛わいすぎてぜんぜんシリアスになってないんだけど」

　美み鈴すずがけらけらと笑う。顔が熱い。

「その……どう言えばいいかわかんないんだけど……」

　べつに、伊い織おりから何か重大なことを告げられたわけでもない。美み鈴すずに話したいとは思えど、そんなはっきりとした相談もないのだ。自分から誘さそっておいてなんという体ていたらく……と思うも、美み鈴すずはこんな自分に慣れっこなのか、やわらかく微ほほ笑えんで待ってくれている。

　今の気持ちを素す直なおに伝えればいい。そう、素す直なおに。

　……。

　…………。

「……パパラッチの扱あつかいを今後どうしようかと……」

「考えうる限り最悪のいい方になっちゃった！」

　美み鈴すずがお腹なかを抱かかえて笑い声をあげ、心ここ地ち好よい声が開けた空間に響ひびく。

「はー、はぁぁ……楓かえではほんと可か愛わいいなぁ、も～」

　美み鈴すずが目じりの涙なみだをぬぐう。そこまで笑わなくてもいいのに……。

「ま、きっちり聞きたいことをまとめるってのも大変だしねー。とりあえず思ってることをつらつら言ってみ？」

「ありがと……。だいたい二時間くらいかかるけど、いい？」

「長編映画の尺！」

　美み鈴すずがまたしても笑う。おかげで張はり詰つめた神経が少しほどけた。

「えっとね……」

　ぽつり、ぽつりと、最近考えていたことを話し始める。

　美み鈴すずは茶々を入れることなく、優やさしい笑えみを浮うかべて相あい槌づちを打ってくれる。

　気が付けば、楓かえでは夢中で話していた。
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「まー、楓かえでにとってそれなりに距きよ離りが近い男子がいてもいいんじゃない？」

　ひととおり話すと、五秒と経たたないうちに美み鈴すずが結論をくだした。

「え……それだけ？」

「うん、これだけ」

　話を整理しよっか、と美み鈴すずがつぶやく。彼女はいつの間にかお弁当をすべて食べていたが、楓かえではお弁当もパンも残っている。慌あわてて食べながら美み鈴すずの話を聞くことにする。

「楓かえでにとって、いおりんは近くにいてもべつにいやじゃないんだよね？」

　もっ、もっ、とご飯を頰ほお張ばりながらうなずく。

「ふたりで話したとしても緊きん張ちようはしない？」

　こくり、と飲み込んで、斜ななめ上うえを向いて考える。

「緊きん張ちようは……まだ、するにはするけど……美み鈴すず以外の女子と話すときよりも緊きん張ちようしない、かも」

「おーマジか！　やるなーいおりん」

　教室の方角に美み鈴すずが拍はく手しゆを送る。

「それでそれで？　いおりんと話すのは楽しい？」

「へ？　んー……うん。わりと、楽しい……かも」

「それはいいことだ！」

「美み鈴すずがお母さんみたいになってる……」

　腕うでを組んでふふんと笑っている。和なごむ。

「恋れん愛あい感情はある？」

　パックのジュースを危あやうくつまらせるところだった。

「……そういうのは……わかんない」

　顔をそむけ、

「……だって、初はつ恋こいもまだだし」

　顔を戻もどすと、美み鈴すずがいなかった。

　あれ？　ホラーかな？　と本気でびびっていると。

「か～～わいいな～～～もう！」

「ひゃぅぉわっ!?」

　いつの間にか回り込んでいた美み鈴すずに、後ろから抱だきつかれた。

「びびびびっくりしたぁ……」

　大きさが倍になったのかと思うほど心臓が激しく鳴っている。美み鈴すずは楓かえでの頰ほおに自分のほっぺたをうにうにとこすりつけてきた。

「とりあえず、いおりんとはゆっくり接していけばいいんじゃない？　気持ちが変わることもあれば、変わらないこともあるかもしれないけど。せっかく男子と話せるようになったんだから、もっと話さないと……あーいや、そんな義務感に駆かられなくてもいいんだけどね？　ただ、まあ……あんまり難しく考えずにのんびり行こ？　のんびり」

「そう……だね。うん、ありがと。……美み鈴すずはやっぱり優やさしい」

「へっへっへ。どうよ、これが保護者系親友というものだー」

「変な肩かた書がき……」

　至近距きよ離りで見つめ合い、くすくすと笑い合った。
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　気楽に行こうと決めると、少しだけ気持ちが楽になった。相変わらずぽつぽつとではあるが、伊い織おりとやりとりをするのはなかなか楽しい。

「それじゃ、また明日」

「……っ！　ま、また明日！」

　たまに自分から話しかけると、伊い織おりが目に見えてびっくりするのが楽しい。その反応が見たくて、自分から話しかけることが増えた。といっても一日に一～二回だけれど。

　それでも、男子とこんなふうにやりとりできるようになるなんて……と、自分に感激さえしていた、とある日の放課後の帰り道。

「……あれ？」

　カバンにつけていた猫ねこのストラップが見当たらないことに気付いた。

「楓かえで？　どしたの？」

　美み鈴すずに事情を説明する。今までは極力人目につかないよう、カバンの中に入れていた。しかし最近は伊い織おりの言葉のおかげもあり、学校でも隠かくすことなく外に出すようになっていた。

「最後に確かく認にんしたのはいつかわかる？」

　尋たずねられ、記き憶おくをたどる。ここ数日はしきりに考え事をしていたこともあり、ストラップの存在を気にする頻ひん度どが減っていた。昨日学校に出発する前にちょんちょんと撫なでたことは覚えているが、そのあとの記き憶おくは定さだかではない。

「オッケ、わかった。そうなると……一日半のあいだに移動した範はん囲いかー」

「うん。……あの、美み鈴すず？　無理に手伝わなくてもふわぁっ!?」

　抱だきつかれ、甲かん高だかい悲鳴をあげてしまう。

「なーに言ってんの！　おばあちゃんの大事なプレゼントでしょ？　手伝うに決まってるってー」

「……そっか。ありがと、美み鈴すず」

　美み鈴すずがにぱっと笑う。この笑え顔がおに何度救われただろうか。

　ふたりがかりなら、きっとすぐ見つかるはず。

　そう思ったものの──この日は学校に戻もどって一時間以上探しても見つからなかった。

　昨日の放課後は美み鈴すずと街を出歩いていたため、行動範はん囲いが一気に広がっていた。

　美み鈴すずは明日以降も手伝うと言ってくれたが、ふたりで探したからといって必ず見つかるとは限らない。帰かえり際ぎわなど、あくまで限られた時間だけいっしょに探してくれれば充じゆう分ぶん……とだけ伝えた。

　部屋に戻もどり、カバンに手を入れる。

　幼い頃ころから持っているストラップは、もはやお守りのようになっていた。不安なときや悲しいとき、いつもあのストラップに力をもらっていた。

「……こんなお別れしたくない……」

　つぶやいた言葉が、静かな部屋にぽとりと落ちた。
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　翌日、学校に来てからも探し続けた。勉強に支障をきたさない範はん囲いで、昼休み以外の短い休みも頻ひん繁ぱんに教室を出ては探し回った。

（見つからない……）

　なくなるまでに動き回った場所はひととおり見てまわった。落とし物として届けられていないかも確かく認にんした。それでも、大事な猫ねこのストラップが見つかることはない。

　焦しよう燥そう感かんに駆かられながら席につく。穏おだやかな天気が続いていたが、今日はじっとりと曇くもっていた。スマホの天気予報では、ここ数日は不安定な天候が続くとのこと。外を探し回るときに雨が降ったらやだな……と、ますます焦あせりが募つのる。

　思考の幅はばが、視界が、どんどん狭せばまっていくのを感じる。

「涼すず原はらさん……どうしたの？」

　伊い織おりが気き遣づかわしげに尋たずねてくる。

　男子。注がれる視線。馬鹿にする声。

　いくつもの記き憶おくが脳内で湧わきあがり、ぶつかり合い、ため込んでいた感情の一いつ端たんがあふれる。

「……なんでもない」

　我ながら情けない、と思うほどに棘とげのある声。伊い織おりがひるむのがわかる。

　わかっている。伊い織おりは純じゆん粋すいな厚こう意いで尋たずねてくれているのだと。

　それでも、自分と祖母との大事な思い出を伊い織おりと共有することはできない。彼に事情を話すということは、今までよりもさらに自分の心を開け放ち、無防備な部分を見せることになる。

　ほんの少し前に、自分から彼に過去のことを話すのもいいのではと考えたこともある。

　それに、

『そんなに難しく考えなくてもいいのに』

　美み鈴すずならきっとこんな言葉をかけてくれるだろう。

　けれど今は、焦あせりに駆かられている今は、親友のやわらかな言葉は凍こおった心の上うわっ面つらを撫なでるだけで通り過ぎてしまう。

　伊い織おりが力のない笑えみを浮うかべる。

「そっか。……何かあれば言って。俺も手伝うから」

　嬉うれしいと思うと同時に──

　関係ないんだから、入り込もうとしないで。

　少しずつ近付いていた関係を一いつ瞬しゆんで無に帰すような言葉が喉のどまでせり上がり、かろうじて飲み込んだ。危なかった。本当に危なかった。

　厚こう意いを嬉うれしく思う気持ちと、関わらないでほしいという排はい他た的てきな気持ち。

　矛む盾じゆんした感情は胸の内をぐるぐる巡めぐり、心を蝕むしばむ。

　昨日まで集中して聞いていた授業にまるで集中できない。

　放課後を迎むかえ、美み鈴すずの手伝いさえも断って外を探し回った。

　次の日は美み鈴すずと登校することさえ控ひかえ、遅ち刻こくぎりぎりまで探し回り、休み時間も、放課後も探し回った。

　それでも、大事なストラップが見つかることはなかった。

（どこに……どこにあるの……？）

　ますます焦あせり、家族にまで心配された。けれど相談するのは怖こわかった。ストラップへの思い入れを、自分以外の人は理解はできても実感はできない。家族に相談して「何をそんなことで」などと言われれば、大事にしてきた想おもいまで壊こわれてしまう気がした。

（もう探すところは……あ）

　暗くなった帰り道。不意に、まだ外で探していないところがあることにと気付いた。しかし今日はもう、これ以上粘ねばっては家族に心配されるだろう。

　明日こそ見つける……っ！

　どんどん自分の殻からに閉じこもっていることに気付きながらも、ストラップを見つけるまでは決して諦あきらめまいと硬かたく拳こぶしを握にぎりしめた。
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　楓かえでの様子が明らかにおかしいことは、彼女が登校してきたときから気付いていた。

　いつも通りを心がけてあいさつをしたものの、返ってくるのはそっけない……というよりは、上の空といった返事。異変に気付いた日も、その次の日も、伊い織おりは楓かえでにろくに話しかけることができなかった。

『楓かえで、ストラップを落としちゃったんだ』

　美み鈴すずから聞けた情報。おそらく、伊い織おりの家に遊びに来たさいに見た猫ねこのストラップのことだろう。おばあさんからのプレゼントと聞いていたが、あそこまで必死に探すとなると、それだけかけがえのないものなのだろう。もしかしたら彼女のおばあさんにはもう会えないのかもしれない。幼い頃ころから大事にしてきた形見なら、あれほど必死に探すのも納なつ得とくできる。

　楓かえでは明らかに周囲に壁かべを作っていた。伊い織おりだけでなく、クラスの女子も、美み鈴すずでさえも最低限の会話しかできないほど。乱暴な言こと葉ば遣づかいをしたりはしないが、踏ふみ込こめば容よう赦しやのない攻こう撃げきをしてきそうな、そんなひりついた空気感。

　そんな状じよう況きようでも、伊い織おりは。

（手伝うことはできないんだろうか……）

　楓かえでのことをひたすら心配していた。

　ここ最近、彼女のまとう雰ふん囲い気きが少しずつほぐれ、やわらかくなっている気がした。口数は多くないものの、出会った頃ころからは考えられないくらいごく普ふ通つうに話せるようになった。

　そんな楓かえでが、硬かたい殻からに閉じこもっていることがつらい。おこがましいとはわかっていても、ほんの少しでも彼女の心に寄より添そうことはできないのだろうか。

「お兄、なにをずっと悩なやんでんの～？」

　楓かえでの異変に気付いてから二日目の夕飯後。

　悶もん々もんとしている伊い織おりに、ひよりが優やさしい声こわ音ねで尋たずねた。

「あー……いや、なんでもな」

「楓かえでさんのこと？」

　ひよりがにひっと笑い、マグカップに入れたホットココアを持って伊い織おりの隣となりに座る。口にするといつもより甘い。妹は自分が悩なやんだり不安を抱かかえているとき、ココアをいつもより少しだけ甘くしてくれる。ささいな気き遣づかいが無む性しように嬉うれしい。

「コタロー、こっちおいで？」

「みゃー？」

　とっとことやってきた愛あい猫びようのコタローを、ひよりがひょいと抱だき上あげる。

「まあまあ、話してみなさいな。だいじょーぶ。我が家の天使がシリアスな空気を吹ふっ飛とばしてくれるから」

「コタローは無敵だな……」

　持ち上げられてみょーんと胴どうを伸のばしたコタローが、

「みゃ？」

　つぶらな目つきで首をかしげた。ううん、この瞳ひとみを前にしたらとても噓うそなんてつけそうにない……。
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　楓かえでが最近ぐっと話しやすくなったこと、そして昨日から様子がおかしく、どうやらストラップを探しているらしいが、手伝うに手伝えない雰ふん囲い気きであることを、ホットココアを飲みながらゆっくりと話した。

「なーるほどねー。楓かえでさんは思い込んだら一直線！　ってタイプなのかなー」

　ひよりがマグカップを傾かたむけ、「ぷひー」と気の抜ぬけた声を漏もらす。太ももにはコタローが寝ねそべっていた。

　それにしても……とひよりがつぶやく。

「お兄のそういうとこ、昔から変わらないね」

「……そうか？」

「そうだよー。……あたしのときも、そうだったでしょ？」

　困ったような笑えみを浮うかべるひよりは、どこか大人びていた。

　ひよりの件は、今も伊い織おりの心に尾おを引いている。

──小学生の頃ころ、ひよりはいじめにあっていた。

　本人は「あれくらいならまだ軽いよ」と言っているが……見ていることしかできなかった伊い織おりからすれば、いじめが軽かったなどとは間ま違ちがっても思わない。

　ひよりは、物を隠かくされたり、直接害されることはなかった。

　しかし、教室ではひそひそと陰かげ口ぐちをたたかれ、帰り道ではひよりをばかにする歌を歌われた。

　両親が忙いそがしく、妹の保護者のような立場の伊い織おりだったが、その当時少しよう林りん寺じ拳けん法ぽうの道場に通い始め、ひよりの異変に気付くのが遅おくれた。

『ん、なんもないよ？』

『だいじょうぶだってー』

『なんでもないってば！』

　何度はぐらかされても諦あきらめずに尋たずね続つづけ、なんとかいじめのことを聞きだすと……その翌日、ひよりをいじめていた児童に殴なぐりかかりそうになった。慌あわてたひよりと先生に止められなかったら、本当に容よう赦しやなく殴なぐっていたと今でも思う。

　伊い織おりが乗り込んだからといって状じよう況きようはさして変わらなかった。

　ひよりといっしょに帰って守りたかったが、通い始めたばかりの少しよう林りん寺じの練習をさぼっていいものか迷い、帰り道をともにするのは諦あきらめた。その代わり、帰ってからひよりとたくさん遊んだり、いっしょに料理をしたりもした。このとき、当時から仲の良かった湊みなともひよりのことを気にかけてくれていて、よく三人で遊んだ。

『お兄と湊みなとくんと……それと、いじめられてるときも仲良くしてくれた子は、一生大事にしようと思ってる』

　ひよりがそう言って笑ったときの大人びた笑えみを、今でも忘れることができない。

　伊い織おりや湊みなとに救われた、とひよりは本心から思っているが、伊い織おりの中では今でも「あのとき、ひよりにもっとできることがあったはず」という未練が残っている。

　ひよりのクラスのいじめは、まるで当番制のように移り変わった。帰り道でひよりを大声でばかにしていた男子がいじめられたり、それまで目立っていた女子がいじめられたりした。目まぐるしく対象が変わるいじめは黒幕がいるようなものではなく、そうすることでクラス全体の精神の安定を図はかる現象のように思われた。

　ひよりはいじめに加わることは決してなく、いじめられている子を遊びに誘さそったりと、むしろ優やさしくケアする側にまわっていた。

　まだまだ幼いと思っていた妹が自分よりもしっかりしていると気付き、伊い織おりは尊敬の念を抱いだいた。

　なお、ひよりがさりげなくケアをした男子は、優やさしいひよりにばっちり惚ほれて何人もが告白してきたらしい。そのたびにひよりは「あ、ごめんなさい、そういうつもりはなくて……」とばっさり断っていた。男子はもれなく泣いたとのこと。

「あのとき、もっとやれたことがあると思うと……」

「まーだ言うんだから～」

　ひよりが呆あきれ笑わらいを浮うかべる。口についたココアが愛らしい。

「あの頃ころからじゃない？　お兄がしょっちゅうお節せつ介かいを焼くようになったのって」

「ん……たしかに、そうかもな」

　ちょっとでも困っている人がいると、あの頃ころのひよりが重なって見えてしまい、「いま自分にできることをやらないと後こう悔かいする」と思って反射的に助けるようになった。

「あたしはもうぜんっぜん気にしてないのにねー。お兄は優やさしいっていうか、律りち儀ぎっていうか、めんどくさいっていうか、ねちっこいっていうか、恨うらまれたらめんどそうっていうか……」

「後半ひどくない？」

　ひよりがくすくすと笑い、コタローのしっぽの付け根をぽんぽんと撫なでる。「みゃー」と気持ちよさそうに鳴いてしっぽをふりふり、ふりふり。

　ちなみにひよりは、当時自分をいじめていた子とも普ふ通つうに遊んでいる。当時のいじめていじめられての関係はだいぶ複雑で、もはやみんな気にしていないとのことだった。

「ま、そこがお兄のいいところでもあるんだけどねー」

　ひよりはにひっと笑うと、

「助けてほしくないのに助けようとするのは傲ごう慢まんかなって思うけどねー。お兄ってば、自分の判断で助けに行くまでが早すぎて、相手がちょっと引いてるときもよくあるでしょ？」

「うぐ……っ」

「頼たのまれてないうちに手を貸しちゃうのはどうかと思うんだよねー、あたしは」

「ちょっと待って、ぐうの音も出ない。泣きそう」

「あとでひざ枕まくらしてあげる」

「……それで手を打とう」

「お兄の真顔、ネタなのかどうか判断に迷うんだけど」

「なんかごめん」

　ひよりがふっと優やさしい笑えみを浮うかべる。

「……でも、小学校のときのあたしもそうだったけど……人に頼たよるのが苦手な人ってたしかにいると思うんだよね。本当はちょっとでも助けてもらえたら泣きたくなるほど嬉うれしいのに」

　だからね……とひよりがマグカップをローテーブルに置き、コタローを抱かかえて伊い織おりの太ももにころりと寝ね転ころがる。伊い織おりにひざ枕まくらされた状態で、ひよりがコタローの前足を持って伊い織おりの腹に猫ねこパンチ。なぜに。和なごむからいいんだけども。
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「お兄が『この人は助けを求めてる！』と思ったら、後先考えずに、ドン引きされるのも構わずに行っちゃうのもいいんじゃない？」

　優やさしい声こわ音ねでいったかと思うと、ぷいと顔をそむけ、コタローの前足をぷいぷいと左右に踊おどらせる。

「……まあ、猪いのししくらいの勢いでがんがん行っちゃいなよ」

　どうやら照れているようだ。

「ひより、顔赤いぞ」

「うっさい。……まあ、なんとかなるんじゃない？　知らんけど」

　関西人みたいな締しめ方かただ。最近人気の動画配信者（関西弁女性）の影えい響きようを受けているのかもしれない。

「さては照れてるな？　おいおい妹が可か愛わいいぞどうしたもんかぶはぁっ!?」

　ひよりが起き上がるなりクッションでばふばふと殴なぐってきた。たまらず倒たおれ込こむと、顔にクッション、お腹なかにコタローが乗せられた。口を塞ふさがれるのは苦しいがコタローが甘えてくるのは幸せでしかない。

「今日はお兄の大好きなホラー映画を鑑かん賞しようします」

「ちょっと待てそれはなんの拷ごう問もんだ」

「えーと、ノイズキャンセリングヘッドホンを用意してー、部屋も暗くしてー」

「やめろやめろ、ホラー好きがガチで楽しむときのセッティングだろそれ！」

　コタローもまじえてしばらくはしゃぐと、頭のもやもやが晴れていることに気付く。

「ひより、その……なんだ、うん、ありがとな」

「ん、どーいたしまして」

　嬉うれしそうに目を細める妹の頭をぽんぽんと撫なでる。

「ココア、もう一杯飲むか？」

「飲むー」

　妹が元気に手を挙げるのを見て、

「みゃ？」

　ぼくも参加する流れですか？　といわんばかりにコタローが立ち上がり、兄妹きようだいそろってソファに倒たおれ伏ふした。




　　　　　　　×　　×　　×




　次の日、伊い織おりは気合を入れ直して学校に向かった。

「涼すず原はらさん、おはよう」

「……ん、おはよう」

　返事はしてくれるが、気もそぞろなのは見て明らかだ。ショートホームルームぎりぎりでやってきたところを見ると、今日もあちらこちらを探していたのだろう。

「涼すず原はらさん。俺にも何か手伝えることがあったら──」

「大だい丈じよ夫うぶだから」

　温度のない声で食い気味に遮さえぎられる。怒ど気きは感じない。けれど、何者も関わらせる気のない強固な意志をひしひしと感じる。

　それでも伊い織おりは。

（諦あきらめてたまるか）

　楓かえでに本気で拒きよ絶ぜつされても構わない、と覚かく悟ごを決めていた。
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　楓かえでがやってきたのは駅の近くにある公園だった。

「ここで、もしかしたら落としたのかも……」

　思い当たる場所はもう、ここしかない。一いち縷るの望みにすがって探し始める。

　この公園の芝しば生ふは背が高いものが多く、ストラップくらいの大きさだと簡単に隠かくれてしまう。

「はやくでてきて……」

　必死で芝しば生ふをかき分けながらつぶやく。

　呼吸が浅い。目の奥が熱い。どうして身体がこんなにおかしくなっているんだろう？

（そっか、私……）

　原因はストラップが見つからない不安だけではない。こうして誰だれにも頼たよらずに行動していると、過去の記き憶おくまでいっしょに引っ張り出してしまうからだ。

　小学生のとき、男子に見た目でからかわれた。美み鈴すずや他の女友達がかばってくれたけれど、あのときも自分からは決して相談しようとしなかった。美み鈴すずたちが現場を見かけたからこそ助けてくれたのであって、楓かえでから助けを求めてはいなかった。

　苛か烈れつないじめを受けたわけではない。中学も女子校に行ったことでおおむね平和だった。

　でも、今までずっと、自分は誰だれかに頼たよるのが下手なまま生きてきた。生きてきてしまった。

「あのとき頼たよれなかった」という小さな失敗体験が積み重なって積み重なって、今、美み鈴すずの助けさえ借りずにひとりでストラップを探す自分がいる。

　脳のう裏りによぎったのは、最近少しずつ話すようになった、隣となりの席の男子。

　彼も自分を助けてくれようとした。でももう遅おそい。明確に拒きよ絶ぜつしたのは自分だから。

「もう、自分で見つけるしかない……っ」

　芝しば生ふを見つめながら、なけなしの力を振ふり絞しぼって、楓かえではつぶやいた。




　　　　　　　×　　×　　×




　その日の放課後。

　伊い織おりは買い出しのため寄り道していた。いつもは週末にひよりとまとめて買い出しをするのだが、今朝になってひよりが急に「今夜はお兄のエビクリームパスタが食べたい！」と言い出したためだ。

「お兄があっちこっちにふらふらするちょうどいい理由になるんじゃない？」

　ひよりに内心感謝しつつ、スーパーへ向かう。今日は買い出し目的のため、自転車移動にしていた。

（ひと雨来そうだな）

　近ちか頃ごろ冴さえない天気が続いていたが、今日は朝から夕方のような暗さだった。見上げれば濁にごった厚い雲が立ち込めている。

　学校内を探さがし尽つくした楓かえでの姿を見つけることはできないだろうか、でもそんなに都合よく見つかりはしないか……などと思っていると。

（涼すず原はらさん……？）

　近くの緑豊かな公園で、楓かえでの姿を見つけた。ベンチの周りの芝しばは少しばかり背が高く、ストラップくらいの大きさのものを落としたらたちまち見失ってしまいそうだ。

「うわ……マジか」

　公園に入って自転車を停とめたところで、ぽつりぽつりと雨が降り始めた。さほど冷たさを感じない夏の雨。念のためもってきた傘かさを差すも、楓かえでが雨を気にすることなく探し物を続けていることに気付く。

　楓かえではベンチにカバンを置いていた。伊い織おりもカバンを並べて置き、自転車移動時に雨が降ったとき用のレインコートで覆おおう。

　伊い織おりがすぐ近くまで来ても、楓かえでは夢中で探していて一向に気付かない。

「風か邪ぜ引くぞ」

　銀の髪かみがこれ以上濡ぬれないように傘かさを差しかける。楓かえでがびくりと跳はね、驚おどろいた顔で振ふり向むき、その顔からまたすぐに温度が抜ぬけた。今朝も見た、静かに人を拒きよ絶ぜつする顔。

「……なんでここにいるの？」

　しゃがみこんだまま、芝しば生ふに視線を戻もどして探し続ける。

「通りかかったんだよ」

　楓かえでが傘かさの存在に気付き、そんなものは要いらないと言わんばかりにするりと移動する。夏の気配がする雨とはいえ、濡ぬれれば風か邪ぜを引く。そんなことはわかっているだろうに。

「ここを探してるのはどうして？」

　楓かえでの動きがぴたりと止まり、ちょっとだけ恥はずかしそうに振ふり向むく。横顔以上は見せることのないままに、

「……このあいだ、ここで美み鈴すずとクレープを食べたから」

　思った以上に可か愛わいらしい理由だった。探し物の件を美み鈴すずから聞いたことについて言げん及きゆうするつもりはないようだ。

「俺も探すの手伝うから」

「いい。かまわないで」

　楓かえでの声がより強こわ張ばる。すぐ目の前にいるのに、初めて隣となり同士の席で話したときよりもずっと、ずっと距きよ離りが遠い。急にさびしさが込み上げた。

　雨がわずかに強く、太くなる。風も吹ふいていて、傘かさを頭にくっつけないと飛ばされそうになる。

「いいから。俺も探す」

　楓かえでの隣となりにしゃがむ。傘かさは彼女の頭上に伸のばしたまま。無防備になった伊い織おりの身体を雨風が撫なでる。

「……なんで？　私はひとりで探したいの。手伝わなくていいから」

　ひとり、という言葉に心臓が締め付けられる。楓かえではスカートをまくり、ひざをついていた。綺き麗れいな手も、ひざも、泥どろだらけになっている。

「大事なものなんだから……ぜったいに、見つけるんだから……」

　風がやみ、楓かえでの声が少しだけ聞こえやすくなった。

「どこ……？　やだ、どこ……？　はやく、でてきて……」

　伊い織おりの存在を忘れたかのように、幼子に戻もどったかのように、よつんばいになって背の高い芝しば生ふをかきわける。

　雨に濡ぬれているからわかりにくいはずなのに。

　楓かえでは泣き出しそうになっている、いや、もう泣いている、と思った。

　つらい目にあっていたときのひよりの姿が重なる。胸の中に後こう悔かいや焦しよう燥そう感かん、いら立ちがうずまき、膨ふくれ上あがる。

──なんで俺は、涼すず原はらさんが泣いてるのをぼーっと見てるんだ？

　雨に濡ぬれた身体の芯しんに火が灯ともる。

　すぅぅ、と静かに息を吸った。

「だあぁぁ！　もう！」

「きゃっ!?」

　伊い織おりの声に楓かえでが跳はねる。鬱うつ憤ぷんといっしょに吐はき出だした声は辺りによく響ひびいた。

「え、えっ、と……？」

　頭が真っ白になったのか、きょとんとしている楓かえでの前にひざをつく。制服の汚よごれなどどうでもよかった。

　楓かえでと正面から向き合う。雨に濡ぬれた綺き麗れいな顔。普ふ段だんであればこんな近い距きよ離りで見ただけで全身が熱くなること間ま違ちがいなしだ。けれど今は、そんなふうに浮うかれている場合じゃない。

「涼すず原はらさん」

「は、はいっ」

　真しん剣けんな声こわ音ねに、楓かえでが反射的にひざ立ちのまま背すじをぴしっと伸のばす。律りち儀ぎに手をひざについていた。

「強ごう情じようすぎ」
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「えっ」

「人の助けはちゃんと借りていいんだっての」

「えっ、あ、その……だって……」

　唇くちびるを尖とがらせる仕草がなんだか幼い。それが微ほほ笑えましくて、少しだけ肩の力が抜ぬけた。

「涼すず原はらさん。いい？　俺は、頼たよってもらってもぜんっぜん迷めい惑わくじゃないの！　ていうかそっちのほうが嬉うれしいから！　手伝えないときはちゃんと事情を説明して断るし！」

「あ、う、え、えぇ……？」

「……ごめん、熱くなりすぎた」

　目をぱちくりさせて混乱する楓かえでに頭を下げ、自分の頰ほおをぺちぺち叩たたく。

「ただのお節せつ介かいだと思って。……お願いだから、手伝わせてほしい」

　楓かえでがかすかに口を開けて閉じる。薄い唇を引き結び、ひざに置いた手をきゅっと握りしめた。

「……私、意地になってたと思う……。ごめんなさい、ありがとう」

　今さらだけど、お願い……と今にも消え入りそうな声でつぶやく。楓かえでの顔がくしゃりと歪ゆがんだ。




「……助けて」
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　すがるような声に胸が締しめ付つけられる。

「わかった」

　あのときは摑つかめなかった、心の中で伸のびた助けを求める手。今度はそれを、しっかり、決して手放さないように摑つかむ。

　ぜったいに、意地でも見つけると心に誓ちかう。

「手分けして探そう。この公園以外で探すところはある？」

「ううん、もうないはず。交番も聞いて回ったから、道に落ちてることもないだろうし」

「わかった。じゃあ、この芝しば生ふが一番怪あやしいわけだ」

「うん。……この辺りがかなり怪あやしい」

「なんで？」

「……クレープを食べてテンションが上がって、美み鈴すずと追いかけっこしてたから」

　なにその可か愛わいらしい光景？

　内心吐と血けつしながら、楓かえでの記き憶おくをもとに芝しば生ふを探す。遊んでいる子どもが気付かずに蹴けってしまったり、あるいは遠くへ投げたり……といった可能性も考え、楓かえでと美み鈴すずが動き回った場所の周辺にも捜そう索さくの手を伸のばす。芝しば生ふ以外にも生おい茂しげった草むらがあり、そこに小さなストラップが紛まぎれているとなると、見つける難易度が格段に上がる。

「ぜったいに見つける……っ」

　楓かえでのつぶやきには先ほどまでの悲ひ壮そう感かんはなく、代わりに強い決意がにじんでいる。雨が強くなり、ふたりの身体はもうずぶ濡ぬれだ。それでも構うことなく探し続ける。

　五分、十分、十五分と時間が過ぎていく。

「涼すず原はらさん。この公園の中でまだ探してないところは？」

「ちょっと待ってて。ええと……」

　楓かえでが腕うでを組み、握にぎり拳こぶしをおとがいに添そえて考え込む。雨に打たれる中でも、いや、雨に打たれるからこそ絵になるとさえ思えた。

　これだけ必死で探すなんて……。

「よっぽど大事な形見なんだな」

　楓かえでがぴくりとして、伊い織おりを不思議そうに見る。

「……？　何を言ってるの……？」

「へ？　だって、これだけ大事にしてるなら──」

　不意に雨が弱まり、

「楓かえで？　どうしたの？」

　落ち着いた声が耳じ朶だをかすめた。

「……へ？」

　振ふり返かえるなり、伊い織おりは、実に間の抜ぬけた声をあげてしまった。

　視線の先に佇たたずんでいたのは、美しい女性だった。

　肩かたより長い銀の髪かみが美しく流れている。両の瞳ひとみは蒼あおい。

　楓かえでと同じ、銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がん。

　まるで、楓かえでが年を重ねて美しくなったような姿。

　頭によぎったのは、楓かえでの母という可能性だったのだが、

「おばあちゃん……」

「おばあちゃん……？　え、おばあちゃん!?」

　生きてたんかい、とか。若すぎるでしょ、とか。

　あらゆるツッコミが頭を過よぎり、パニックになり、何も言えないまま口をぱくぱくさせる。

「ずぶ濡ぬれになってるじゃない。何をしてるの、もう……」

　指し摘てきされて気付く。昂こう揚ようして気にならなかったが、もはやプールに飛び込んだのかと思うほどに濡れてしまっていた。

　楓かえでが胸に置いた手をきゅっと握にぎりしめる。

「だって、だって……おばあちゃんのプレゼントが……」

　楓かえでの祖母が目をぱちくりさせる。なんだか楓かえでと仕草が似ている。いや、正確に言えば楓かえでがこの人に似たのか。

「だから最近、ずっとそわそわしてたの？　……そこの男の子は？　もしかしていっしょに探してくれたお友達？」

「この人はパ……クラスメイト」

　パパラッチって言おうとしただろ、今。

「初めまして。涼すず原はらさんのクラスメイトの佐さ久く間まといいます。ストラップをいっしょに探してるところでした」

「そうなのね……ありがとう、うちの孫のわがままに付き合ってくれて」

「～～……っ！」

　楓かえでが口をもにょもにょとせる。色々と言いたいことがあったのだろうが、口をつぐむ仕草の可か愛わいらしさに撃うち抜ぬかれた。家族の前ではこんな顔をするのか。

「しょうがないわねぇ。また作ってあげるから」

「でも、でも……」

　困ったように笑う祖母と、だだをこねる孫という構図。雨に打たれながらも和なごんでいると、不意に。

「……ん……？」

　かかとに何かが当たる。草むらの絶ぜつ妙みように隠かくれた位置から覗のぞいているのは、見覚えのある猫ねこのストラップ。

　手に取って掲かかげる。濡ぬれてはいるものの、幸いにも泥どろで汚よごれてはいなかった。

「あった……！」

　楓かえでが振ふり向むき、目を見開く。

　次の瞬しゆん間かん、身体が後ろに吹ふき飛とんだ。

「がふぅっ!?」

　やわらかな芝しば生ふにしたたか背中を打ち付けた。楓かえでにタックルされたのだと数秒遅おくれで認にん識しきする。何か恨うらみを買ったっけ……？　いや結構覚えはあるけど……などと考えていると。

「よかった……よかった……っ」

　伊い織おりの胸に、楓かえでがおでこをこすりつけている。声が震ふるえている。

（ええと、こういうときは……）

　緊きん張ちようで手をぷるぷるさせながら、楓かえでの頭と背中をぽんぽんと撫なでる。

「おやおや……」

　祖母が微ほほ笑えましそうに見ていて死ぬほど恥はずかしいが、引ひき離はなす気には到とう底ていなれなかった。

　楓かえでをそろりと抱だきしめ、ひとまず上体を起こす。

「ありがとう……ほんとに、ありがとう……」

　伊い織おりの前で女の子座りをして、伊い織おりの手ごとストラップを握にぎりしめ、すん、すんと鼻を鳴らす。

「おばあちゃん、見つかった」

「そうだね、しっかり感謝しないと」

「いや、お礼ならもう充じゆう分ぶんで……」

　どうにも照れくさいので、そろそろ立ち上がろうと思った矢先。

　楓かえでが、伊い織おりをまっすぐに見つめ、




「本当に……ありがとう。佐さ久く間まくん」
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　ふわりと、小さな花が咲さいたような笑えみを浮うかべた。

（う、わ……うわ、うわ……っ）

　身体の芯しんに熱が灯ともり、一気に広がる。肌はだを濡ぬらす雨が残らず蒸発したかのようにさえ思える。

　伊い織おりに惚ほれるきっかけとなった、あの日の笑えみよりは控ひかえめで。

　けれどいま目の前で見ているのは、間違いなく伊い織おりに向けられた笑えみ。

　ていうか急に苗みよ字うじで呼んでくれましたけどこの不意打ちずるくないですか、などと脳内が盛せい大だいなお祭まつり騒さわぎとなる。

　伊い織おりの大混乱には気付いていないようだが、祖母は察したようだった。

　涼すずやかな美び貌ぼうから一転して、にまーっと、実に楽しそうに笑う。笑いジワは愛あい嬌きようがあってとても優やさしく、素す敵てきな年の重ね方だな、と思った。

「この子は我が孫ながらめんどくさいけど……それでもいい？」

「うぇっ!?　は、はいっ！　ぜひとも!?」

　途と中ちゆうで自分の返事に「何言ってんの俺!?」と気付き、不自然なくらい声が上ずる。楓かえでと祖母が目をぱちくりさせ、それからふたりそろって噴ふき出だした。

「佐さ久く間まくん、なに今の……っ？」

　猫ねこのストラップで口元を隠かくし、楽しげに笑う。あまりにも無防備な笑えみの破は壊かい力りよくたるや。返す言葉がまるで浮うかばず、ただただ見み惚とれてしまう。

「あれ？　やんでる……」

　身体を濡ぬらす雨がいつの間にか降りやんでいた。

　分厚い雲がゆっくりと割れ、橙だいだい色いろの夕ゆう陽ひが差し込む。雨に濡ぬれた公園が夕ゆう陽ひを反射して、どこか懐なつかしさを感じさせるやわらかな光景を作り出した。

「きれい……」

　楓かえでも同じことを思っていたようだ。ストラップを人差し指でちょんちょんと撫なでながら、夕ゆう陽ひに照らされる公園をじっと見つめる。

「ふたりともすっかり濡ぬれちゃったわね。佐さ久く間まくん、うちはすぐ近くだから、よかったらシャワーをどうぞ」

「えっ!?」

　思わぬ誘さそいに脳が高速回転する。

　冷たい身体を温めるシャワー。

　こんこんと浴室のドアをノックする音。

　お湯加減はどう？　という声に慌あわてて答える自分。

　ばっちりだと答えると、そう、よかった……とバスタオルを巻いた楓かえでが入ってきて──

（うん、ぜんぶ間ま違ちがってる）

　何がどうなったら楓かえでが乱入してくるのか。あと、シャワーでお湯加減も何もないだろうに。

「ええと……ありがたいですが、今回は遠えん慮りよさせていただきます……」

「あら残念」

　祖母が楽しげに笑う。けっこういたずら好きな面があるようだ。楓かえでがこんな愛らしいいたずらをしてきたら漏もれなく悶もだえ死しぬ自信がある。なんの自信だ。

「シャワーくらい使ってくれていいのに……」

「それは倫りん理り的てきにというか情じよう緒ちよ的てきにというか理性的にというかとにかく色々な意味でアウトなんですわかりましたか？」

「え、え、えぇ……？　わ、わかった……」

　平へい坦たんな声こわ音ねでまくしたてると、楓かえでが露ろ骨こつにたじろいだ。理性を揺ゆらす言葉を無意識につぶやくのはだめ、ぜったい。

　立ち上がり、ぐっと身体を伸のばす。公園に来てから三十分も経たっていないのに、何時間も過ごしていたような気がする。あまりにも濃のう密みつな時間だった。

「佐さ久く間まくん。なにかお礼がしたい」

「へ？　いいよこれくらい、大したことないから──」

「何でもするから」

「マジデスカ」

　片言になってしまった。浴室での妄もう想そうがふたたび湧わきあがり、そのあとどんな行こう為いに及およぶのかをあれやこれやと走馬灯のごとき速度で妄もう想そうする。ええい、鎮しずまれ煩ぼん悩のう。

「……どうしたの？」

　楓かえでがこてんと首をかしげる。無自覚エロ、ほんとだめ、ぜったい。

「仲がいいわねぇ」

　祖母がにまにましている。このやりとりを見られるダメージが尋じん常じようでない。

「見つかったのはもちろん嬉うれしいけど、助けてくれたこと自体本当に感謝してるから。本当に、なんでもいいから言ってみて？」

「え、お、おおう……？」

　楓かえでがずいっと身を乗り出し、ふんすと鼻を鳴らす。蜜みつを練り込んだ棍こん棒ぼうでぶん殴なぐられたかのような心ここ地ち。

　吹ふっ飛とんでいるわけでもなく、なおかつ今までお願いできなかったこと……。

「あー……えっと、れ、連れん絡らく先さき、交こう換かんしてもらえる？」

　対ついの宝石を思わせる碧へき眼がんがぱちくり、ぱちくり。

「……そんなことでいいの？」

「うん。……俺としては、めちゃくちゃ嬉うれしい」

「……ん、わかった」

　楓かえでがふにっと目を細める。無防備な仕草のひとつひとつの破は壊かい力りよくが高すぎる。楓かえではカバンにレインコートをかけていたことに対しても丁てい寧ねいにお礼を言ってくれた。

　スマホを取り出し、トークアプリの連れん絡らく先さきを交こう換かんする。

（涼すず原はらさんの連れん絡らく先さき……！）

　美み鈴すずから「今はまだ早いと思うよー」と言われて何か月経たっただろうか。いや、そんなに経たってないんだけども。けれど体感ではそれくらいは経たっている気がする。

「（よかったわねぇ）」

　と、言わんばかりに祖母がサムズアップしている。中々面おも白しろい人なのかもしれない。

「早く温まらないとふたりとも風か邪ぜを引いちゃうわよ。……佐さ久く間まくん、楓かえでを助けてくれてありがとうね」

「あ、いえいえ……」

　楓かえでが祖母の隣となりに立ち、深いお辞じ儀ぎをする。

「佐さ久く間まくん……本当にありがとう」

「どういたしまして。風か邪ぜ引かないようにな」

「うん」

　楓かえでが濡ぬれた白銀の髪かみの毛先をちょいちょいとつまみ、唇くちびるを尖とがらせ、たたたっと小走りで伊い織おりのもとにやってくる。

「また明日」

「……っ。あ、ああ、また、明日……っ」

　視界の隅すみで祖母がくすくすと笑っている。楓かえでは小さく手を振ふると、祖母とともに公園を出た。

　ふたりの後ろ姿を見送り、泥どろの乾かわいた手を見つめる。

　脳のう裏りに浮うかぶのは、この公園で見た楓かえでの様々な表情。

　必死な顔。

　泣きそうな顔。

　助けを求める顔。

　涙なみだ目めで嬉うれしそうにする顔。

　そして──伊い織おりに向けた、やわらかな微ほほ笑えみ。

　心臓が今も高鳴っている。表情のひとつひとつがこんなにも魅み力りよく的てきな人がいるなんて。

「……ああ～～……あんな顔見たら、もう、もう……あぁぁぁ～～」

　あんな顔を見せられたら……惚ほれなおすに決まっている。

　楓かえで自身が伊い織おりのことをどう思っているのかはわからないが、それでもちょっとくらいは近づけたのではないだろうか。

「……今日は打ち上げだな」

　いや、何の打ち上げなの？　とひよりにツッコまれる未来が容易に予想できるが、今日くらいは浮うかれてもいいだろう。

「くしゅんっ」

　スーパーでがっつり買い込むぞ……と気合を入れたとたんにくしゃみをひとつ。

（いったん帰って、ひよりと買い出しに行くか）

　プランを急きゆう遽きよ変へん更こうする。まずは手を洗って、妹に連れん絡らくしなければ。事情を話せばきっと喜んでくれるだろう。

　人の心に深く踏ふみ込こむのは勇気がいる。疎うとまれることもあるだろうし、事態を悪化させることもあるだろう。

　それでも、迷いながらも踏ふみ込こんだ決断は、間ま違ちがっていなかった。

　本当に……よかった。
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　シャワーを浴びた楓かえでに、祖母──ソフィアは砂糖とミルクたっぷりのホットコーヒーを淹いれた。

「……ブラックでいいのに。子ども扱あつかいしないでってば」

　バスタオルで髪かみをわしゃわしゃしながら、楓かえでがぷくっと頰ほおを膨ふくらませる。発言も仕草も可か愛わいらしい子どもそのものなのだけれど、指し摘てきすれば拗すねてしまうのでくすくすと笑うだけにとどめた。

「雨に濡ぬれて疲つかれてるでしょう？　胃に負担がかからないようにしないと」

「……なるほど。それなら……いただきます」

　マグカップを両手で持ち、くぴり。

「ん～……おいし」

「よかったわ」

　上を見てふにっと目を細める孫を見て嬉うれしくなる。楓かえでは幼い頃ころから、ソフィアと夫がブラックコーヒーを飲んでいることに憧あこがれていた。ちろりと舐なめるように飲んでは「うぇー」と唸うなり、砂糖をたっぷり入れていた光景を昨日のことのように思い出せる。今ではすっかりブラックがお気に入りになったけれど、今日は小さい頃ころと同じ量の砂糖とミルクを入れた。ブラックが好きになった今でも、同じように美お味いしがってくれるのは嬉うれしい。

「それにしても、楓かえでったらひとりでずっとストラップを探してたのね」

　楓かえでがマグカップで口元を隠かくす。恥はずかしくなると口元を隠かくすクセは小さい頃ころから変わらない。夫がごつい手でよく照てれ隠かくしに口元を隠かくしているので、きっとうつったのだろう。

「だって……他の人を巻き込んだら、迷めい惑わくだし」

「美み鈴すずちゃんには言ったの？」

「言った。最初は手伝ってもらったけど……やっぱりこれ以上手伝ってもらうのは悪いなって」

「そんな遠えん慮りよをするような間あいだ柄がらじゃないでしょうに」

「う～……わかってる、けど……」

　コーヒーを飲んで、ふっと安らいだ笑えみを浮うかべる。

「それで、あの佐さ久く間まくんって子が手伝ってくれたのね」

　楓かえでの頰ほおがほんのり赤らむ。

「だって……手伝わなくていいって何度言っても聞かないから……。最後は私にお説教までして手伝ってくれたの」

　彼は思った以上に大だい胆たんなようだ。それと、楓かえでに負けず劣おとらずの頑がん固こ者もの。孫とは案外似た者同士なのかもしれない。

「あらあら。でも、いやじゃなかったんでしょう？」

「うん。……もしストラップが見つからなくても、すごく救われたと思う……ような、気がしないでもない、ような」

　どんどん声がすぼまっていく。うんうん、今日も孫が可か愛わいい。

「それにしても、楓かえでが男の子に抱だきついて、手を握にぎるなんてねぇ」

「へ？　……あ」

　ようやく自分のやったことを自覚したようで、楓かえでの顔がぽひっと赤くなる。

（この顔、あの子にも見せてあげたいけれど……とってもウブみたいだから刺し激げきが強すぎるかしらね）

　くすくすと笑いながら、

「ちなみに、もしあの子が提案に乗ってたら、同級生の男子がうちでシャワーを浴びてたんだけど……それについてはどう思う？」

「え、あ、う、えぇ？　あ、あぅぅ……っ」

　楓かえでが目をぐるぐる回して慌あわてる。

「ごめんね、からかいすぎたわね」

　楓かえでが外では──家族や、美み鈴すずのように親しい人以外に対しては表情が極きわめて硬いことは知っている。これまでの歩みを考えればそんなふうになってしまうのも仕方がないと思っていた。どんな形であれ、幸せになってくれれば、とも。

　それが、高校に入学して二ヶ月と経たたないうちに、男の子に対してこんなにも豊かな表情を浮うかべるようになるなんて。

（佐さ久く間まくんには感謝しないとね）

　見たところ、彼はどこからどう考えても楓かえでに惚ほれている。実の孫というひいき目を抜ぬいても、この子は魅み力りよく的てきだ。惚ほれるのもわかる。うんうん。

　この子と彼が結ばれるのかどうかはわからないし、ましてや結ばれたからといって幸せになれるとは限らない。ソフィア自身でさえ、夫と歩む道はまだまだ半ばなのだ。

　それでも、それでも。

　愛いとしい孫である楓かえでと、この子に優やさしい笑えみをもたらしてくれた彼が、幸せになりますように。

　いまだにあうあうと唸うなっている可か愛わいらしい孫を見つめながら、ソフィアは静かに願った。








Interlude






「もしもし、美み鈴すず？　ごめんね急に」

「大だい丈じよ夫うぶ大だい丈じよ夫うぶ～。ストラップ、見つかったんだ？」

　美み鈴すずの明るい声に緊きん張ちようがほぐれる。

「う、うん。なんでわかったの……？」

「だって声が明るくなったもん。学校にいるときはもう見てらんなかったから～」

「……その、ごめんね」

　体育座りしている身体をきゅっと丸める。あとは自分で探す、と告げたときの、美み鈴すずの複雑な笑えみを思い出した。

「大だい丈じよ夫うぶだよ。でも……心配したんだぞ～？」

「……っ」

　美み鈴すずの言葉にはいろんな気持ちが詰つまっている。だから胸に沁しみる。目の奥が熱くなる。

「……ありがと。今度からは……ちゃんと頼たよるから」

「お、おお？　……もしかしてなんかあった？」

「えっ」

　しまった、決意表明のつもりが完全に藪やぶ蛇へびだった。

「べ、べべ、べつに……っ？」

「よ～しビデオ通話に切きり替かえようではないか。逃にがさんぞ～」

「うぅぅ～……」

　猛もう烈れつに熱くなる顔をぺちぺちと撫なでながらも──きっとこのあと、洗いざらい話してしまうんだろうなと思った。それが恥はずかしくもあり、たまらなく嬉うれしくもあった。
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　楓かえでに惚ほれなおした夜のこと。

　伊い織おりは自室でスマホを睨にらんでいた。

（涼すず原はらさんの連れん絡らく先さき……！）

　トークアプリの友達リストに表示されている、『涼すず原はら楓かえで』の文字。アイコンは毛並みが白黒のかっこいい大型犬だ。犬も好きなのだろうか。

　メッセージを送りたいが、このやりとりで仲を進展させようなどと欲張るのは避さけたい。湊みなとからさんざん受けたダメ出しを思い出す。あくまでもさりげなく、何気ない会話を……。

　ぷるぷると震ふるえる指で文字を打ち込み、楓かえでにメッセージを送る。

『こんばんは』

『こっちでもよろしく』

『（立ち上がったマンチカンのスタンプ）』

「これでどうだ……!?」

　同じマンチカンでもコタローのほうが可か愛わいいが、さすがにコタロースタンプは作っていないので（オファーを受けたら即そく座ざに了りよう承しようするが）、とりあえずいつも使っているスタンプを送った。

　トーク画面を見つめること十秒、二十秒、三十秒。

　そんなにすぐには既き読どくにならないか……と思った直後、既き読どくの文字がついた。

　ベッドから飛び起き、正座でスマホの画面を凝ぎよ視うしする。受験の結果待ちをしているときを思い出した。

　返信が届く。

『うむ』

「……へ？」

　思いのほか硬こう派はな返事に戸と惑まどうも、「まあ続きがあるだろう」と自分に言い聞かせる。

　しかし、何十秒待てども続きのメッセージは届かない。

「……終わり？　今ので終わり!?」

　会話を続けられる気がしなかった。スカッシュをプレイしていたら、打った球が生きた壁かべにずぶずぶと飲み込まれたような手応え。

「ままならねえ……！」

　スマホを握にぎりしめてベッドをごろごろ転がっていると、

「うるさーい！」

「ごめん！」

　隣となりの部屋の妹に叱しかられ、慌あわてて正座で謝った。
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　ストラップが見つかった、翌日の放課後。

　楓かえでは職員室に用事があったため、美み鈴すずに教室で待ってもらっていた。滞とどこおりなく用事を済ませて戻もどると、美み鈴すずと伊い織おりがふたりで話していた。他の生徒はもういない。

（ふたりで何を……？）

　美み鈴すずと伊い織おりは、以前も不意に仲良くなっていた。自分が伊い織おりと話してもそんな事態には到とう底ていならない。いったいどんな会話をすれば、男子とあんなにも気さくな間あいだ柄がらになるのか。美み鈴すずの並々ならぬコミュニケーション能力はよく知っていたので、興味本位でふたりの会話を盗ぬすみ聞ぎきする。

「いおりんがストラップを見つけてくれたんでしょ？　いやー、お手て柄がらだね！」

「たまたま見つけたんだって。でも、本当によかった」

「ん。……わたしからもお礼を言わせて？　ありがとね」

「いやいや、そんなそんな」

　顔が熱くなる。ふたりとも自分のことを心配してくれていたのだと改めて実感する。

「やー、それにしても、今日の楓かえでにはびっくりしたよ～」

（む？）

「どういうこと？」

　楓かえでが全力で聞き耳を立てる。

「いおりんもわかると思うけどさ、あっきらかに表情筋がよく動くようになったの！　他のクラスメイトと話すときはいつも通りだけどさ、いおりんと話してるときの雰ふん囲い気きが昨日までとまるでちがうんだよねー」

「あー、それは……うん、めちゃくちゃわかる」

（そんなばかな）

　熱くなった頰ほおをむにむにとこねくり回す。無自覚なのに友人には気付かれているなんて恥はずかしいにも程ほどがある。

「ねえねえ、いおりんから見て、楓かえでってどんな子なの？」

「え、なんで急にそんなこと……？」

「いいからいいから。どんなふうに見えてるのかなって」

　楓かえでが鼻息をふんすと荒あららげ、気配を殺しつつもふたりの会話に集中する。

「どんな子、って……えぇと、まず、仏ぶつ頂ちよう面づらで、めんどくさくて……」

（へぇ……？）

　廊ろう下かの温度が三度ほど下がった。通り過ぎた先生が「？　……??」と腕うでをさすりながらきょろきょろと辺りを見回す。

「でも、美み鈴すずさん以外の女友達にもいつも囲まれてるし、スポーツも得意だし、猫ねこが好きなのに苦手なのは愛あい嬌きようがあるし、おばあちゃんにもらったものを何年も大事にしてるし……」

（へ？）

　伊い織おりが一気にまくしたてた言葉に、顔がぽっぽと熱くなる。数秒前まで雪原と化していた周囲が花畑に変わるような感覚。

「ふむふむ。つまり？」

「い、いや、つまり、って……」

「楓かえでをどう思ってるかを一言で表すと？」

「うぐ……」

　伊い織おりが顔を真っ赤にして口をぱかっと開き、何か言いかけて閉じ、また開く。

「か、かわ……」

「皮？　スキン？　なんか猟りよ奇うき的てきだね」

「ち、ちが……」

「ほれほれ、早く言ってみぃやー」

　美み鈴すずが伊い織おりの二にの腕うでをシャーペンでぐりぐり、ぐりぐり。

　楓かえでは無意識のうちに、教室の入口から顔をひょっこりと覗のぞかせ、

「か、可か愛わいいと思いまする……」

　伊い織おりが緊きん張ちようしすぎて謎なぞの口調になるのを聞いた瞬しゆん間かん、思わず噴ふき出だしてしまった。

「んなっ!?　す、涼すず原はらさん!?　いつからそこに!?」

「ぷっ、けふっ、ごめっ、けほっ、まする……死ぬ……」

「いい度胸してんじゃねぇか……」

　伊い織おりがこめかみに青筋を浮うかべるが、ぜんぜん怖こわくない。男子のことを可か愛わいいと思ったのは初めてかもしれない。

「あははは！　いおりんはかわいいねー」

「ちょ、美み鈴すずさん、やめろって……」

　美み鈴すずが楽しげに伊い織おりの頭を撫なでる。

（……あれ？）

　もやっ、と。

　胸の奥で、もどかしさに似た何かを感じた。

「よけるなってー。ほれほれ～」

「いや、恥はずかしいん、だって、の……っ！」

「よいではないかよいではないか～」

「カバディのポーズって頭を撫なでようとする人がとるもんだっけ？」

　美み鈴すずと伊い織おりがはしゃいでいる。同じようなやりとりは割とよく見るはずだ。

　見るはずなのに。

（……？）

　もやもやは晴れることなく、むしろもっと膨ふくらんでくる。

「あれ、楓かえで？　どしたの……って、あ～、なるほどね？」

　美み鈴すずが目をぱちくりさせたかと思えば、口を「ω」の形にしてにんまりと笑う。

「楓かえではもっとかわいいね～このこの～！」

「ちょ、やめ……っ！」

　ターゲットが変わり、今度は楓かえでが頭をわしゃわしゃされた。しかも両手で。

　恥はずかしいからやめてほしいが、美み鈴すずの撫なでるときの力加減は絶ぜつ妙みようで心ここ地ち好よいのでもう少し撫なでてほしい。

　この矛む盾じゆんした感情を解決するため、楓かえでは。

「佐さ久く間まくん、出てってくれる？」

「急にひどくないか!?」

　口にした自分でもびっくりするくらい、理り不ふ尽じんな言葉を告げた。
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　美み鈴すずと帰り、自室でくつろぐ。教室での三人のやりとりを思い出して自然と頰ほおがゆるんだ。

（そういえば……）

　ふと思い出したことがあり、トークアプリを開く。

　佐さ久く間ま伊い織おり、と書かれたアカウント。アイコンはやっぱりといえばやっぱりで、マンチカンのコタローだった。きっと妹のひよりも同じようなアイコンなのだろう。

　楓かえではクラスメイトの女子ともまだ連れん絡らく先さきを交こう換かんしていない。なので、伊い織おりは友人の中ではごく限られた登録者ということになる。

（昨日の返信……色々と雑だったかも）

　伊い織おりのメッセージに対して、本当は『うん』と返し、あらためてお礼を言うつもりだった。しかし美み鈴すずとのトークで打った『うむ』に予測変へん換かんされた文字をそのまま送ってしまい、それだけで会話をする気がふつりと途と切ぎれてしまった。なおかつ伊い織おりのマンチカンのスタンプに対しても、心の中で「可か愛わいい」とほくほくしただけで何ら反応を返していない。

　申し訳ないなぁ、とは思うものの、こちらからメッセージを送ったところで話題が続く気がしない。なので放置を決め込む。今度美み鈴すずに相談したほうがいいかもしれないなーなどと思いながら。

　もういちど、伊い織おりのアカウントを眺ながめる。

　佐さ久く間ま伊い織おり、という名前をじっと見つめたとき、不意に鼓こ動どうが高鳴った。

「……？」

　胸を押さえ、首をかしげる。胸がぽかぽかと温かい。薪たきぎの奥でほんのりと灯ともった火に手をかざしているような、やわらかくて、心ここ地ちが好よくて、明日以降が楽しみになるような……そんな感覚。

「…………??」

　伊い織おりのアカウントをじっと眺ながめ、ふたたび首をかしげるも──その感情がなんなのか、楓かえでにはいまいちわからなかった。
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あとがき






　初めまして、高たか橋はし 徹とおるです！

　このたびは本作を手に取っていただき、本当にありがとうございます！




　唐とう突とつですがこのあとがきのお品書きを。

①トーク力

②ネコポニー

③今作に乗っけた思い

④謝辞

⑤願い




①西にし尾お維い新しん先生の『化ばけ物もの語がたり』を読んだとき、「キャラクター同士がただ話しているだけでこんなに面おも白しろいのか」と衝しよう撃げきを受けました。面おも白しろおかしいやりとりを見たあと、そのキャラが登場するだけで「次はどんな絡からみを見せてくれるんだー!?」とワクワクした感覚が忘れられません。

　この体験に強く影えい響きようを受けていまして。「一組の男女がよーいドンでおしゃべりする」というシンプルな状じよう況きようで、面おも白しろかったり可か愛わいかったりするやりとりが延々と描えがけるキャラ作りが最強……という信念のもと、キャラクターのトーク内容について日々考えてもがいてます。




②これは芸人の千ち原はらジュニアさんの造語でして。ご自身のYouTubeで「トラウマほど強きよう烈れつではないが、自分の行動や生き方に影えい響きようを与あたえた経験」と説明されていました。語感のゆるさと着眼点があまりにも好きすぎて。

　僕自身もこういう経験はあります。

　高校生のとき男友達とご飯を食べていて、彼がパックジュースをストローで飲んでいたんですね。そのとき鼻の下が伸のびているのを見て「め、めっちゃ変な顔になってるー！」と衝しよう撃げきを受けまして。それ以来、人前でストローを使うときは不思議がられない程度に唇くちびるの真正面からずらすようになりました。

　感覚的にはあくびと同じで「自分もこんな顔をしてるのか。見られたくない……」という恐きよ怖うふが根っこにある感じがします。今は他の人のストロー吸い顔（？）を見てもなんとも思わないんですが、このクセは抜ぬけません。

　ちなみに、①で書いた経験はネコポニーよりも強力な感じがします。正の意味ではありますが、あくまで強きよう烈れつさという意味でいえばネコポニー以上トラウマ未満という感じです。

　人は誰だれかに与あたえられた、ちっちゃな温かみとちっちゃな傷でできてるんだなーと。




③今作を描えがくとき、①と②の要素をすごく重視しました。「それなりの過去があったりなかったりする愉ゆ快かいなキャラクターたちの中で、一組の男女がゆっくりと近付いていく」お話が書きたいなと。

　どの作品でもプロットの他にキャラクターの履り歴れき書しよを書いているんですが、今回は準備期間をじっくりとっていたこともあり、主人公の伊い織おりとヒロインの楓かえでの「過去にこんなことがあったから、今は日々こんなふうに生きてるんだよ」という面をかなり掘ほり下さげました。ふたりの履り歴れき書しよだけで四十ページくらいあります。




④イラスト担当の椎しい名なくろ先生、本当にありがとうございます！　キャラクターラフをいただいたときの「うわーーー伊い織おりも楓かえでもこの感じだーーー」という強きよう烈れつなしっくり感たるや……！　椎しい名な先生が描えがく伊い織おりや楓かえでたちをもっと見たい、と切に思いました。

　担当の中なか島じまさん、いつもお世話になってます。「伊い織おりと楓かえでの感情の流れを丁てい寧ねいに描えがく」というところでめちゃくちゃ細かいところまで注意を払はらっていただいたおかげで、納なつ得とくのいく作品ができました。ありがとうございます！




⑤この作品を読んでもし「ふーん、やるじゃん」と思った場合（キャラが謎なぞ）、感想ツイートや各所レビューをいただけるとものすごく嬉うれしいです。僕は褒ほめられたい（ただの本音）。




　Twitterもけっこう長いことやっています（@takahashi_toru_）。覗のぞいてみていただけるとありがたいです。

　あとがきはこの辺で。二巻でお会いできることを祈いのりつつ。ネタが浮うかんで溢あふれまくってるので、書きたくてしょうがないです。

　それでは、ここまで読んでいただきありがとうございました！


高たか橋はし 徹とおる　　　　　







































ひだまりで彼かの女じょはたまに笑わらう。








高たか橋はし 徹とおる
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